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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序／日常から、一歩










　　　Ⅰ．




　もうほとんど昼の朝、ロードワークの帰りに馴な染じみのスポーツ店に寄ろうとして、葉は切ぎり洋よう平へいは真ま嶋じま綾あやが床とこ屋や（美容院ではなく）の前に立っているのを見かけた。

　何をしているのだろう、床屋の窓を覗のぞきながら、入るでもなく突っ立っている。

　視し認にんから十五分、ようやく洋平は声をかけた。

「……先せん輩ぱい？」

「──！」

　どうやら、声をかけるべきではなかったらしい。一瞬「消えてしまいたい！」みたいな表情を浮かべた真嶋に、こちらこそ消えてしまいたくなり、いっそ逃げ出そうかと洋平は本気で考えた。洋平は女性と話すのが苦にが手てだ。女の考えは難なん解かいで回りくどくて理解できないし、そもそも共通する話題がない。そうだ、人違いという事にして──。

「ああ、ども……葉切、君、だよね」

「……どうも」

　名前を知られていた事に少なからず驚きながら、洋平は仕方なく、真嶋に近づいていった。真嶋が覗き込んでいた、床屋の窓を覗き込む。

　微笑ほほえむ真嶋、

「……何か見える？」

「……俺の顔だけ。……あの、何かトラブルですか？　だったら……」

「ううん、別に」

「……んじゃ、何して」

「何してるように、見えた？」

　洋平は、彼が畏い敬けいするところの『堂どう島じまコウ』なら言うような台詞せりふを四つ、思いついた。だがどれを言おうか考えているうちに、真嶋が先に口を開いた。

「……本当に、何でもないってば」

　頰ほおを搔かき、「これをね」襟えり首くびに伸びた髪を人差し指に絡ませる。

「……切ろうかなって、思っただけ」

「髪を？」

「床屋で他に何を切るのよ？」

　洋よう平へいは黙もつ考こうした。切符を、と言うのはどうだろう。ダメか。

「……とにかく、ただの散さん髪ぱつなんですね？　何の問題もないんですね？」

　うん、まぁ……と歯切れの悪い答えが気になり、黙って真ま嶋じまの顔を覗のぞき込む。情報を引き出したいなら『黙れ』、というコウの教えの通りに。

　真嶋は視線を逸そらし、前まえ髪がみをつまんだ。

「……いつもなら、これぐらい伸びたら切ってるんだけど……」

「じゃあ切ればいいじゃないですか、中に入って」

　もう一度、店内の様よう子すを窺うかがってみる。暗い店内の窓に映る自分の顔の向こうでは、たった二人の店員（姉弟）が何でもいいから切らせてくれと言わんばかりにこちらを見て手を振っている。どぎまぎして手を振り返し、洋平は視線を戻した。

「お客さんもいないみたいだし」

「うん……まぁ、そうなんだけど」

　くるん、と前髪を巻き取り回す。

「……髪切るのってね、結けつ構こう迷うの」

「迷う？」

「そう、迷う」

　洋平は真嶋を、つい先日《みすてりぃサークル》に加わったばかりの少女をまじまじと見た。
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　彼女の名は真ま嶋じま綾あや。

　数カ月前までゲスな教師に脅きよう迫はくされていた事を、つい先日、自分から全校生徒に公表した少女。

　女性の気持ちを解さない事では人じん後ごに落ちない洋よう平へいにも、その行動にどれほどの決意と勇気が必要なのかは想像できた。特にこんな田舎いなかの、世間が狭い日ひ炉ろ理り坂ざかでは。転校する気だというならともかく、『日炉理坂高校唯ゆい一いつの非ひ処しよ女じよ』（それが真実かどうかは別として）なんて噂うわさされる事が分かっていて、どうしてそんな事を公表したのだろうか──彼女の行動を理解はできなかったが、その決断を評価はしていた。だから洋平は、コウに彼女の面めん倒どうを見てやってくれと頼まれた時、二つ返事で引き受けたのだ。（もっとも、彼がコウの頼みを二つ返事で引き受けない事など決して有り得ないのだが。）

　そんな彼女が、

　散さん髪ぱつごときに迷うとは。

　女とはつくづく不思議なイキモノだなぁ、と洋平は頭を振った。

「……それじゃ、髪を切ろうか切るまいか迷って、それで十五分もここに突っ立っていたんスか？」

「……髪を切ろうか切るまいか迷って、十五分もここに突っ立っていたんスよ」笑って、「……そして君も、十五分もそこに突っ立って見守っていてくれたわけだ」

　いや、それは……と言葉が消える。

「心配してくれたんだよね？　ありがと。じゃあ……あ、ちょっとごめん」

　真嶋は携帯を取り出した。

　どんなメールが届いたのだろう、黙って液えき晶しようを眺ながめている、その何とも言えない表情の変化を、洋平は全すべて眺められた。喜びと悲しみ、不安と期待、相反する感情が一つの表情に同時に存在できる事を、洋平は初めて知った。そうした表か情おの色っぽさを目の当たりにし、思わずごくりと喉のどを鳴らす。

「……ごめん」

　携帯を直すと、真嶋はゆっくり、リュックを肩にかけ直し、洋平を見た。

「用事、できちゃった」

「いえ別に」

「じゃ」

　軽く会え釈しやくし、背中を見せ、……しかし歩き出さない。……そのまんま突っ立ったまま。どうしたんだろ、ひょっとしてまた十五分間突っ立っているつもりだろうか──って、これは中々いい台詞せりふかもしれない、コウさんばりに。言ってみようか、と口を開いた瞬間、

「……ちょっと、聞きたいんだけど……」

　真嶋が先に口を開いた。

「……何スか？」

「あたしって、……その、似てる？」

「え？」

「……冬ふゆ月つき、さんに」

「冬月さんに？」

　──冬月、日ひ奈な。

　数カ月前変へん死しした、『堂どう島じまコウ』の恋人──。

　動揺を押し隠かくせぬまま、洋よう平へいは真ま嶋じまの顔を見つめた。自分と同類とは思えない、いかにも儚はかなげなパーツでできた女性の顔。女性の顔を見るのは──従って覚えるのも──苦にが手てな洋平だったが、『堂島コウ』の恋人だった冬月日奈の顔はしっかり覚えていた。大体あの太い眉まゆと大きな目は、そう簡単に忘れられる代も物のではない。初めて会った時、思わず「すげえ！」と言ってしまい、睨にらまれたので慌あわてて「いや、眉まゆ毛げの太さじゃないんです、眼がん力りきが凄すごいって事です」と言い、さらに睨まれた。いや、睨まれたなんてレベルじゃない、その視線はまさに凶きよう器き、法廷に証しよう拠ことして提出したら勝しよう訴そ間違い無しな代しろ物もので、だから洋平は冬月日奈の顔をはっきり覚えていたし、これからも忘れる事はないだろう。……例え彼女がもう死んでいて、今後二度とその顔を見ることがない、としても。

　じっと、真嶋の顔を見る。

　多少長いが髪かみ型がたは同じショートカットで、雰ふん囲い気き的には確かに似ている。残念ながら（？）眉まゆは細いが、だがその下の──多少不安げながらも、真っ向から洋平の視線を捕らえた瞳──輝きの際立つ目なんか特に──。

「……どう？」

「……え？」

「似てる？」

　洋平は慌てて視線を外した。

「そうですね、確かに似てますけど、でも」

「そう」

　後に続く言葉を聞かず、真嶋は話題を終わらせた。

「別に意味はないの。よく言われるもんだから、聞いてみたかっただけ。……じゃあ」

　軽く会え釈しやくし、背中を向け、歩き出す。

　多少小こ走ばしりに。

　なんなんだ？

　あっけにとられ、何の言葉もかけられず、洋平はただ見送った。女ってのは分からないなぁ、なんて考えながら、それでも視線は外せなかった、その人ひと影かげが消えるまで。

　残ざん像ぞうが、消えるまで。

　……どれぐらい時が立っただろう、ふと視線を感じ、洋平は傍かたわらを見た。洋平のように真嶋を見送っていたのだろう床とこ屋やの店員二人（姉弟）が、窓に頰ほっぺたを張り付かせ、凄すさまじい目でこちらを見ていた。怒りと悲しみ、不安と期待、様々な感情をわずか三・五cmの眼球がこれほど雄ゆう弁べんしかも同時に物語れると言う事を、洋よう平へいは初めて知った。視線が合い、慌あわてて逸そらしたが、ああ、もう知らん振りはできそうにない。

　……しゃあねぇか。

　ため息をつき、先日スポーツ刈りにしたばっかりの頭をひとなですると、洋平は床屋のドアをくぐった。




　　　Ⅱ．




「あーあ」

　洗面台の鏡を見ながら、今日きよう子こはため息をついた。

「ため息がぁ～聞こえたぞぉ～」

　寝室から聞こえる間ま延のびした声に、

「……聞かせたの！」

　声を張り上げる。

「どーしてくれるのよ、これ！　学生サンと違ってね、あたしは明日も仕事なの！　あーもう、どーすんのよコレッ！」

「いいじゃないか」

　鏡の向こうに現れる、女性──小鳥遊たかなし恕じよ宇うの白い裸体。

「キョウコさんのような美人が、休み明けにキスマークの一つもつけてないなんて、そちらの方が悲し過ぎる」

「……悲しくて結けつ構こう。いい、あたしは」

「あなたを悲しませたくない」

　いきなり後ろから抱き締められ、今日子は言葉を失った。バスローブをはだけられ、肩から首を這はい回る、唇の優しく冷たい感かん触しよく。……と。

「──ぅあ痛つっ！」

　ずおっと血の集まる感触。

「あぁ、もう！」新たにできた生々しい葡ぶ萄どう色を鏡に写して確認し、今日子はため息をついた。

「あんたって人は……」

　分かってる、今の小鳥遊には何を言っても意味がない。嫌がっても怒っても、彼女を喜ばせるだけだ。

　分かってはいるのだが……。

「なんで、こ・ゆこと・するのよ！」

「好きだから」

「……好きなんだったら、マジにやめて？　本当に、困るのよ。見つかったら……」

「その時は、キョウコさんもカミングアウトしてしまえばいい。私みたいに。楽しいぞ？」

「……あんたは特別なのよ」

　小鳥遊たかなしは一年前、高校の入学式の時、自分が同どう性せい愛あい者であることを全校生徒の前でカミングアウトしていた。後に『小鳥遊インパクト』と呼ばれるようになるその事件は、実に様々な方面に波は紋もんを引き起こし、おかげでもはや日ひ炉ろ理り坂ざかの住人で小鳥遊の事を知らない人間はいない。何な故ぜそんな馬鹿な事を、と横よこ目めで見たら、小鳥遊にしては珍しく真ま面じ目めな話をしてくれた。

「小学校の、まだ性を知らない時からね」と小鳥遊は言った。「ずっと、異性として──この場合は同性か──好きだった女の子がいたんだ。……でも、告白できなかった。ユウキがなくて。そして結局、他の男に取られてしまった。それで思った、十年もあったのに、私は何をしていたのだろう、と。そして決めた、これからは一秒たりとも無む駄だにはしないぞ、とね。前もって宣言しておけば、告白する手間も省ける。性せい差さがどうのと悩む時間も短縮できる。それに」

　正直に生きられる──そう言って小鳥遊は今日きよう子こに襲おそい掛かり、それで話は終わった。成なる程ほど、その為ために宣言したのか、とその時は思わず感心したが（「でもね、正直と好き勝手は違うわよ？」）、例えそうであったとしても、それは決して、言うほど簡単にできる事ではなかったはずだ。

　……そう、いくら小鳥遊だって。

　きっと、本当に好きだったのだろう。

　その女の子──冬ふゆ月つき日ひ奈なという子が。

「……何だ？」鏡の向こうから見つめられ、小鳥遊は笑った。

「ひょっとして、本気で怒らせちゃったかな？」

「……怒っちゃ、いや、怒ってるけど……」

　数カ月前──小鳥遊が腰まで届いた髪をばっさり切ってしまった日、冬月日奈は亡くなった。その日の事は何も知らない。今日子がそれを知ったのはそれから一週間後の事で、小鳥遊は「大事なヒトが死んだ」と言っただけで普段と何も変わらなくて、その変わり様ようのなさが今日子には辛かった。

　無む性しように。

　涙が出るほどに。

　……もっとも、全く変化がなかったわけでもない。

　ここ数カ月、確かに小鳥遊はおかしかった。

　例えばこのキスマークにしても、前の小鳥遊ならつけたりはしなかった──少なくともこんな目立つところには。今の小鳥遊は、どこかこちらを困らせたがっている子供のような感がある。まるで子供が好きな子をいじめるみたいに──いやむしろ、親を試す子供みたいに（こんな事しても許してくれる？　こんなワガママ言っても？　じゃあこれは？　じゃあこれは？　じゃあ──）意地の悪い事ばかりする。キスマークつけたり、会社まで来たり、公共の場であんな──。

「キョウコさん？」

「……うるさい」

　問題なのは、

　それがあまり嫌じゃない事。

　嬉うれしかったりしちゃう事。

　自分が──認めたくはないけれど──本当に、彼女を好きだという事を、実感せずにはいられない瞬間。

「……とにかく、あたしは……レズじゃない。あなたはね、ちゃんとした恋人ができるまでのつなぎ。だから、人にばらすつもりもないし、ばれるような事はしたくないの！」

「……なんて魔ま性しようなヒトなんだ」

　小鳥遊たかなしはため息をついた。

「自分の欲望の為ために、こんな高校生を弄もてあそぶなんて──ああ、その魔性が私を狂わせずにはおかない……」

「ちょっ、やめ、あ、あ……やめろ！」

　いつもならこのまま──な展開なのだが、この時、小鳥遊に押さえ込まれた時、寝室の方で携帯が鳴った。今日きよう子この最近のお気に入り《明日があるさ》ではなく、《ダースベーダーのテーマ》──でも小鳥遊の着メロは《コンドルが飛んでいく》のはずだけど──。

「……失礼」

　あれ？　いつもなら呼び出しなんか無視するくせに──。

　携帯を取りに行く小鳥遊。

　今日子も洗面所を出、扉の向こうから小鳥遊の様よう子すを窺うかがった。今日子より七つ年下、でも眼鏡めがねをかけると年上に、外すとはるかに年下に見える彼女の、ディスプレイを見るその顔には、何の変化も認められない。だがあの時も、涙一ひとつ見せなかった子だ、見えない心の奥底でどんな感情が渦巻いているか──。

　きっと、何かあったのだろう。

　数刻後、返信を送り、小鳥遊は携帯を置いた。

　尋たずねる今日子。

「……急用？」

「……ああ。私の知り合いに、一人、やんちゃな奴やつがいるんだが……そいつがまた何か仕出かしたらしい」

　口元を歪ゆがめるその表情は、何となく楽しげだ。

「……そっか。じゃ、今日はもう……」

「何を言う？」驚きの表情を浮かべる。「例えどんな用だろうと、キョウコさんより大事な用などあるものか」

「い、いいよあたしは。その子のところに行ってあげて。……急用なんでしょ？」

「……いいんだ。向こうは向こうで何とかするさ」

　小鳥遊たかなしは歩み寄り、今日きよう子この手を取った。

「……だいたい、私達の話がまだ終わっていないだろう？」

「あのね」渋じゆう面めんを作る。

「その話なら終わってる。あたしは嫌、分かった？　はい終わり、……さ、行って」

「何な故ぜ？　何がそんなにイヤなんだ？」

　思わず叫ぶ。

「当たり前じゃない！　普通の人ならみんな嫌がるわよ！　いい？　そもそも、愛人同士を会わせようって方が間違ってるの！」

　かこーん、と風ふ呂ろ場で何かが落ちた。

「……愛人とはひどいなぁ」頭を搔かく小鳥遊。「私は恋人、のつもりなのに」

「六人もいる時点で、もう恋人とはいえないわ！」

「……そんな事ない、他のみんなはちゃんと恋人だと理解してくれているし、全員で会う事も納得してくれた。キョウコさんだけだぞ？　そんな意い地じ悪わる言うのは」

「意地悪じゃない！」何かもう意地になって叫ぶ。「そんなの、当たり前でしょうが！」

「《当たり前》に負けちゃいけない」

　金切り声もどこ吹く風、小鳥遊は今日子の腕をしっかり摑つかみ、引っ張り始めた。寝室とは逆の方、浴室に向かって。「……《当たり前》って何だ？　普通って事か？　……それは他人が決めたもの、押し付けられた価か値ち観かんだ。価値とは自分で見出すもの、自らの努力と経験で作り出すべきものなのだ。世間に──《普通》になんか負けちゃいけない」なんて、説得だか何だか訳わけ分からない事くっちゃべりつつ。

　がらん、と音を反はん響きようさせて、浴室に入る。

　気が付けば、タオルがない。二人とも。

「はっ、放して！」

「とにかく一度、全員で集まりたい。名前だけじゃなく、姿、顔、見て初めて分かるもの、会話、雰ふん囲い気き、話して初めて分かるもの、そういうものを知り合って欲しい。……そう、親しん睦ぼくを深めて欲しいんだ。日取りももう決めてある。……お願い、キョウコさん」

「そんな目で見てもダメ！　……って、抱きついても、わーあー、爽さわやかに弁べん舌ぜつしてもダメ！　とにかく、絶対、絶対にイヤ！」

「……強ごう情じような人だ」

　小鳥遊たかなしは、ため息をついた。

「強ごう情じようじゃない！」

「とにかく、いい返事が貰もらえるまでは何ど処こにも行かない。……急用だろうが何だろうが、説得できるまでは、キョウコさん、あなたから離れるつもりはない」

「……あんたね」

「それに、……正直言うと」小鳥遊、舌なめずり、

「嫌がる人を説得するのは嫌いじゃない」

「あう、わ」

　きゃああと続くはずの悲鳴を無理やり押し止められ、今日きよう子この身体からだは重力に対し垂直になった。バスマットのきゅっきゅと鳴る音、シャワーのコックを捻ひねる音。優しく温かい水流を髪に感じてため息をつく。抵抗しても、ムダだ、結局この子は、好きなように、やりたいようにやるのだ。いや、許しちゃうのだ、自分が。ただ好きだと言うだけで。それが例え、こんな先の見えない恋モ愛ノであっても。

　ふと、思う。急用っていうのは、本当だろうか。それとも単なる交渉手段？　楽しそうにボディソープを手にあけている、小鳥遊の目を覗のぞき込む。

　黒い瞳の向こうには、暗く深い海の底。

　迷めい惑わくをかけられてもいい、と今日子は思った。どんな目に遭あってもいい、何されてもいい、ただその、深い海の向こうまで、私に見せてくれるなら──。

　小鳥遊の目からは、何も読み取れなかった──楽しんでる、というのを除いては。
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「何事です？」

　とても何事かが起きたとは思えないような声のトーンで、舞まい原ばるイハナは姉に尋たずねた。

「何事って、何が？」

「その……髪かみ飾かざりは何です？」

「猫ねこ耳みみ」

「……何な故ぜ、指が四本しかない手袋をしているのです？」

「可愛かわいいから。肉にく球きゆうぷにぷに」

「……おしりに何かついているのに、気がついていますか？」

「何かじゃなくて、しっぽ。しっぽふりふり」

　舞原サクラはおしりを振った。

「可愛いでしょ？」

　一瞬思し考こうが空白になったとしても、それを表に出すイハナではない。

　姉の部屋の中をゆっくりと見渡して気を落ち着かせた後、全くの無表情のまま、イハナは最初の質問に戻った。

「……一体何な故ぜ、そのような格好をしているのです？」

「だってあたし猫だもん。……可愛かわいいでしょ？　どう？」

「可愛いです！」

　視線を向けられ、イハナの後ろに隠かくれていたメイド頭のみんが慌あわてて追従した。勿もち論ろん、その言葉に噓うそはないだろう。その手の中で連続して切られているデジカメのシャッターが、如によ実じつにそれを物語っている。ちなみにみんの趣味は盗とう撮さつと盗とう聴ちようと闘とう犬けんで、たまにイハナの部屋にもカメラが仕掛けられたりする。だがそれを責めると、『あら、私はお嬢じよう様に御お仕つかえする為ために知るべき事を全すべて知っておきたいだけですわ』と、まるで全てを見せないイハナが悪いような物言いをしてまるで恥じる事がない。それでも首にならないのだから彼女の有用性が推おし量はかれようというものだ。

　だがこの場での問題はみんの趣味ではなく、ましてやサクラが可愛いか否かではない。

「……そうですね、とても可愛いです。……でも、サクラ、今は」

「猫はね」

　血のついた唇を舌で舐なめ、血のついた指もペロっと舐めて、

「好きな事だけ、するの。イヤな事はしないの。食べたい時に食べて、寝て、そして、遊ぶ」

　サクラは小さく欠伸あくびした。あくまでも自然なそれは、今の格好と実にマッチしている。なり切っている、という訳ではないだろう。確かに姉は天てん然ねんだが、そこまで幼稚でもない……はず。おそらく、あの格好は警告なのだ、説明するのは面倒くさいからこれを見て勝手に分かれ、という。だがあの子には分からなかった。イハナは姉が抱きかかえたままの少女を見た。少女は舞まい原ばる家の使用人が標準装そう備びしているメイド服を着ていた。……猫ねこ耳みみとメイド、堂どう島じまコウがこの光景を見たら笑って言うだろう、さすがは天下の舞原邸、男の夢見るものがここには全て揃そろってる、とか。

「……その人をこちらに渡して下さい」

「いや」ムベもない。

「猫はね、おもちゃを遊ぶのよ。そしておもちゃを飽きない限り、それを人にあげたりしない」

　イハナは首を振った。

「……サクラ、《マリア・ドール》は、私が責任を持って取り戻します。サクラのおもちゃを盗んだ人は、私が必ず見つけ出します。ですから、その人は解放して下さい」

「そうですよ、お嬢様」みんも優しく話し掛ける。

「遊ぶならみんと遊びましょ？」

「遊ぶのはいい、疲れた」

「じゃあ、その人を」

「やだ」

　……ひねくれモードになっている……。

　いつものサクラは、多少天てん然ねんは入っているが、素直で優しくて他人を傷つけるような娘こではない。（もっとも今だって、サクラには傷つけている、という自覚はないだろうが。）が、一度ひねくれてワガママを始めると、まさに姫君──日ひ炉ろ理り坂ざかを統すべる舞まい原ばる家の次期党とう首しゆ──らしい、破は天てん荒こうな真ま似ねをしては周囲を巻き込み困らせる。イハナは心中嘆たん息そくした。この猫の格好は、サクラには本当に似に合あっている。これからはこの状態を『猫モード』と呼ぶ事にしよう──。

　……仕方ない。話したくはなかったのだが……。

　ゆっくりと姉に近づく。

「うー、来るな」

「実はですね、この事件」

　一いつ旦たん言葉を切り、姉の目を見つめ、

「《みすてりぃサークル》に、任せる事にしました」

「……《みークル》に？」

「そうです」

　ゆっくりと、思いっ切りの笑顔をその表情に浮かべていくイハナ。双ふた子ごの妹の滅めつ多たに見られない笑顔につられ、サクラも思わず笑顔になった。双子だけに通じる裏うら技わざ。普段笑わらわずにいると、こういう時に役に立つ。

「……だから、堂どう島じまコウの邪じや魔まになるような事はやめましょう。聞き分けない事していると、堂島コウがびっくりしますよ？」

「……聞き分けないコトなんて、してないモン」

　好きな男の名前を出されそっぽを向く姉の姿を確認し、イハナはみんに頷うなずいた。少女を姉から引き剝はがし、その状態を確認させる。少女は、何やら陶とう然ぜんとした表情で気絶している。命に別状はないようだが……彼女が気絶したのは、右の耳を失う前だろうか、後だろうか、それとも途中？　──どうでもいい事だけれども。無意識にサクラの口元──もはや血はパリパリ乾いている──を見ている自分に気づき、イハナは視線を逸そらした。……まぁいい、少女が失ったのは『耳』で『聴覚』ではないし、サクラはお腹の丈夫な子だし。サクラの栄養になるのなら、少女の耳も本望だろう。

　サクラは、もはや少女に見向きもしない。

「……いつから捜査、始めるの？」

「これから頼みに行くところです。……分かっているとは思いますが、姉さんはダメです。家でイイコにしていて下さい」

　分かってるわよ、とまたそっぽ。本当に分かっているといいのだが。

　みんに少女を運ばせ部屋を出ようとした時、後ろから声が聞こえた。

「イハナ」

　サクラはいつも、イハナの事をハナちゃんと呼ぶ。イハナと呼ぶ事は滅めつ多たにない。

「……何です？」

　イハナとサクラの視線が絡まる。

　しばらくイハナの顔を眺ながめた後、サクラはそっぽを向いた。手の甲こうで口を拭ぬぐい、舌を出し、気持ち悪い、と顔をしかめ、

「……あたしはね、怒ってるの」

「はい」

「すごく、すっごく怒っているの」

「……分かりました」

　サクラを残し、イハナとみんは寝室を辞した。部屋を出ながら、イハナは思った。

　アレは、猫ではない──百歩譲ゆずって猫科の動物だとしても、あれは決して猫ではない──。




　部屋を出て廊下を行く途中、みんが話し掛けてきた。

「……あの、お嬢じよう様」

「何？」

「みークルにまかせる、というのは本当ですか」

「ええ」無表情に答える。

　この事件──あまりに不ふ可か解かいなこの事件には、恐らく──。

　先ほど届いたあのメール。

「ですからこの事件は、警察ではなくうちの『黒くろ服ふく』を使います。事件処理はレベル４、ディレクターはみん、あなたがやりなさい」

「……ですが、いくらなんでも高校の──」

「そんな返事は教えていません」

「……分かりました」

　失礼しました、と礼をし上げたその顔には、もはやイハナと同じ年とし頃ごろの少女の面おも影かげはない。

「御お言いいつけ通りに」

「……私もみークルの一員なのだから、心配はいらないわ」

「はい」

「では、私は出かけます」

「……あの」

「……何か？」

「みんは……」言いにくそうに、言葉を詰まらせる。

「……何？」

「みんは、お嬢じよう……サクラ様を愛しています。サクラ様に仕え、守り、それを望むならこの命だって差し出します。けれど……」

「けれど？」

「……時々、サクラ様が恐ろしくてたまりません」

「私もよ」

「……えっ？」

　びっくりしたようなみんの頭を、よしよしと撫なでてやる。

「……イハナ様、あの」

「それでも私は、私達はサクラを愛している。ならそのように──」

「──はい！」

　意気揚よう揚ようと去っていくみんの姿を見送って、イハナは──やっぱり心の中で──ため息をついた。……そう、時々怖こわくてたまらない。舞まい原ばるの家に生まれた事も、サクラの妹なのも。完全に受け入れてはいる。受け入れられている──それでも時々は、本当に怖くてたまらない──。

　でも、今は──。

　イハナは、冬ふゆ月つき日ひ奈なを思い出した。

　この驚きよう異い的な世界に見つけた、たった一人の《友達》──彼女はもうこの世にいない。しかし彼女は、素晴らしいものを残してくれた。

　和服（イハナは普ふ段だん着ぎに着物を着ている）の袂たもとから携帯を取り出し、液えき晶しようを眺ながめる。サクラに会う前に受信したそれを、もう一度、見る。




　メールにはただ一文、

──《ポリッシュアップルズ》──。




　長かった、この数カ月。

　ずっと待ってた、兆きざし。

　始まりの、合図が、やっと──。




　イハナは微笑ほほえんだ。先ほど姉に見せた笑顔とは異なる、酷こく薄はくな笑顔だったが、それこそが彼女の真の笑みだった。










　──こうして、『悪あく魔まのミカタ』の最初の事件、《インヴィジブルエア》の幕は上がった。物語は、




　三人の携帯の鳴る数分前、堂どう島じまコウの部屋から始まる──。







第一消／まず、事件
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　誰かが言った、重力はバターを好むと。だからパンを落とすと、必ずバターを塗った面が下になるとか。もっとも、どんな好物でも食べ続けると飽あきちゃうもので、そんな時、重力はジャムやらピーナッツバターやらマーマレードなんかを求める。ひどい時にはまとめて全部をいっぺんに。重力は、味や食い合わせなんてものには頓とん着ちやくしないのだ。

　そして今朝、重力はコウの目玉焼きを求めた。

　パンの上に載せていた目玉焼きは、まさしくそっちを下にして落ち、しかも牛乳をも巻き込んでいった。喉のどを潤うるおしたカーペットの口元を拭ぬぐってやりながら、コウはアメリカ迎げい合ごう主義を呪のろった。ほら見ろ、目玉焼きにパン、だからこうなる。日本人なら目玉焼きには白いご飯だ、そうだろう？　ほっかほかの白飯に目玉焼きを載せ、醬しよう油ゆをかけるのが美う味まいのだ。かき混ぜるもよし、あるがままもよし、だがここで大事なのは下に『ご飯』を使う事。パンは不ふ可か、不可なのだ。どんなにフカフカなパンでも、醬しよう油ゆには絶対合わない。醬油をかけない目玉焼きなんて、いや～なお客のよーなもの。

　その心は？

　──塩でもまいとけ。（←ウマい！）

　……ことほど左さ様ように『目玉焼きには醬油、塩やソースなんて邪じや道どう、マヨは論ろん外がい！』派のコウが今日に限ってパンに目玉焼きを載せて食べようとしていたのは何な故ぜか？

　──って実は、単に昨夜、炊すい飯はん器きのスイッチを入れ忘れていただけなのだけれども。

　コウは一人暮らしである。もしコウが炊飯器のスイッチを入れ忘れたら、もう誰も炊飯器のスイッチを入れてはくれない。一人暮らしとは、そーゆー事。例えコウが目玉焼きをパンに載せて食べたとしても、誰も「この口だけ主義者め！」なんてののしったりはしない代わりに、もし目玉焼きを落としたら、その後あと始し末まつは自分でしなければならない。黙って突っ立ってたって、誰も何もしてはくれない。例え熱があろうと死にそーだろーと。一人暮らしとは、そーゆー事。

　そーゆーわけで、コウは今、重力が仕出かした事の後始末をしていた。具体的には四つん這ばいになり、ペーパータオルを手に床の上を這いずり回っていた。何してるんだろう俺は、とか、厭えん世せい的な気分に陥りながら。少なくともコウの母親は、テーブルの下を這わせる為ために彼を生んだわけではない。と思う。もう死んでるから分からないけど。コウの恋人だって、こんな事しているコウを愛しちゃくれないだろう──ちなみにこちらも死んでいる。コウの妹だって、こんな事している兄を果たして尊敬できるだろうか？　ちなみに妹は宇宙人？　にさらわれていて、もう八年も会ってない。

　……じっと手を見る、一人。

　何か虚むなしくなってきて、コウは掃除も早々に切り上げリビングに行き、絨じゆう毯たんの上に横になった。

　リビングには、何も無かった。

　リビングにあるのはリビングだけだった。

　六畳余りの空間に、家具と呼べる物は何一つ置かれていない。それは四カ月前に起きた事件のせいだったが、それから今日に至るまで、何も変わっていなかった。何もかも、そのままにしてあった。窓さえ、割れたガラスを外しただけで新しいガラスを入れてもいない。

　まさに吹きさらし。

　コウは寝ね転ころがった頭を倒し、絨毯を見た。窓まど際ぎわは特に変色も露あらわに、吹きさらしのこの部屋は部屋全体が痛みが激しい。何も置かないこの部屋が、実はもっとも痛みが激しい。セラピストに見せたら先まず問題ありと見なすだろう──恋人に死なれたばかりの男が住む部屋としては特に──この部屋を、痛み具合を、でもコウは気に入っていた。いーじゃん別に、好きなんだから。小鳥遊たかなしも気に入っているようで、たまに『月つき見み』と称して酒を持ち込む。舞まい原ばる妹いもうとなんかも、たまにお茶をたてに来る。

　──でも、やっぱり、一人がいい。

　そんな気分だったから、インタフォンが鳴った時、コウはぴくりもしなかった。二回、三回と鳴らされた時も、いーじゃん別に、眠らせてくれ、折せつ角かくの休日なんだから、と心の中に呟つぶやいただけ。四回、五回が連打となって、ようやく何とか起き上がる。目をこすり、しかめっ面し、何かを反はん芻すうするように、深しん呼吸、ピンポン連打にドンドンドンというドアの殴おう打だが加わって、

（……あれ？　確か、前にもこんな──）

　弾はじけるように立ち上がる。

　一いち目もく散さんにドアへと走り、チェーンを外すももどかしく。

　──ゆっくりと、ドアを開く。




「コウさん！」




[image: ]

　弾だん丸がんのように突っ込んで来たそれを、コウは反射的にひらりと避けた。勢い余ったそれは止まらず、玄関から壁に激げき突とつ、ふにゅううぅうと崩れ落ちる。

「……ああ、アトリ」

　コウはこほんと喉のどを鳴らした。

「人の家に上がる時は、靴ぐらい脱げ」

「……相も変わらず、性しよう悪わるですぅ……」

　飛び込んできたのは、なんか奇き天て烈れつなボンテージにその身を包んだ幼い少女。涙にぐしゃぐしゃになった顔を上げ、潤うるんだ瞳でコウを睨にらむ。

「なぜ、なんで、どーしてそんな意い地じ悪わるするんです？」

「……意地悪って、俺は別に……。お前がいきなり、飛び込んで来たんじゃねーか」

「……それは、そうですけど……」

　涙の浮かんだ目を擦こすり、両手で頰ほおを押さえ、

「受け止めて……くれたって」

「……そんな恥ずかしい事、できるか」

　恥ずかしい、ですか？　とため息をつく。

「違います。こういうのは恥ずかしい、じゃなくて、ろまんてぃっく、って言うんです」

「悪あく魔まはそうかもしれないが、人間は恥ずかしいんだ、よく覚えとけ。……大体お前、浮かれ過ぎだ、……どうせ仕事で来たんだろ？」

　少女は傷ついた表情をした。

「……ごめんなさい」

　コウもしまったと思った。

「……いや」頭を搔かく。「それより、顔は大丈夫か？」

「痛かった、です……」

　額ひたいが真っ赤になっている。

　コウは少女の頭を撫なでた。

「待ってろ、今タオルを」

　行こうとするコウの背を、くっ、と摑つかむ小さな手。

「……何？」

「あ、あのですね……」少女ははにかんだ。

「……何？」

「本当に……嬉うれしかったんです……」

　あう。

　うっ、とコウは胸を押さえた。よろめき、ごっ、と壁に頭をぶつける。

「きゃ？　コウさん？」

「いったぁ……」今のは効いた。

「だ、大丈夫ですか？」

「大丈夫。……いいから、いつまでもそんなところにいないで中に入れ」

　……口元を斜めにし、コウは少女を招いた。少女が部屋に入っていくのを見送り、自分は台所に向かう。

　赤せき面めんし、何やってんだと頭を振りながら。

　先ほど壁にぶつけた部分がジンジン痛む。ああ、こりゃたんこぶになってるなぁ。

（本当に……嬉うれしいです）

　コウは笑った。じんじん疼うずく頭の痛みを意識しながら。

　心に呟つぶやく。

　忘れるな、あいつの正体を。

　あいつは人間ではない。

　あいつは、悪あく魔ま。

　どんなに可愛かわいくても、さっきまでの暗い気分を吹き飛ばしてくれるような存在だとしても、あいつは悪魔、コウの妹の姿そして妹の名を持った、黒い翼つばさと赤い目の正しよう真しん正しよう銘めい本物の悪魔なのだという事を。
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　リビングに毛布を敷いてその上に座り、ウーロン茶のペットボトルを片手に、二人は再会を喜び合った。

「……久しぶりだな。元気だったか？」

「はい。……コウさんも」

　少女はぽっと頰ほおを染め、視線を逸そらした。

「……相も変わらずせくしぃです」

　コウは平ひら手てを突き出し「ちょっと待て」のポーズをとって、Ｔシャツにトランクスという格好にジャージのズボンを付け足した。

「……えぇと、あの時以来だな、四カ月ぶりか？　何してたんだ？　……連絡ぐらい、寄よ越こせっての」

「色々忙しかったんです、準備とか、色々ありまして。……あ、そうだ、この度たびですね、実は、あたくし」

　少女は立ち上がった。薄い胸を張り、えっへんと、

「《悪魔見み習ならい》から、《見習い悪魔》へと昇進しました！」

　コウも立ち上がった。

「良かったじゃん！」

　なんだそりゃ、どう違うんだ？　なんてツッコミで女の子の興きようを殺そぐようなコウではない。二人で喜び合い、改めて座る。

「でもそれって、あの事件一つだけで？」

「最初の一つをクリアできればいいんです。もっとも、これからが長いですけど」

「……ふぅん」

　四カ月前、二人は協力して（と言ってもほとんどコウ一人でやったようなものだけど）人間一人の魂たましいを回収していた。──そう、彼女ら《悪あく魔ま》は実在し、人間の魂を回収して回っているのである。その為ために用意されたのが《知恵の実》と呼ばれる不ふ可か思し議ぎな力を持つアイテムで、この世にばらまかれたそれは人間と無意識下かで契約し、その願いを叶かなえる代わりに魂を奪う。その人間が望みを叶えた瞬間、《知恵の実》は《契約完かん了りよう魔力》という一種の信号を発し、それを受信した悪魔が魂を回収して回る。だが、時に願いを叶えた事を認めない人間がいて、そういう場合、悪魔はその人間と《知恵比べ》をしなければならない──四カ月前の事件がまさしくそういう事件で、とある事情から少女の手伝いをしたコウは、その後も《悪魔》側の人間としてアトリの仕事を手伝う事になったのだった。

　──つまり。

　今日、彼女がここに来たと言う事は──。

「……事件、なのか？」

「はい！」いかにも嬉うれしそうな少女の表情。

「悪魔のミカタの、初めての事件です！」

「初めての、事件」コウは頭を搔かいた。

　前回は、冬ふゆ月つき日ひ奈ながいた。

　だがこれからは……。

「難しくなけりゃ、いいんだけどなぁ」

「それは……あ、そうだ！」

　少女は再び勢いよく立ち上がった。

　ぱっ、と空中から本を取り出すと、ページをめくり、逆さにしてポン、と叩たたく。

　本から何かが落ちる音。

　この本は悪魔のマニュアルにして《知恵の実》のカタログであり、《知恵の実》のサンプルを作り出す事ができるのだ。

　コウは、本から落ちてきた《右手用の指ゆび無なしグローブ》を手に取った。

「コレは……『声』が聞こえないけど、何だ？　一体どんな《知恵の実》なんだ？」

「それはですね、正確にはもう《知恵の実》じゃないんです。今期の決算時に廃はい棄き処分が決定した廃棄品、《ゴールデンライトアーム》です！」

「ごーるでんらいとあーむ？」

　……廃棄って事はつまり……。

「わぁ！」コウは泡あわ食くって手袋──《ゴールデンライトアーム》を放り投げた。

「ほっ、本物の《知恵の実》って事か？」

「正確には元《知恵の実》です。廃はい棄き品ですから、いくら使っても魂たましいを取られる事はありません。……とは言っても廃棄品なので、もうエネルギィの供給はなく、従って後あと二十三回しか使えませんが」

「……一体どういう《知恵の実》なんだ？」

「これを嵌はめ、念じながら手を触れる事で、触れた物を黄金に変えられるんです！」

　それは……と、恐る恐る《ゴールデンライトアーム》を眺ながめる。それは下へ手たしたら、国の一つや二つ滅ぼせたりするんじゃないだろうか。金即そく力のこの世の中じゃ。

「……なんでそんな、需じゆ要ようの多そうな《知恵の実》が、廃棄なんかに？」

「昔は確かに需要が多かったんですが、昨今は、お金で叶かなえられる事を願う人、少なくなりまして……。知っての通り、《知恵の実》は特に契約しなくても使い方さえ知っていれば使用できます。だから使用に際し、契約しなければ分からないような制限が様さま々ざま設けてあるんです。……けれど、これは」

《ゴールデンライトアーム》を指し示す。

「使い方はそう難しくなく、しかも下手に使えば大変な事態を引き起こし、そして契約数は少ない。リターンよりもリスクが大きいと言う事で、今回廃棄が決定しました」

「へぇ……」コウは頷うなずいた。

「それは分かったけど、……なんでここに？」

「おみやげ！」

「おみやげ？」あっけにとられる。

「はい！」

「こっこ、これを、くれるってのか？」

　はい！　と再び頷く少女。

「……いいのか？　こんな──凄すごいモノ」

「大丈夫です。ちゃんと上じよう司しに許可を貰もらいましたから」

　ちなみに彼女の上司はベルゼバブといい、後で調べてみたら物もの凄すごく偉い？　悪あく魔まだった。彼女への不満を上司にねじ込むのはやめておこう、絶対に。

「……で、でも……」

「だってほら、人間の社会ってお金かかるじゃないですか。前回も、あたし色々迷めい惑わくかけましたし、……これからも色々物入りかも知れないし……。折せつ角かく貴重な協力者ですから、これぐらいはいいだろうって、上司も認めてくれました。ですから、遠えん慮りよしないで下さい」

「……んじゃあ」

「ちなみに、それを受け取る事で事件に対するファイトが俄が然ぜん燃えたり、あたしにもっと優しくしてくれたり、とかが、最も理想的な反応です！」

「……賄わい賂ろみたいな」

「そう！　まさにそれです！」

　はっはっは、とコウは力なく笑った。

　何にせよ、これはあまり使わない方が良さそうだ。下へ手たに慣れるのはまさしく危険、こいつは最後の手段にしておこう。……あ、でも、あれが買えるな、あれも、あれも──頭の中で続続並ぶ品物リストに整理券を配っている自分に気づく。

「……ま、とにかくありがと。嬉うれしいよ」

「えへへ、そうですか？　どうです？　難しい事件でも平気だ！　って気に、なりましたか？」

「なったなった」

「それじゃあ早さつ速そく、事件の話なんですが」

「まぁ待て」

　コウは平ひら手てを向けて「ちょっと待て」のポーズをとり、隣の寝室に向かった。取って来た携帯電話の埃ほこりを払い、アトリに渡す。

「……何です？　これ」

「俺からのプレゼント」

　きゃ！　と叫んで、携帯を受け取る少女。大喜びはしているが、何に使う物かは分かってないようだ。それには構わず、コウはメモリボタンを押した。

　ディスプレイに現れる、

『ポリッシュアップルズ』の文字。

　一瞬ためらい、複数宛あてに送信する。

　あの時共ともにリンゴを食べた、仲間に向けて。

　自分の携帯にも届いた文字に、不思議そうに、アトリが尋たずねる。

「何です？　これ」

「これ？　……言わば、のろし、だよ。集合の。──そして始まりの」

　……そう、のろし。

「事件の話は、みんなが揃そろってからにしよう、二度手で間まはいやだしな」

　未まだ不思議そうな少女に、コウは微笑ほほえんで見せた。

「……しばらくは、再会を喜び合ってませう」

　勿もち論ろんアトリに依い存ぞんは無かった。
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　二十分ほどして、二人は同時に現れた。

「おや、どうしたい」

　というコウの問いに、

「下でばったり」と答えた方が真ま嶋じま綾あや、バレー部所しよ属ぞく、天下の体育会系で、

「……と言うより、待たれていたような」と答えた方が舞まい原ばる依い花はな、深しん窓そうに部屋を構えるお嬢じよう様である。

「待たれていた？」

「待ってなんかいないわよ！　たまたま下で」

「おそらく、コウと二人きりになりたくなかったのでしょう」

「わーショック」コウはうるうる真嶋を見た。

「ひょっとして俺が信じられない？」

「別にそんな」

「逆じゃないですか？」と舞原妹いもうと。

「逆？」

「二人っきりだと襲おそってしまいそうだとか」

「──！」

　ぎょっ、として舞原妹を見る真嶋。

　身をくねらせ、大おお仰ぎように叫ぶコウ。

「ひどいっ先せん輩ぱい！　そんな目で僕の事を！」

「──なっあっあたしゃっ！」

　勿もち論ろん冗じよう談だんで言っているのは分かっているのだが（多た分ぶん冗談だと思うのだが）、何しろあの時、無理やりコウのファーストキスを奪ってしまった前ぜん科かがある為ため、思わずしどろもどろになる真嶋。

　そんな真嶋の頭をぽんぽんと叩たたき、

「いースねぇ先輩は、いっつも反応が可愛かわいくて。……あいたっそれ俺の髪であっあっモミアゲ引っ張らないでっ」

「……いい加か減げん上げて貰もらえませんか？」

　部屋に入り、アトリに気づく。

「……こんにちは、えと、アトリちゃん」

「お久しぶりです！　元気でしたか？」

「……変わりませんね、あなたは」

　二人とも、コウの部屋は初めてではない。

　相も変わらぬリビングの様さまに、真嶋は口元を斜めにしながら上着を脱いだ。畳たたんで置く。ちなみに真嶋は春らしい緑色のブラウスとコート／私服、一いつ方ぽう舞原妹は日ひ炉ろ理り坂ざか高校の黄と紫むらさきの制服を着ていた。舞原妹は常に制服か和服、それ以外の格好をコウは見た事がない。

　二人の為にクッションを用意しながら、

「……んじゃ、後は小鳥遊たかなしだけか」

「小鳥遊は来ません」

　……コウは舞まい原ばる妹いもうとを見た。

「なして」

「私用の最さい中ちゆうだそうです。後で合流できたらする、と連絡がありました」

「私用？」

「キョウコさんです」

　ああ、と納得するコウ。

「キョウコさん？」と真ま嶋じま。

「小鳥遊たかなしの恋人の一人です」

「……その人に会ってるから、来られないって事？」

「そういう事になりますね」

　沈黙。

「……何考えてるの？　あの人は」

　真嶋はため息をついた。

「……何の集合か、分かってないんじゃない？」

　舞原妹が真嶋を見る。

「……何の？　ではこれは、何の集合なのですか？」

「何の……って」口ごもる。「だって、これは」

「勘かん違ちがいしないで下さい。これは堂どう島じまコウの私用であり、私達の用事というわけではありません。都つ合ごうが悪いモノを、無理やり押してくる必要はないのです。そして当然、最後まで付き合う必要もありません。自分の都合、余よ裕ゆうの中、できる範囲で協力すればいい、それだけの話です」

「そんな、無責任な」

「いや、お嬢じようの言う通りスよ、先せん輩ぱい」うんうんと頷うなずくコウ。「なるべく自分の方を優先しちゃって下さい、小鳥遊みたいに。……ああ、どんな私用かしんねーが、小鳥遊の私用だもんなー、想像つくなー。……キョウコさんか、……そんな私用があったら、俺だってこんなとこにはいねーもんなー」

「……とにかく、下らない馴なれ合いのつもりなら、帰った方が身の為ためです」

　舞原妹は全くの無表情、感情の無い顔で真嶋を見ている。

　真嶋もそれを睨にらみ返した。

　ただならぬ緊きん張ちよう感が、空くう虚きよなリビングを包む。

「……いやまぁ、それはそれとして」

　コウは手を打ち、寝室へと走り、すぐに戻った。

「──馴れ合い云うん々ぬんは別にして、仲間意識ってのは大事な添えものだと思うんだよな、うん。んで、こんなん作ってみたんだけど、どう？」

　真嶋と舞原妹、そしてアトリにそれぞれ袋ふくろを手渡す。中には黒地のＴシャツ。左胸の部分に白字で「Ｔｈｅ　Ｓｔａｎｄ」、その下に小さな青字で「ｆｏｒ　ｔｈｅ」赤字で「ｄａｒｋ」と文字（手書き）がある。

「これって」

「ユニＴ、作ってみました」

「……自分で作ったのですか？　手作りで？　……あなたが？」

「堂どう島じま君が？」

「ふふふ、小鳥遊たかなしの分と、あと予備も二枚」

　不思議そうに、アトリ、

「この文字、どーゆー意味ですか？」

　コウはアトリの頭をくしゃくしゃ撫なでた。

「それはな、『悪あく魔まのミカタ』と書いてあるんだ」

「気に入りました！」即そく答とう。

「ふふふ、そーだろ？」

　真ま嶋じまと舞まい原ばる妹いもうとは、しばしそのＴシャツを凝ぎよう視しした。
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　コウが気を利かせる。

「んじゃ、俺しばらく外にいるから、ぱっぱと着替えて」

「……まずは」

　Ｔシャツを膝ひざに載せたまま、アトリを見る舞まい原ばる妹いもうと。

「どんな《知恵の実》が現れたのか、『サンプル』を見せて貰もらいましょうか」

「そうねまずはそこからね」と真ま嶋じま。

「……そうか？」

「……分かりました」

　アトリは頷うなずき、名残なごり惜しそうにＴシャツを置くと、『目録』のページを開いて逆さに叩たたいた。ぽんぽんぽんと。

　落ちてくる、三つの──

「……何これ？　スプレー缶？」

「これが今回、《契約完かん了りよう魔力》を発生させた《知恵の実》です。その名も」

　息を吞のみ、溜ためをつくって、

「《インヴィジブルエア》、その能力は『物体を透明に換える事』です」

「……わーお」

　コウはため息をついた。

　Ｔシャツを見ながら。
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　サンプルに触れた途と端たん、音と映像が頭の中に溢あふれ出す。

　これはシリアルナンバ・三七一、《インヴィジブルエア》。能力はシンプル、消したい物を念じつつ、ノズルを押してガスを噴ふん霧むすればいい。ガスが触れた部分を起点にして、その物体を瞬しゆん時じに透明にする。透明化した物体を元に戻すには、消すのと逆の操作を行う。なお、《インヴィジブルエア》を成すスプレー缶かん本体を消す事は不可能──。

（他人が消した物を、元に戻す事は可能か？）

　否。消した物は消した者でしか元に戻せない。

（自然に戻ると言う事は）

　あり得ない。

（この場合の『物体』の定義は？　例えば女性の服を消したい場合──いや勿もち論ろん女性に限らず──）

　消す物体は意思の定義で決まる。例えば服を消す場合、いちいちシャツ、パンツ、靴くつ下した、下着と指定しなくても、『着ている物』と念じれば一いつ括かつで消せる。また、『右腕』と決定すれば服、肉体の区別無なく右腕全体を消せる。

（今の『所有者』になって、何回使われたか）

　現時点での使用回数は二六二回──。

（……こりゃ参考にならないな）

　──聞きたい事を聞き終え、コウはサンプルを置いた。二人を見る。コウはこれが二回目だが、真ま嶋じまと舞まい原ばる妹いもうとは、《知恵の実》のサンプルに触れる、というこの強烈なテレパシー体験は初めてだ。

　でもやっぱり、舞原妹は『鉄てつ仮か面めん』のまま。

　対照的に真嶋は、「あっ」とか「わっ」とか言いながらサンプルを持ったり置いたりしている。

　しばらくして、舞原妹もサンプルを置いた。大きく呼吸し、口を開く。

「これは──厄介やつかいですね」

「厄介？　何で？」と真嶋。

「前回の《ピンホールショット》と違って、応用範はん囲いが広すぎます。しかも有って無きが如ごとき使用制限。使用者の器き量りようにもよるでしょうが──かなり厄介な相手となり得ます」

「そうか」

　頼もしい、とコウは舞原妹にうっとりした視線を送った。えらく冷たい視線が返ってきたけど全然気にしない。舞原妹は、日ひ奈なと同じタイプの人間だ。外見は真嶋の方が似てるけど。

「このサンプルから考えると、犯人が《インヴィジブルエア》を手に入れたのはごく最近、ここ二、三日の間でしょう。アトリ、《契約完かん了りよう魔力》が発生した、正確な時刻は分かりますか？」

「はい！　昨日の十八時四十八分です！」

「それは、つまりその時刻に《知恵の実》が使われた、という事ではなく、その時刻に犯人は願いが叶かなったと思った、という事ですね？」

「はい！」

「……ではその前三十分以内では、何回使われていますか？」

「え？　はい」マニュアルをめくり、「二回、だけです」

「……」沈黙する舞原妹。

「十八時四十八分、か」コウは新聞を取り寄せた。

「えーと、昨日、何か事件あったかな？　アトリ、……どんな事件が起きたのか、分かるか？　何か前、アストラがどーとか言ってたじゃん」

「アストラル体、ですか？」

「そうそれ」

　アストラル体、それは肉体という制限から解き放たれたアトリのもう一つの姿──らしい。言わば『精神体』であるその状態の時、アトリは悪あく魔まとして様さま々ざまな能力──『魔ま力りよく』が使える。例えば念ねん力りき、透とう視し、瞬しゆん間かん移動なんて基本から、人間を『魂』に変える事まで。《契約完了魔力》を感知した場合、悪あく魔まはまずアストラル体を使って状況をある程度下した調しらべし、その後、自らをマテリアル体──即すなわち肉体に封ふう印いんして人間との知恵比くらべに挑む。その知恵比べに勝てれば封印は解けアストラル体に復帰、相手の魂たましいをいただける──という段取りだったはずだが……。

「……そのアストラル体とやらで、下調べしてるんだろ？」

「……あの、アストラル体は……その」

　言いよどむアトリ。

「何」

「今回から、使えなくなりました」

「なンで？」

「……秘密です」

　……えーと。

「はっはっは」笑って受け流す。

「んじゃ仕方ない」

「あ、でも、場所なら分かります」

「……そっか。それだけでも助かるな。じゃあそこから始めよう。まずはその時刻、そこでどんな事件が起きたか調べて」

「その必要はありません」

　舞まい原ばる妹いもうとの言葉に、注目する一同。

「……なンで？」

「心当たりがあります」

　舞原妹──お嬢じよう、姫ひめさん、時に巫み女こさんとも呼ばれる独特の雰ふん囲い気きを持つ少女は、厳おごそかに告げた。

「昨日のその時刻、舞原邸で不ふ可か解かいな盗とう難なん事件が起きました。状況があまりに不可解なので、おそらく《知恵の実》が使われたのだろうと思っていたのです。……予よ断だんですが、そう考えて差し支えないでしょう、犯人の望みは」

　感情を湛たたえぬ瞳が、わずかに大きく開かれる。

「姉からおもちゃを盗む事。そしてその《インヴィジブルエア》を使って、昨日望みを叶かなえたようです」

　何だよ、舞原の姫さん絡みか。

　真ま嶋じまが口を開く。

「……でもそんな事件、新聞に載ってなかったけど」

「《外》には知らせていません。《知恵の実》が関かかわっているのなら、警察は邪じや魔まになるだけですから」

　そんな台詞せりふを真ま顔がおで言える、舞原家は、それだけの力を持っている。

　コウは頭を搔かいた。

「ま、それなら話は早いな。……どう？　《インヴィジブルエア》の能力聞いて、犯人分かったり、思い当たったりしない？　だったら簡単なんだけど」

「……残念ですが」

　あーそう。

「……聞かせてくれ、事件の事」

　そして舞まい原ばる妹いもうとは話し始めた。それは確かに、不可解な事件だった。
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　事の始まりは春休み、姉のサクラと一緒に遊びに行ったイタリアの別荘地で、朝あさ比ひ奈な大だい元げんという日本人彫ちよう刻こく家と知り合った事だった。それなりに名を売った芸術家らしいが、少なくともイハナは覚えがない。彫刻に興味も無いが。だが、髪をドイツ国旗の三色に塗り分け、ゴーグルに迷めい彩さいオールオーバーというイハナの美意識では到とう底てい認められない四十四歳のその芸術家と、どういうわけかサクラがすっかり意気投とう合ごうしてしまったのである。

　サクラは彼の創つくった彫ちよう像ぞうを全すべて買うと言い出した。

　八千万で。

　イハナは言った。

「……サクラ、いえ、姉さん、いいですか？　それだけのお金を使っていいのは日ひ炉ろ理り坂ざかの中だけです。日炉理坂の外で八千万、というのは、ちょっとした買い物と言うにはあまりに巨きよ額がく過ぎます」

「分かってるよぅ」舞原家の次期党とう首しゆは鷹おう揚ように応こたえた。

「だからね、いい事考えたの」

　……いい事？

　日ひ頃ごろからこの姉の事を大事に思い、その精神状態を疑った事など一度も無かった（少なくとも表面的には）イハナだったが、その『いい事』について聞いた時は流石さすがに言わずにはいられなかった。

　だから言った。

「……正気ですか？」

「何でよ。いい考えじゃん」

「……八千万というお金を使う為ために、一人の人間を日炉理坂に移住させろというのですか？」

「うん！」

　例え目の前が真っ暗になったとしても、それを表に出すイハナではない。

　サクラは普段は金持ち面づらしてお金を使うの嫌がるくせに、使う時にはまさしく惜しみなく使う。今回も考えを改めたりはしないだろう。前向きに。イハナはリサーチ部にシミュレーションを行わせた。ここで八千万を費やすのと、芸術家とその家族の人生を狂わせるのと、どちらが安上がりか。日ひ炉ろ理り坂ざかの中でなら、支払った八千万の内うち約七十五パーセントが戻ってくる。そういうシステムが確立されている。イハナから見れば何の価値も無い『芸術品』に、大たい金きんを出すぐらいなら──。

　リサーチ部の結論は、その芸術家を日炉理坂に移住させた方が安上がり、との事だった。

　結局、人の人生などその程度のものだ。

　最後に、イハナは姉に尋たずねた。

「その芸術家は、日本に住みたがっているのですか？」

「どうだろう」あっけらかんと答えるサクラ。「……でも日炉理坂よりいいところが、この世界にあると思う？」

　郷きよう土ど愛あいに満ち溢あふれた姉の言葉にイハナは決意、シミュレーション『ハーヴェスト』は決行された。イハナの春休みは、ほとんどがこれに費やされたようなものだった。その甲か斐いあって、二週間後にはもう、朝あさ比ひ奈な大だい元げんはすっかり日本に移住したい、それも是ぜ非ひとも！　という気分になっていた。元々は日本人、親子ともども日本語は達たつ者しや、問題は無い。三日後には住居も揃そろい、朝比奈一族（二人だけ）は日炉理坂に移住して来て、全ぜん三十九体中ちゆう三十八体の彫ちよう像ぞうが舞まい原ばるサクラのものになった。

　一体を除いて。

　その一体は『思い入れのある一品』の為ため、別れを惜しませて欲しい、と頼まれたのである。ちなみにこれは本ほん筋すじとは関係ないが、後日イハナが現金八千万を持って朝比奈のアトリエを訪れると、朝比奈大元は八百万でいいよと言った。自分の彫像に八千万もの価値はない事を、自分で承知していたらしい。なのに何な故ぜ八千万も吹っかけたかと言うと、その『思い入れのある一品』を売りたくなくてサクラに諦あきらめさせる為だったとか。ところが平然と八千万払うと答えたので、考えをあらためたのだと言う。芸術品は保存が要かなめ、貧乏でろくなメンテも出来ない自分のアトリエに置いておくより、大事にしてくれる金持ちに預けた方がいいに決まっている。だから売る気になったのだ、とか。だから八百万でいい、なんて──。

　胸のうちにどんな思いが渦巻いたとしても、それを表に出すイハナではなかった。ましてや「最初っからそう言えや！」なんて詰め寄ったりするはずもない。勿もち論ろんイハナは八千万をそのまま置いてきたりはせず、七二〇〇万マイナス諸しよ税ぜい分ぶんを持って帰った。金は力なり。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　そこまでして売るのを惜しみ、別れるのを惜しんだ『思い入れのある一品』、それこそが《マリア・ドール》──。

「……それが昨日、盗まれた？」

　コウの問いに、頷うなずく舞まい原ばる妹いもうと。

「昨日、ようやく《マリア・ドール》は朝あさ比ひ奈な大だい元げんのアトリエから舞原邸に移されました。……正確には、移されるはずだった」

「……て事は、つまり」

「私は立ち会いませんでしたが、私の部下が確認しています。《マリア・ドール》は確かに特製のケースに収められ、運うん搬ぱん用の大型トラックに積まれ、鍵かぎで固定されました。付き添いたい、という朝比奈大元の娘の要望で、彼女も共にコンテナに乗り込み、外から南なん京きん錠じようをかけられ、運搬車は出発しました。それから舞原邸に着くまで、一度も鍵は開けられていません。それは、後ろから車で付き添っていた私の部下が確認しています。にも関かかわらず、舞原邸に着いた時」

「……《マリア・ドール》はそこに無かった」

　頷うなずく舞原妹。

「そう、《マリア・ドール》はそこにはありませんでした。ケースの中に収められていたのは、彫ちよう刻こく用の大だい理り石せきの柱が一柱。まるで《マリア・ドール》と取り替えられたかのように」

「待ってよ」真ま嶋じまも口を挟む。「その話だと、もしかして」

「はい」再度頷く。朝比奈大元の娘、朝比奈菜な々な那なも消えました。現在も行方ゆくえ不明です。ついでに言えば、《マリア・ドール》は朝比奈菜々那の母親をモデルにした聖せい母ぼ像ぞう、です」

「……最有力候こう補ほ、ってか？」

「ぱっと見には、そうです。……ですが、どうも腑ふに落ちません。《インヴィジブルエア》で透明になれるのなら、わざわざ頼んで乗らなくても、透明になってこっそり乗ればいいわけですから。《インヴィジブルエア》の能力を考えれば、今回はまさに『姿を隠かくしている奴やつ』こそ犯人である可能性が高いでしょう」

「つー事は」

「朝比奈菜々那は共犯者か、……あるいは犯人に拘こう束そくされているのかもしれません」

「それって……」

「事態は急を要してきたな」

　コウは腕を組んだ。しかもこれは、と耳たぶを触さわる。

　念の為ため、聞く。

「お嬢じよう、そのアトリエから舞原邸までは、およそ三十分以内？」

「はい」

　アトリエの方を向く。

「さっき、お嬢が聞いた──その三十分以内じゃ、二回しか使われていないってのは間違いない？」

「勿もち論ろんです！」

「……だとすると、かなりおかしな事になるなぁ」

「そう、おかしな事になります」ちっともおかしな事なんかなさそうなトーンの舞まい原ばる妹いもうと。

　不思議そうに尋たずねる真ま嶋じま。

「おかしな、って、何が？　一回でその、ななな？　さんを消して、一回で《マリア・ドール》を消せばちょうど──」

「だとしたら、車の中に残っていた大だい理り石せき柱ちゆうは最初から消えてなかった事になる」

「……？」

「消してあった大理石柱を元に戻したのなら、人か彫ちよう像ぞう、どちらかを消せない。どういう事だ？　犯人は三回目を、《インヴィジブルエア》を使わないで消したってのか？」

　そんなバカな。

「それが今回の事件の、最大のトリックでしょうね」

「……」

　日ひ奈なが生きていればなぁ、とコウは思った。あいつなら大喜びして、こんな謎なぞ簡単に解いてくれるだろうに。でも日奈はいない。この謎は、

　自分で解かなければならない。

　コウは暗あん澹たんたる気持ちになった。

　最初っから、

　つまずきたくはないなぁ。
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　しばらくの沈黙の後、舞原妹が口を開いた。

「では、これからの予定ですが……何かありますか」

「何も思いつかないよハナちゃん」

　コウは後ろに倒れ込んだ。

「……やっぱ、小鳥遊たかなしの助けが要るかな」

「大丈夫です！　コウさんならきっと！」

「……ありがと。根こん拠きよがあればもっと嬉うれしい」

「……とにかく、動けるだけは動きましょう。何しろ《インヴィジブルエア》、容よう疑ぎ者しやになり得る人間はたくさんいますが、私なりに、怪しいところから絞ってみました」

「ホント？」起き上がる。

「やはり──こう言うのも変ですが──一番現実的なのは、コンテナの中にあらかじめ大理石柱を透明にして積んでおいた、というトリックでしょう。コンテナの中で、透明にしてあった大理石柱を元に戻し、《マリア・ドール》を透明にして入れ替える」

「それで二回。娘はどうやって消えたんだ？」

「あの運うん搬ぱん車は、コンテナから運転席に入れます。通信器で連絡もできます。つまり大だい理り石せき柱ちゆうと《マリア・ドール》を入れ替えた後、大だい元げんの娘は運転席に入り、その後の混乱に乗じて姿を消した。あるいは運転席からコンテナに進入、大元の娘を拉ら致ちしたか──どちらにせよ、不可能ではないでしょう。そこで第一の容よう疑ぎ者しや、運搬車の運転手の登場です」

「成なる程ほど」

「次に、これ以外のトリックを使っている場合。今のところ思いつきませんが、別のトリックの可能性は当然あります。……その場合、まず考えられる事は『積まれたのは《マリア・ドール》ではなかった』という事」

「でもそれは、お嬢じようの部下が確認したんだろ？」

「確認と言っても視し認にんです。また、今回の犯罪が《インヴィジブルエア》を手に入れた事による突発的なものか、長年計画していてついに実行したものかも分かりません。もしかしたら、積み込まれたのは時間をかけて精せい巧こうに複製した贋にせ物もので、一いつ見けん大理石に見えても火をつければ簡単に燃え尽きるような代しろ物ものだったのかもしれません。つまり透明の大理石柱を積み込んでおき、贋物の《マリア・ドール》を処分した後入れ替え、その後ご大元の娘を消した。これで二回。勿もち論ろん他にも考えられますが──」

「とにかくその場合、怪しいのは」

「そう、二人目の容疑者、梱こん包ぽう者の登場です。プロの梱包者が贋物の《マリア・ドール》に気づかなかった、とは考えにくいですから。……この場合も、やはり大元の娘は共犯者になりますね。勿論、彼女一人で重い大理石像を動かせるとは考えにくいですし、他にも姿を見せてない共犯者がいる可能性は大ですが、やはり朝あさ比ひ奈な菜な々な那なは怪しい」

「じゃあ三番目の容疑者は」

「朝比奈菜々那とその父大だい元げん、という事になります。《マリア・ドール》は『思い入れのある一品』という、一番分かりやすい動機も持っていますし」

「……そうだな」

「勿論その三人──四人が全員共きよう犯はんという可能性もありますし、他に犯人がいる可能性も捨てられません《インヴィジブルエア》の能力を考えれば。しかしとっかかりが無い以上、そこから始めるべきでしょう」

「さすがハナちゃん」コウは手を叩たたいた。

「助かるよ、うん。本当に」

「確かに」と真ま嶋じま。何だか悔しそうに、「……すごい」

「……この事件そのものは、たいしたものではありません。《マリア・ドール》は、例え透明だとしても、朝比奈のアトリエ、舞まい原ばる邸ていのどこか、あるいは運搬トラックの周辺にある事は間違いありません。あれだけ大きく重い物を、《跡あと》を残さず運搬できるとは思えません。特にこの、日ひ炉ろ理り坂ざかでは。

《マリア・ドール》が見つかるのは──例え透明でも──時間の問題でしょう。

　しかし、犯人に限っては……そうではありません。透明になれる人間を捕まえるのは簡単ではない。しかも犯罪の性質上、犯人は一人以上の可能性大。……しかし私達は、犯人を捕まえなければならない。自ら危険に踏み込まなければならない。《マリア・ドール》が透明のままでは意味が無いですし、──コウの目的の為ためにも」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、巫み女こさんは厳おごそかに告げた。

「覚かく悟ごが、必要です」

「……じゃあ、まずはどうする？」

「まず、私の家に行きましょう」

　舞まい原ばる妹いもうとが立ち上がった。

「そこで装備を整え、お二人は運うん搬ぱんルートを辿たどって朝あさ比ひ奈なのアトリエに向かって下さい。その後、容よう疑ぎ者しやと話してみて下さい。容疑者はアトリエに集めてあります」

「……お二人って、姫ひめさんは？」

「私は科学的な検けん証しようの方に回ります」

　え～っ、とコウは悲鳴を上げた。

「ハナちゃんがいないと、心細いなぁ」

「……悪かったわね、頼りなくて」

「……いえ別に、そういうわけじゃないんですけど」

「大丈夫です！」アトリが元気な声を上げた。

「あたしがついてます！」

「お二人、と言ったはずです」

　感情を含まない冷たい声せい調ちように、怯おびえたように舞原妹を見るアトリ。

「……え？」

「アトリ、あなたはここで留る守す番ばんです」

　えっ、ええっ、と泣きそうな表情になる。

「な、な、なぜ、なんで、どーしてですか？　あたしだって、なんかの役に立ちますよ！」

　舞原妹は黙ってアトリを凝ぎよう視しした。

「……な、何ですか？」

「……役に立つかは別として、アトリ、あなたは……コウの妹が成長した姿をしている、そうですね？」

「はい！　完かん璧ぺきにシミュレートしたつもりです！」

「そしてコウの妹は、現在行方ゆくえ不明になっている」

「はい、そうみたいですけど……」

「そんな状況であなたが出歩くのは、問題があると思いませんか？」

「……問題、ですか？　……えと、何でしょう……」

　考え込むアトリ。舞まい原ばる妹いもうとはため息をついた、ようにコウには見えた。

「……いいですか？　アトリ、あなたは──当たり前ですが──コウに似すぎているんです。あなたが出歩けば、必ず勘かん違ちがいする人間が出てきます。あなたがコウの妹で、──八年間行方ゆくえ不明だった子が、ついに見つかったんじゃないか、と」

「あたしがですか？　そんな」

「現に先日の事件で、問題になっているのです」

「そうなんですか？」

「そうなの？」

　アトリと真ま嶋じまの視線に、コウは頷うなずいた。どうやら前回、結けつ構こう目もく撃げきされていたらしい。有あり難がたい事に、コウの消えた妹、堂どう島じま亜あ鳥とりを覚えていた人間が大おお勢ぜいいたのだ。コウや父のところにも、警察が来た。小鳥遊たかなしのところにも。

「また今回も目撃されて、騒ぎをさらに大きくするわけにはいきません。対応策は一応、考えてありますが──今回は、我慢して下さい」

「でも、でも、でも、でも！」

　うるうるうると、今にも泣きそうに潤うるんだ瞳。

　あー、ったく、仕方ないなぁ。

「……それにな、アトリ」

　よしよしと、少女の頭を撫なでる。優しく撫で、興味がこちらに向いたところで抱き寄せる。「ちょっと！」真嶋の声を無視し、アトリを抱き締めると、コウはそっと、その耳に囁ささやきかけた。

「……お前に、やって欲しい事があるんだ」

「な、何でしょう」

　顔を真っ赤にして俯うつむくアトリの頰ほおにそっと右手のひらを当て、自分の瞳を見つめさせる。鼻が触れ合うほどの、距離で、息を抜くように、

「犯人を……見張っていて欲しい」

「みは……って？」

「そのマニュアルを使えば、犯人が《知恵の実》を使った時は分かるんだろう？　だからアトリ、お前はそのマニュアルを見張っていて、敵が《インヴィジブルエア》を使ったらすぐに教えて欲しいんだ。何しろ透明になれる敵だ、お前が教えてくれなければ、俺達は敵に気づく事さえ出来ない、だろ？　だから、……俺がお前にプレゼントしたこの携帯で、助けて欲しいんだ」

　正確には舞原妹が全員に配ったものだが、この際それは些さ細さいな問題である。真嶋の白い視線も「変へん態たい」という呟つぶやき声もものともせず、コウは少女に熱い眼まな差ざしを送り続けた。

　熱い、口調で、

「やって、くれる？」

「はい……」

　つられて熱い口調で答え、アトリはぶるぶる頭をふって身体からだを離した。真ま嶋じまと舞まい原ばる妹いもうとに照れた笑いを振りまいて、

「分かりました！　任せてください！」

　と胸を張る。

「本当に？」

「大丈夫です！　もう片かた時ときも目を離さずに張り付いて、《インヴィジブルエア》が使われたらすぐに連絡してみせます！」

「よし、えらいぞ」

　頭をくしゃくしゃ撫なでてやる。

「……そうと決まれば時は金ナリ、早さつ速そく行動に移ろう。……何スか先せん輩ぱいその目は」

「変へん態たい、たらし、ロリコン……」

「だって可愛かわいいんだもん。……勿もち論ろん、先輩も可愛いデスけど」

「わっ何？　やっ、馬ば鹿か変態、顔かお近づけるな！」

　どん！

「きゃあ？」

「わぁ？」

　突然、急きゆう激げきに接近して来た真嶋の顔に、コウは狼ろう狽ばいして顔を離した。コウの顔がたちまち真っ赤に染まるのを、呆ぼう然ぜんと見ている真嶋の視線。うわ、畜ちく生しよう。

「馬鹿やってないで、さっさと出かけましょう」

　後ろから真嶋を押した舞原妹が、冷めた口調で促す。コウは真嶋の視線を避けて、舞原妹を睨にらみつけた。まだ胸の動どう悸きが収まらない。……あ、なんか笑ってるっぽい、鉄てつ面めん皮ぴのくせにこういう時だけ。……ああ畜生、先輩まで。コウは腹立ちを見せまいとさっさと部屋を出て行った。アトリがなんか言ったようだが聞いていなかった。ああ畜生、と胸に呟つぶやく。

　分かってる。

　まだ本調子じゃないだけさ。
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「あ────────っ！」

　舞原邸に向かうタクシーの中で、コウは大きく声を張り上げた。

「悪いっ！　運転手さん、戻って下さい！」

　ちなみにこのタクシー、実はタクシーに見せかけた舞まい原ばる家の自家用車だったりする。お金持ちに見られたがらない舞原姉あねの為ためにタクシーに偽ぎ装そうしてあるのだが、日ひ炉ろ理り坂ざかの人間はみんなその事を知っている。……舞原姉を除いて。

「何よ、どうしたの？」

「何か忘れ物ですか？」

「ＴシャツだよＴシャツ！　みんなあれを着てない！」

　真ま嶋じまと舞原妹は顔を見合わせた。運転手に同時に言う。

「……行っちゃって下さい」

「何でだよ～？」

　アトリ並みにふくれっツレるコウの機き嫌げんも知らぬげに、車は颯さつ爽そうと走っていった。







間奏／《インヴィジブルエア》







　……それはちょっと悲しい、恋人達の物語。
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　あるところに、とても『醜みにくい』男がいた。

　優しい心と優しい声、優しい目をした気立てのいい男だったが、それらの全すべてを台だい無なしにして余りあるほど醜い顔をしていた。いや、醜いなんて生ぬるい、その顔は正に人類という種への冒ぼう瀆とく。

　人とは、かくも醜くなれるものなのか？

　いやまさか──というわけで、村人は彼を人と認めず、村の外れに押し隠かくして『飼かって』いた。そしてその待たい遇ぐうに、彼自身も異い存ぞんはなかった。彼は何よりも子供の泣き声に心を引き裂かれたが、多くの場合、彼の顔こそ子供の泣き声の原因だったからである。だから彼は村の外れの暗がりで、朝起きては夜を待ち、夜が来れば頭こうべを垂れ、神の言葉を待つのだった。何な故ぜ神は、俺にこんな顔をお与えになったのか？　そして何故、神は人に自殺を禁じられたのか？　彼は醜い顔をしていたが、神を憎んではいなかった。その御み心こころを信じ、いつか答えを知る日が来る事を信じていた。だから彼は冬を耐えるように一日を耐え、春を待つように明日を待った。『いつかきっと』と期待して。

　そして『その日』は訪れた。

『その日』、彼は鶏とりの鬨ときではなく人の悲鳴で目を覚ました。慌あわてて外に押し出た彼が目にしたのは、まだ暗い空を染める炎と肉の焦こげる甘い煙、数々の村人の死体は鮮せん血けつに沈み、所々で血に濡ぬれた剣を掲げる兵隊と、──兵隊に囲まれた村長の娘。

　その顔を血で真っ赤に濡らし、少女は再び悲鳴を上げた。彼を目覚めさせたその声に、彼は瞬しゆん時じに状況を悟った。

　戦争だ。

　戦争が来たのだ。

　たとえ隔かく絶ぜつされていても見えるものは見え、聞けるものは聞ける。彼は村が戦争に巻き込まれそうな事を理解していた。警告もした。だからその時も、すぐに状況を理解できた。……そう、ついに戦争に巻き込まれたのだ。そして美しい村長の娘は、貢みつぎ物ものにされるのだ、これから──彼はその醜みにくい顔を怒りと勇気に紅こう潮ちようさせ、たいまつを掲げて兵隊の群れに飛び込んでいった。

　まだほの暗い朝の闇やみを、雄お叫たけび上げて突進してくるたいまつの炎に隈くま取どられた醜い顔。

　兵達は動どう揺ようし、その隙すきに醜い男は村長の娘を救出して逃げ出す事に成功した。

　勿もち論ろん兵達は彼を追いかけた。だが鋭い剣も矢も、彼の醜い顔を更に醜くしただけだった。さらに言えば兵達は、彼を本気で捕まえようとはしなかった。こんな醜い人間がこの世にいるとは思えなかった兵達は、彼を超ちよう常じようの怪物だと思ったのである。そんな醜い怪物と、一いつ体たい誰が戦いたがる？　だから兵達は醜い男を本気では追いかけず、程ほど々ほどのところで命令を果たして退たい散さんし、男は助かったのだった。

　そうか、と醜い男は思った。

　そうか、だから俺はこんな顔して、今日まで生きてきたのか──。

　彼女を助ける事ができた──逃げ落ちた谷の洞どう窟くつの中で、傷と出血に塗まみれた男の全身は、喜びの感情に溢あふれ震えた。まるで雷にでも打たれたかのような鳥とり肌はだ立ったその強烈な喜びは、助け出した村長の娘の目が潰つぶされているのに気づいた時も少しも薄まりはしなかった。

　いや、むしろいや増した。

　良かった、と。

（ああ俺は喜んでいる、彼女の目が潰されて俺の顔を見られぬ事を──）




　醜みにくい男の喜びは一瞬で醒さめた。




　俺は……なんて、なんという……。




　そうか、と彼は悟った。そうか、そうだったのか。俺の顔が醜いのは、なんてことない、俺の心をそのまま映しただけだったのだ。俺が今日まで生きていたのは、真に醜い心への、単なる罰に過ぎなかったのだ。醜い男は泣いた。幼い子供をその醜い顔で泣かしてしまった後のように。醜い男はしばらく泣いた。今や目の見えない少女が、状況の分からぬままにようやく彼を探し当て、その背中をそっと優しく叩たたくまで。醜い男は泣いた。泣いて、涙を流し尽くした時、その背中に温かさを感じ、少女が自分を慰なぐさめようとしてくれているのを知った。

　そして。

　醜い男は普段なら決してしない事をした。

　美しい少女の可か憐れんな手を、醜い腕に握ったのだ。

　驚く少女の小さな手を、強く、しかし優しく醜い手の内に包み込み、醜い男は言った。

「俺は誓う、あなたの瞳に再び光を取り戻す事を。俺は誓う、あなたがその目でいつか必ず、見たいものを見られるようになる事を。俺は誓う、もしこの誓い破るる事あらば、悪魔よ、その巨大な顎あごで俺の魂をヴァリヴァリ食らってしまうがいい」

　誓いの言葉は、長く苦しい旅の始まりを告げるものだった。
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　苦く難なんの旅の末、醜い男はついに万能の力を持つ魔ま女じよを探し出した。魔女は醜い男を気に入り、村長の娘の潰つぶれた目を癒いやす薬を調合してくれた。

「ねぇ、君は何を見たい？」

　醜い男は、目に薬を塗り包ほう帯たいを巻いてやりながら、村長の娘に尋たずねた。

「明日、君の目は再び開く。暗くら闇やみから解き放たれた時、君はまず、何を見たい？　俺はそれを取って来て、君の枕まくら元もとに置いておこう」

「……本当に？」

「約束する」

「なら、あたしは」十年の旅を経へ、もはや少女ではない女は答えた。「あなたの顔を見たい」もはや少女ではない、愛する事を知った女は言った。「だからお願い、あたしの目が開く時、あたしの傍そばにいて。あたしを置いていかないで」

　女は男の考えを、見抜いていたのだ。

　……男は、頷うなずくしかなかった。

　その夜、男は魔ま女じよを訪ねた。そして頼んだ。

「俺の姿を消して欲しい。俺は、まるで空気のように透明になりたい」

「……何な故ぜ、そんな事を望む？」

「俺は彼女に約束した。彼女の目が開く時、傍そばにいると。だが俺はどうしても、この醜みにくい姿を彼女に見せたくないのだ」

　魔女は言った。

「彼女はお前を愛している。お前がどんなに醜くても、彼女はお前を受け入れるさ」

　少年でない男は笑った。

「……彼女は、……少なくとも頭では、俺を愛そうとするだろう。だが、身体からだには鳥とり肌はだが立つ。心では俺を愛せても、身体は──その目は俺に苦しむ。俺の醜い姿に、それを愛さなければならない事に苦しむ。……俺は彼女を、そんな、頭と身体の狭はざ間まで苦しめたくないのだ」

「ならば」と魔女は取り成すように言った。

「私の魔法で、お前の顔を絶ぜつ世せいの美男子に創つくり変えてやる、というのはどうだ？」

「ダメだ」男は再度笑った。「どれほど醜くても、俺の顔はこれだ。透明にするのでさえ酷ひどい裏切りなのに、創つくり変えるなんてあまりに惨ひどすぎる。俺の顔を俺が認めてやらなかったら、一体誰だれが認めてくれる？」

　もはや言葉はなく、魔女は彼の頼み通り、姿を透明にする薬を調合した。薬を使い、透明になって、男は帰っていった。

　透明になった男を目にし、女が何と言ったか、魔女は知らない。

　二人は夫婦となり、魔女の住む山の麓ふもとに居を構えた。

　一年が経過した、ある日の事だった。

　久しぶりに家に戻った魔女を、女が訪ねて来たのだ。

　女は魔女に、言った。

「彼の姿を、戻す薬が欲しいのです」

　魔女は尋たずねた。

「君は彼を愛しているか？」

「はい」

「ならば彼の姿を見ようなどと思うな。それが彼の望みなのだから」

「彼の気持ちは分かっています。でも私は見なければならないのです、彼の姿を」

「何な故ぜ？」

「彼の姿が見えない、だから彼を愛し続けていられる──そんなの、真実の愛と言えるでしょうか。私の気持ちは、彼が醜いというだけで冷めてしまう程度のものなのでしょうか」

「……」

「私は、自分の真実を知りたい。知らねばならない。本当に彼を愛しているのか、それともただ一緒にいるだけなのか……。私は、真実の彼を受け入れたい、そして自分の真実を、受け入れなければならない」

　魔ま女じよはもはや言葉もなく、女に薬を渡した。

　女が薬を使ったのか、魔女は知らない。

　それから三カ月後、二人の住居を訪れたが何も変わりはなく、男は透明のままで二人は仲なか睦むつまじかった。彼女は果たして、あの薬を男が寝ている時にでもこっそり使い、その後あと透明に戻したのか？　それともまだ、真実の姿を見る事を躊ちゆう躇ちよしているのか？　興味はあったが、聞けなかった。それは他人が聞いていい事ではないような気がした。だから魔女は二人が変わりない事に満足して、その場を辞じさねばならなかった。

　それから魔女は、そのまま旅に出、

　それから二カ月後、使い魔まの知らせにより男が絶ぜつ命めいした事を知る。

　魔女は慌あわてて、二人の家に行った。が、家の中には誰もおらず──男の死体も女の姿もなく、ただ食卓の上、いつも魔女が座る場所に手紙が置いてあるだけだった。

　手紙には、ただこれだけ書かれていた。




　この家を、全すべて燃やして下さい。




　魔女は家中に油を撒まき、魔法の炎を放った。青い炎が二人の家を包み込むのを見届け、すぐにその場を去った。その場にいるつもりはなかった。その場にいれば恐らく、魔女は肉の焼ける臭いを嗅かいだだろうし、そんな臭い（しかも二人分！）なんて嗅ぎたくなかったから。

　何があったのだろう、

　魔女には知る術すべはなかった。

　だが、これだけは分かる。彼女が二人の為ために調合した、物体を透明に変えそしてそれを元に戻す薬、は、もはや魔女の物ではない。三日後、炎が消えた後再びそこを訪れ、自分の作った薬がどこにも見つからなかった時、魔女は悟った。あの薬はもはや魔女の物ではない。二人の想いと魂の込められた、それは、もはや魔女の物ではない。それは今や──。

　……こうして、シリアルナンバ・三七一、《インヴィジブルエア》は誕生した。それは。







　……ちょっとだけ悲しい、恋人達の物語──。







第二消／次に、犯人
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「朝あさ比ひ奈な菜な々な那なって、うちの生徒なの？」

　タクシーの中。

　真ま嶋じまの問いに、コウは書類（舞まい原ばる妹いもうとから渡された事件の関係資料）から顔を上げ真嶋を見た。が、真嶋は窓から外を見ている。

　コウは書類に顔を戻した。声だけ返す。

「はい。……いや、知ってるのは顔だけスけど」

「なんで」

「ヒナつながりで。……冗じよう談だんスよ。今年の新入生なんですけど、《部長》に頼まれてたんです。こういう生徒が入学してきたから、見つけたらみークルに勧かん誘ゆうして欲しいって」

「……なんで？」

「なんかナナナって名前と、真っ赤な赤あか毛げに興味があるみたいです。ああこのナナナって子、赤毛だそうです。何でも日にち伊い合がつ作さくとかで」

　二人は今、舞原邸から朝比奈大だい元げんのアトリエを目指していた。舞原妹は別べつ行動、二人は一緒に、なのだが、二人とも離れて座っていた。真嶋は窓の外を眺ながめている。運うん搬ぱん経路に怪しいところが無いか調べる、というのは名めい目もくで、真嶋は明らかにコウを意識して気き詰づまりなようだ。いつものコウなら女性をそんな気分にさせたままにはしておかないのだが、今日は何だか疲れていて、自分から積極的に動こう、という気にはなれなかった。

　視線を向こうに向けたまま、真嶋が話し掛けてくる。

「三み束つか君って、考えてるんだか考えてないんだか分からない人だよね」

「いやあれは考えてませんよ考えてるように見えたとしたら、それは見かけだけですよ」

　三束元もと生なり、それが《部長》の本名である。しかし彼は本名で呼ばれる事を嫌い、生徒は勿もち論ろん先生にも《部長》で通している。

「アレに期待しちゃいけません」

「期待はしていないけど」

　沈黙。

　……ふぅ。

　コウは伸びをし、書類を膝ひざに伏せた。

「この事件、どう思います？」

「訳わけ分かんない。あたし馬鹿だし」

「犯人は誰でしょうね」

「さぁ」

「ナナナって子じゃないといいなぁ。結けつ構こう可愛かわいい子みたいだし」

「そうね」

「トリックも不思議スよね。どういう仕組みだと思います？」

「さぁ」

「何で大だい理り石せきの柱なんか残したのか……いや、そもそも何な故ぜ、ナナナって子まで消えたの」

　バン、とドアを叩たたく音。

「……先せん輩ぱい？」

「分からないってば！」真ま嶋じまは叫んだ。

「あたし馬鹿なの！　何も、何も分からないの！　……あたしは日奈サンじゃないんだから！」

　あうち。

　コウを睨にらみつけ、……視線を逸そらし、窓の外に視線を戻して、しばらくして真嶋は言い添えた。

「……体力だけは、ちょっと自信あるから。……その時は、頼って」

「……あの、先輩」

「何？」

「膝ひざ枕まくら、してくれません？」

　……真嶋はジト目でコウを睨んだ。

「……イヤ、ダメ、絶対にノウ」

「おかしいな」頭を捻ひねるコウ。「一ひと頃ころは年上キラーとしてその名を馳はせた俺なんですが」

「年下、じゃないの？」

「そっちのカバーは最近です」

「だいたい年上っても、一歳……二歳違いでしょ？　そんなの」

「あれ？　俺の誕生日知ってるんですか？」

「……別に」

「そうか、葉は切ぎりだな。……あいつ、何か失礼してません？」

　真嶋はため息をついた。首を振り、

「今日も付け回されてた。迷めい惑わくだし、あたしはもう大丈夫だからいい加か減げんやめさせて」

「……カウンセラー、通ってます？　俺は最近サボってんスけど」

　前回の事件のせいで、二人は学校からカウンセリングを《強要》されている。

「……行ってない」

「でも来月、新しいカウンセラーが来るそうです。男と女、一人ずつ。教頭から、ちゃんと通えって言われました。あんなもん通ったって、恋人に死なれた傷が癒いやせるはずも無いのに。先せん輩ぱいだってそうでしょう？　脅きよう迫はくされた記憶は、何したって消せはしない」

「そうね」

「悪あく夢むとか、見ます？」

「……どうでもいいでしょ？」

「いや、それがね、……そうだ、ちょっと聞いてくれます？　これ」

「何？」

「えーと」書類をめくる音。

「あった。……この書類、《ピンホールショット》の調査記録、の経過報告なんです。姫ひめさん、色んな事やってくれてるなぁ」

「……あたしにはできない事ばかり」

「……でね、ま、結局何も解かい明めいできてないみたいなんですけど、一つ、怖い推すい論ろんが提出されているんですよ」

「どんな？」

「実はですね、《ザ・ブルマ》が使っていた時の《ピンホールショット》は、フィルムを入れなければ写真を写せなかったようなんです」

　真ま嶋じまは顔を上げ、コウを見た。

「……どういうこと？」

「今の《ピンホールショット》は、まさに魔法のカメラ、フィルムを入れずとも写真を写せます。高たか久くが使っていた時からそうだったようで、高久の部屋にはフィルムを買って持っていた痕こん跡せきが一切ありません。でも、高久の前の持ち主──《ザ・ブルマ》の部屋からは、たくさんのポラロイド用フィルムが見つかっているんです。《ピンホールショット》に使ったものかどうかは今となっては判別できず、もはや推論しかできませんが、ひょっとしたら《ザ・ブルマ》が使っていた時の《ピンホールショット》は、フィルムを入れる必要があったのでは、という──」

「それがなんで、いきなり要いらなくなっちゃったの？」

「……想そう像ぞう力りよく、と報告書は推論しています」

「……想像力？」

「《ザ・ブルマ》はカメラの知識を持っていました。だから《ピンホールショット》はフィルム無しでも写真が撮れる、とは考えられず、従って《ピンホールショット》もそういうカメラになった。しかし高久はカメラの知識があまり無く、従ってポラロイド用フィルムの存在を考えず、単純に『魔法のカメラだからフィルムなんて必要ないんだ』と思い込んでしまい、結果として《ピンホールショット》はその通りのカメラ──フィルムの要らない魔法カメラになったのではないか──そう、この報告書は結論しています。今のところ、この推すい論ろんを裏付ける事はできないようですけど、新たな所有者が現れたら、もしかして──」

「……でも、そんな可能性、あるの？」

「サンプルに触れば分かるんですけど、《ピンホールショット》は元々は絵え筆ふでだったんです。それが、代替わりしていくうちにカメラの形になった。そして、『絵筆』を『カメラ』に変えたもの、それこそ『所有者の想像力』ではないか──」

「《知恵の実》は進化する、って事？」

「進化、と言うより変化ですね。でもま、俺がここで言いたいのは」

　コウは真ま嶋じまの目を見つめ、笑った。

「《インヴィジブルエア》を持っている奴やつが、スプレー缶の中にはせいぜい二〇〇ミリリットルのガスしか入ってない、という常識を持ってる奴だといいなぁ、って事──」

「……うわぁ」

「まさに、うわぁ。怖いでしょ？」

「うん」真嶋は微笑ほほえんだ。

「それは確かに怖いなぁ」

　コウも微笑んだ。

　沈黙。

　しばらくして、

「……先せん輩ぱい」

「何」

「……いざって時は──俺を守って下さいね♪」

「うん」真ま面じ目めに答え、すぐに付け足す。

「君には借りがあるからね。借りは返す。必ず」

「先輩」

「ん？」

「……やっぱダメ？」

「何が」

「膝ひざ枕まくら」

「……」

　真嶋は何も言わなかった。その視線は外に戻った。でもちょっとだけ笑ってた。だからちょっと失礼して、コウは膝を拝はい借しやくした。柔らかい膝、温かい膝は、まさに女の子な感じ。

　数分後、

　目的地に着き、二人は車を降りた。




　　　Ⅱ．




　朝あさ比ひ奈な大だい元げんは変人に見えた。何な故ぜなら髪を真っ白に染め、頭とう頂ちよう部ぶだけを赤く染めていたからだ。上半身は裸で、下は赤いふんどし一いつ丁ちよう。勿もち論ろん、外見が変人なだけで、中身は至し極ごく真っ当かもしれない──というコウの期待は、第一声から裏切られた。

「ボクは！」といきなり叫んだのである。

「ボクは、変人だ！　責任能力を持たない社会的不ふ適てき合ごう者だ！」

　はしごの上から叫ぶ半はん裸らの姿は、これ以上なというほどの説得力がある。
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　大元はきっ、とコウを睨にらんだ。

「そうともボクは変へん態たいだ！　この姿を見て分からないかね？　キミ！」

「何となく分かります」仕方なくコウは答えた。正直に。「そうでなければいい、と期待していたのですが」

「ところがキミ、残念ながらそうなのだ！　そしてキミ、それがどういう事か分かるか？」

「どういう事でしょう」

「そういう者との契約は──ママミーヤ！　コレ無効となるのだよ！」

　広いアトリエの真ン中で、大元は彫ちよう像ぞうを彫っていた。裸ら婦ふ像ぞうか？　アトリエの中には、一ひと目めで分かる異い様ような失敗作と失敗かどうか判別しかねる異様な作品と明らかに成功とみなされているらしい異様な失敗作があちこち点在していて、隅のほうにいずれその三つのうちのどれかになるであろう大だい理り石せきの柱が数本立ち並んでいる──多分、《マリア・ドール》の代わりに置いてあったという大理石柱ちゆうと同種の物だろう。

　その近くにリフトが二台。

　あれで柱を運ぶのか？

　周囲では舞まい原ばる家の者らしい黒くろ服ふく達が、様さま々ざまな機材を使ってアトリエの空間内を計測している。

　コウは大だい元げんに近づいていった。

「確か、全ぜん部ぶ舞原家に売ったと聞きましたが」

「ここは舞原家の工こう房ぼうなのだ」

　道どう理りで豪ごう華かなわけだ。

「……えと、何て言いましたっけ？　契約は無効？」

「そうだ。契約は無効、従って《マリア・ドール》が盗まれたとしても、ボクが訴えない限りジケンにはならない！」

「……取り戻したくないのですか？　『思い入れのある一品』を」

　大元は初めて、コウの顔をしっかりと見た。顎あごで彫りかけの彫像を指し、

「今、彫ってる」

　いい答えだ──コウは大元が気に入った。

「……ところでキミは、何者だ？」

　何者かも分からぬ奴やつに、自分が変人である事を告白したのか──コウはますます彼が気に入った。

「いい質問です。……我々は、一いつ体たい何者でしょう」

　これは、大元ではなく真ま嶋じまに言った台詞せりふである。

　仕方なく真嶋は答えた。

「私達は、舞原サンに頼まれて《マリア・ドール》を探してるんです」

「キミは分からないのか！」一いつ喝かつする大元。「ボクは変人だ！　だから契約は無効、《マリア・ドール》はいまだボクの物！　ボクの物をキミが探す必要はない！」

　真嶋はコウを見た。コウも熱い瞳で見つめ返した。真嶋はぎょっとし、目を逸そらした。ぽっと頰ほおが赤くなる。

　コウは口を開いた。

「御ご先せん達ダツ」

「ゴセンダツ？」

「……話して下さいませんか？　消えた《マリア・ドール》の、モデルとなった女性について」

「ナゼ聞きたい」

「スンズツをシルタメに。オタノミします」

「スンズツ……を知る為ためか。スンズツ……お頼みします、か。……そうか、スンズツ……スンズツ……スン」

　はしごから少し降り、そこに腰こし掛かける。ふんどしの前掛けで額ひたいの汗を拭ぬぐうと、大だい元げんはコウを近くに呼んだ。

「スンズツの為なら仕方ない。《マリア・ドール》のモデルの名は、ミリィ・朝あさ比ひ奈な。ボクの妻にしてラッキの母、マーマ・ミリィ。さあ、マーマ・ミリィの何が知りたい？」

「お仕事は？」

「ダンサー」

「年ねん齢れいは？」

「四十二、いや三十八、だったかな？」

　頑がん張ばってるなぁ。

「今どこに？」

「グリーク」

「別れたのはいつ？」

「失礼な。別れてなどいない」

「……最後に会ったのは？」

「十五年、いや十七年前だったか」

　菜な々な那なは新入生、まだ十五歳さい、と、いう事は──。

「娘さんと母親は……どれくらい、一緒に」

「ラッキは四歳まで、ミリィといた。その後は乳う母ばと一緒にボクのところに」

「その後、連絡とかは」

「ラッキはたまに会ってるかもなぁ、よく分からん。ああ、だが毎年絵え葉は書がきが来る」

　ラッキとは、菜な々な那なの事だろう──ラッキー？　はたと思い立ち、コウは叫んだ。

「ナナナって、七七七スリーセブンスか？」

「そうだ」大だい元げんは頷うなずいた。「あの時とき出た七七七スリーセブンが、ボクとミリィを引き合わせ、そしてあの日、ラッキが出来た。菜々那という字は父が選んでくれたものだ。父は日本人で、日本人は家か名めいを重んじる。朝あさ比ひ奈な家はサムライの家か系けいなのだ」

　サムライ・イェー！　とコウは親指を立てた。大元もにやりと親指を立て、それに応こたえた。

「……立ち入った事聞いていいスか？」

「うむ」

「……どうして奥さんと一緒に、暮らしていないんですか？　別れてないなら……」

「やり方が違う。彼女は世界を飛び回り、ボクは世界を掘り下げる。心は二つ、身体からだも二つでその表現手段も違うが、しかし表現したいものは同じだ」

「何です？」

「……才能、だと思う。言葉にすると分からん」

「……娘さんとは、……その、話し合われました？　別居の事。娘さんは、どう考えているのですか？」

「分からん」

　正直な答えだろう。自分は変へん態たいだと自ら吐と露ろする人間がこんな事を誤ご魔ま化かすはずがない。

「シリアスな事聞いていいスか？」

「うむ」

「娘さん、この事件に一枚嚙かんでると思います？」

「イチマイカンデル？」

「犯人だと思いますか？」

「……分からん」

「やってもおかしくない？」

「……それも分からん」

「スリーサイズは？」

「それなら分かる」大だい元げんは頷うなずき、ちっちっちと指を振った。「おっと、その手には乗らんぞ若わか造ぞう。教えてはやれん」

「残念。……何な故ぜ知っているんです？」

「いい事を教えてやろう。骨の仕組みを知らない者に人じん体たいは彫れん。筋肉の形けい貌ぼうを知らない者に肉体は彫れん。血流の経路を知らない者に人間の彫ちよう像ぞうは彫れないのだ。ボクほどにもなれば、そういうものはひと目で分かる。例えばそこのキミ、キミは上から」

「いいです！」

「……それほど娘の身体からだを知っている人間が、娘の心については何も知らない」

「手て厳きびしい」大元は笑った。

「……断言されなくて、……感覚で結けつ構こうです。娘さんがやったと感じますか？」

「……分からん。本当に分からんのだ。アレがアレに執しゆう着ちやくしていたとは思えん。《マリア・ドール》を母の形かた見みとして大事にしていたとは、とても思えんのだ。だいたいミリィは生きておるしな。……だが、もしそう思っていたとしたなら、これをしたのがラッキだとしてもボクは驚かんよ」にやりと笑い、「トリックには驚いたが。いったい、どんな魔法で《マリア・ドール》を石の塊かたまりに変えたのだろうな。実に見事ではないか？」

　魔法の名は《インヴィジブルエア》ですよ、と心の中で呟つぶやく。……もっとも、あなたの娘さんが使ったとは限りませんが。

「とにかく、ラッキが《マリア・ドール》に執着していたのなら、こんなコトをしても全然おかしくない。……今でも、『全然』という言葉には『～ない』と続くのか？　この言葉使いは正しいか？」

「正しいです。全然大だい丈じよう夫ぶ。……もし娘が犯人なら、なんて言いたいですか？」

「何な故ぜ話してくれなかった」

「犯人ではないのなら？」

「特にない」

「大だい元げんさん、先生と呼んでいいですか？」

「構わん」

「先生は、《マリア・ドール》への執着は？」

「一切ない。彫ってる間はともかく、彫り終わった物に興味はない。アレは確かに傑けつ作さくだったが」傍かたわらの彫ちよう像ぞうを見、「今度のはさらに傑作になりそうだ」

「いつから彫っているんです？」

「驚くな、アレが消えてからだ」うーむ、と首を傾げる。「今のボクは、正にインスピレーションの塊かたまりだ。……こんな事なら、もっと早く売っとくべきだったかもしれん」

「……なら何故、すぐに舞まい原ばる家に渡さなかったのですか？」

「娘がそうしろと言ったからだ」

「……なんでそんな事、言ったんでしょうね」

　……大元はばつの悪い顔をした。

「ボクが世せ間けん知らずだからだ。八千万で買うと言われて、これはサギだと思ったらしい。そうでないとはっきりするまで、《マリア・ドール》は押さえておこう、と。他のはニソクサンモンだとも言った。娘ながら失礼な奴やつ」

　コウと真ま嶋じまは周囲を見渡し、何とも言えない顔をした。

「でも……やっぱり、ラッキーさん、少しは執しゆう着ちやくあったんじゃないですか？　わざわざコンテナに乗って付き添ったりしたぐらいだし」

「いや、アレは単純にヒマしていて、ソレが面白ソウだったから、だけだ」うんうん、と自分で頷うなずく。「ソレは分かる。アレはソウいう娘だ。……他に何か聞きたい事は？」

　何かちょっと飽きてきたらしい。傍はた目めにも彫刻に戻りたくてうずうずしているのが分かる。コウはもう一度、周囲を見回した。ちょっと考え、

「……ひょっとして、娘さんも彫刻を？」

「うむ。たまに」

「その作品は、どこに？」

「裏庭に工こう房ぼうがある。ラッキは作品を見せたがらんのだ」

「娘さんの作品はどうです？　見たいな」

「あれこそ凡ぼん作さく。見たければ勝手に見ろ」

「親ながら失礼な奴やつ。……聞いたと思うんですけど、トラックに積まれた《マリア・ドール》は、舞まい原ばる邸に着いた時には大だい理り石せきの柱に変わっていました」

「ラッキも消えていた」

「……その大理石柱ちゆうに、心当たり有りますか？」

「心当たりも何も、アレはうちのだ。黒くろ服ふくが持っていってしまったが……返して貰もらえるのかな」

「弁べん償しようして貰えますよ」

「それでは困る」大だい元げんは本当に困った顔をした。

「アレ……でないと、困るのだが」

「……何な故ぜです？」

　大元はコウを凝ぎよう視しした。覗のぞき込むように。穴でも空くのを期待しているかのように。穴から何が覗いたか、しばらくして話し始める。

「彫刻とは、設計図を引いて始めるものではない」

「へぇ」そうして始めたほうがいいんじゃないか、なんて言ったりはしない。

「石の中に、すでに彫られるべき容かたちがあるのだ。……顕けん現げんを待つ容が。ボク達はそれを彫り出しているに過ぎない。ボク達は、神の意思を顕あらわす道具に過ぎない。だから才能の事を贈ギりフ物トと呼ぶのだ。神からのギフト、ボク達はそれを開け、取り出すだけ。石には石の、それ固こ有ゆうの容がある。……あの石でないと、彫れない彫刻があるのだ」

「……成なる程ほど」

「そうなのだ」

「……成程、成程、分かりました。そうですか、成程ねぇ……。分かりました、頼んでみます。……必ず、あの石を返して貰もらえるように」

「頼む」

「用は以上です。どうも、有あり難がとうございました。……本当に」

「……キミは変わった男だなぁ」

「……あなたほどでは」

「……そうだ、思い出したぞ。とにかくボクは変人なのだ。だから契約は無効、したがって、もし娘が犯人だとしてもこれは事件にはならない。いいな、そのムネ、ちゃんと向こうに伝えるように」

「分かりました。任せてください」

　再度礼れいを言い、二人はその場を辞じした。

　途中、真ま嶋じまが言った。

「娘さんが犯人なのかな？」

「……どうかな。でもあの人は、その方がいいんだろうな」

「どうして？」

「……気が楽だから、ですよ」コウは真ま嶋じまの目を見つめた。「娘がやり、そして行方ゆくえ不明になった、って方が、誰か別の奴やつが犯人で、娘はそんな奴にさらわれた、って考えるよりは」

「……娘さん、無事だといいね」

　コウは何も答えなかった。




　　　Ⅲ．




　有ゆう限げん会社『海かい道どう運送』は、社員が三人という小規模な会社だった。社長兼けん運転手と秘書兼けん受付嬢じようと平ひら社員兼けん雑用係。平社員は新入社員も兼ねている。ついでに梱こん包ぽう係も。

　アトリエの東、来客用のプレハブの一室に社長兼けん運転手はいた。その名も海かい藤どう重しげ彦ひこ、今まで三回事業を立ち上げ、悉ことごとく失敗していると舞まい原ばる妹いもうとのメモにはある。

　部屋を見渡して尋たずねる。

「部屋の調子はどうです？」

「快適だな。下へ手たなホテルよりずっといい」この事件の関係者は、ほとんどがここ近くのホテルに留められている。強ごう引いんなやり方だが、誰も文句は言わない。誰もが舞原の力は知っている。

　海かい藤どうは五十歳くらい、無ぶ精しようひげを生やしタバコの煙に浸ひたった感じ、ヨロヨロのコートが似に合あいそうな男だった。

　尋ねる。

「少し、お話できますか？」

「勿もち論ろんだ。舞原の姫ひめさんから話は聞いてる。姫さんの機き嫌げんを損そこねたら、ここじゃあ仕事はできねぇからな。……特にうちみたいな、できたばっかの弱じやく小しよう会社は」

　しかも運んだ荷物が、大だい理り石せきの塊かたまりになってしまっては。コウは微笑ほほえんだ。

「ついでに、運うん搬ぱんした時のトラックも見たいんですが」

「構わねぇよ。裏に止めてある」

　海藤は立ち上がり、コートを取った。

　思った通り似合っている。

「あと、梱こん包ぽうを担当した方にも会いたいんですけど」

「……居い場所までは知らんよ。……他には？　まだ何かありますか？　ワインでもお持ちしましょうか？」

「是ぜ非ひともお願いします」

　海藤はワインを持ってこなかった。けれどトラックには案内してくれた。

　トラックは、コウが思っていた以上に大きかった。人の身体からだほどもある八つのタイヤ、その上に人が住めそうなほどのコンテナ、運転席には人がうらやむＤＶＤナビが搭とう載さいされている。運転手と比べて洗練された、豪ごう華かなコンテナ車だった。多た分ぶん会社の為ためにコレを買ったのではなく、コレの為ために会社を創つくったのだろう。……どーでもいーけど。コウはまず運転席に上がり、コンテナへ続く扉を見た。

「……事件の時、ここの鍵かぎは？」

「鍵なんてしとらんよ。だが、誰も通ったりはしていない。……少なくとも、俺の運転中はな」

　扉を抜け、コンテナに入る。

　中は空っぽ、まさに何もなかった。コンテナは床、壁、天井に規則正しくくぼみが並んでいる。これを使って、荷物を固定するのだろうか。

「……へぇ」後部から、真ま嶋じまも上がってくる。

「どうスか？」

「あの錠じようは、走行中には開けられないわね」

　ふむ、と周りを見渡し、空間に向かってコウは叫んだ。

「……すいませ～ん！」

『なんだ？』

　コウの呼び声に、どこからか機械を介したクリアな声が聞こえてくる。

「《マリア・ドール》は、どこに固定していたんですか？」

『真ん中だ。テープで印があるだろ？』

「あった、ここだ」真ま嶋じまの声。

　中央部分に、一・五メートルくらいの正方形が白いテープに縁ふち取どられている。そこに立ち、辺りを見回す。コンテナが隅すみ々ずみまで見える。コウは再び叫んだ。

「《マリア・ドール》以外に、何か積んでいましたか？　荷物でも、ゴミでも」

『叫ばんでもいい』忌いま々いましげな声。『いや、積んでいたのは《マリア・ドール》と朝あさ比ひ奈なの娘さんだけだった。……いや、娘さんが何かカバンを持っていたかな。女はカバンを持たずには歩けんもんだ』

「カバン？　どれくらいの大きさですか？　今どこに？」

『知らんよ。舞まい原ばるの黒くろ服ふくが知っとるだろ』

　そうだ。もうとっくに舞原妹いもうとが調べているだろう。異常があったら連絡してくるはず。

「……朝比奈の娘さんは、何を考えて《マリア・ドール》に付き添ったりしたんでしょうねぇ」真嶋を見て、「ここは、快適とは言い難がたい環境ですが」

『そりゃあ、あれだろう、何でも《マリア・ドール》は彼女の母親がモデルだって言うじゃねぇか。もう何年も、母親に会っちゃいないんだろ？　その形かた見みまで金で無理やり取りあげようたぁ、ひでぇ事するよな。アレに舞原のやつ、いくら払ったと思う？　八千万だぜ八千万！　全く……』

「……走行中、菜な々な那なさんと話しましたか？」

『……ああ。聞かれる前に言っとくが、最後に話したのは日ひ炉ろ理り坂ざか──舞原家の前の坂に入る前だ。これからカーブが多くなるから気をつけろ、ってな。そんで、着いてみたら』

「消えていた」

『……はっきり言って、ワケが分からん。どこで消えたのか、どうやって消えたのか？　どうやったらあんなでかくて重い彫刻を大だい理り石せきの柱と取っ替えられるんだ？　それも走行中にだぞ？　……俺の常識じゃ、無理だ』

　コウは真ま嶋じまを促して、コンテナから降りた。運転席から海かい藤どうも降りてくる。

「……事件の経過を聞かせて下さい。《マリア・ドール》が梱こん包ぽうされてるところは、見ましたか？」

「ああ見た。別に異常はなかったぜ？　積み込みも手伝った。あの重さ、頭の天てつ辺ぺんから台まで全部詰つまった感じ、あれが贋にせ物ものだとは思えん。……だが走行中に取り替えられたってのも無理があるし──」

「積み込んで、すぐ出発？」

「いや、その後搬はん送そう経路のチェックがあって──十分後くらいかな、出発したのは」

「見送りは？」

「そんなのあるかい。……勿もち論ろん黒くろ服ふくどもはいたが、当の先生さえ来なかった。──ま、その方が芸術家らしいんかね？　寸前で娘さんが乗せろって飛び込んできて、黒服と揉もめてたな。……ああ、やっぱりあの娘、小さなバッグを持ってたよ」

「そして、出発した」

「そして到着したら、《マリア・ドール》の代わりに大だい理り石せきの柱を積んでたってわけだ。俺も人生長いが、こんな事初はじめてだよ」

　俺は人生初しよ心しん者しやですけど、もう二回目なんです、なんてコウは言わなかった。言いたかったけど。代わりに尋たずねる。

「その後は？」

「アトリエに連絡して、ひょっとして勘かん違ちがいかもってんで柱はしら積んだままひき返した。けどやっぱり《マリア・ドール》は見つからん。んでまた戻って舞まい原ばる家に柱を置き、またここに戻った。それからはずっとこのままだ」

「……成なる程ほど」

「成程？」

「なんで犯人は、《マリア・ドール》の代わりに柱なんか置いて行ったンスかね？」

「さあな。舞原のやつらを馬鹿にしたかったんじゃねぇか？　ざまぁみろ、だ。娘さんが消えていて、ひょっとしたら彼女が犯人かも知れねぇが──一番怪あやしいしなぁ──だったら俺は嬉うれしいね。若い頭ってのは柔軟だ、何か、俺には考えつかないような事をやってのけたのかもしれん、なんせ芸術家の娘だし。だとしたら俺は祈るね、彼女が、最後まで上う手まくやってのける事を」

　海かい藤どうは遠くからこちらを見ている黒くろ服ふくを睨にらみ、チ、と舌打ちした。舞まい原ばる家になんか恨うらみでもあるのだろう。でも舞原家はそれを知る事こと無く、海藤もそれを知らせる事無く終わるだろう。それが現実、それが世の中というもの。

「それじゃあ最後に、──最後に見た《マリア・ドール》の事について聞きたいんですけど」

「何だ？」

「大事な事なんです。よく、思い出して下さい。最後に見た《マリア・ドール》は、どこか汚れていましたか？」

　海藤は目を丸くしてコウを見た。ちょっと小こ馬鹿にした感じの光が消える。

「……なんでそんな事を聞く？」

「……なんで素直に答えないかな？」

「……そうだな、最後に見た時の《マリア・ドール》は、──全然汚よごれていないように見えた。それどころか光り輝いて見えた。思ったよ、……成なる程ほどさすが八千万、ってな。なんか、気高かった。保護ケースに入ってて触る事はできなかったが、例え入っていなかったとしても触る事は出来ない、そんな感じがしたよ。……あれはまさに輝いていた……」

「輝いて──新しん品ぴんのように？」

「……さぁな。……だがな、賭かけてもいい、あの重さの感かん触しよく、アレは間違いなく、頭の先から台まで全部、大だい理り石せきだった。もし万が一、あれが《マリア・ドール》の贋にせ物ものだったとしても、少なくとも本物の大理石の像だった事は間違いない。結局のところ、俺が運転している車の中で大理石の柱と取り替えるなんて事、できるはずがねぇんだよ」

「そうですね。……どうも有あり難がとう御ご座ざいました。ご協力、感謝します」

　コウは礼を言い、その場を離れようとした。と、海藤の声が追いすがる。

「待て」

「何です」

　立ち止まったコウと真ま嶋じまに、何かを手渡しながら言ったのは──。

「美術品の運うん搬ぱんは、是ぜ非ひうち、海かい道どう運送へ。周囲の方にも宜しく御ご宣せん伝でん下さい」

　海藤の名刺をしまい、二人はそこを後にした。
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　海道運送の新入雑用梱こん包ぽう係は樋ひ口ぐち満みつ夫おという名前だった。彼はコウの姿を見るなり逃げ出し、コウは仕方なく叫ばなければならなかった。

「センパイ・ゴウ！」

　むっ、とコウを睨にらみつけ、でも走り出す真ま嶋じま。

　樋口は二十代前半、運送業に鍛きたえられたか、それなりに肉体からだはできているようだ。コウは近くの黒くろ服ふくに合図し、樋ひ口ぐちの逃げ場を封じて貰もらった。んで、真ま嶋じまが走っていくのを眺ながめる。さすがバレー部スポーツ系、走る姿が美しい！　みるみる追いすがっていく。前に黒服を認め減速した次の瞬間には、樋口は真嶋に突き倒されていた。「とう！」と叫んでコウも疾しつ走そう、樋口の上へとダイブする。樋口の上に馬乗りになり、胸むな倉ぐらを摑つかんで叫ぶ。

「吐け！　全すべて吐け！　サモナクバ吸え！」

「スエ？」

「何で逃げた？」

「……なんか、突然怖こわくなったんだ」

　腹が立ち、コウは樋口の額ひたいにデコピンをカマした。

「失礼な！　先せん輩ぱいは見かけほど怖いヒトじゃないぞ？　あっ、痛いた、先輩それ痛っ！」

　両こめかみにこぶしを当てられぐりぐりされて悶もん絶ぜつしていくコウから離れ、ゆっくり、荒い呼吸を整える樋口。深呼吸して、

「……僕を逮捕するんじゃ、ないの？」

「……心当たりあるんですか？」

　ぶるぶるぶると顔を振る。

　コウは手を差し出し、樋口を立たせた。

「……自分でも分かっているようですね。梱こん包ぽうを担当した人間が一番怪しいって」

　ぱくぱくぱくと口を開け閉めする。

「えっ何？　僕が犯人でした？　じゃあやっぱり逮捕しましょう」

　ぶるぶるぶると顔を振る。

「逮捕なんて生ぬるい？　じゃあ税金節せつ約やくと言う事で、いきなり死し刑けいに」

　なんかもうしっちゃかめっちゃかに頭を振る樋口。ジョークを解するゆとりもないようだ。さすがに可哀かわい相そうになり、コウは樋口を抱き締めた。樋口の方が背が高いので、無理やり膝ひざ立だちにさせ、頭を撫なで、さっきデコピンカマしたその額ひたいにキスをする。

「わぁ？」ぎょっと飛び退すさる樋口。

「ああ」コウはため息をついた。「愛されるのに慣れてない人だ」

　樋口は器き用ように膝立ちのまま、後退った。

「……なんだ？　何なんだお前？」

「愛の伝でん道どう師し、うふっ♪」

「……堂どう島じま君、女おんな顔がおのキミがやると……想そう像ぞう以上にシャレになンない」

　コウは自分の身体からだを見、ゆっくりと埃ほこりを払い……その手で自分の耳たぶを触った。もみもみと弄いじくりながら、樋口を見る。

「……怯おびえないで下さい。……二、三、聞きたい事があるだけですから」

「聞きたい事？」

「梱こん包ぽうを担当したという事は……学芸員の資格か何かを？」

「……一応。本当は博物館に勤めたかった。運送屋なんて……こんな事になるって、分かっていたら……」

「女の子は好き？」

「好き！　大好き！」

　聞くや否やの即そく答とう。余よ程ほどの女好きらしい、言うだけでは飽き足らずぶんぶんぶんと縦たて揺ゆれに首を振り動かしている。

「でも彼女は」

「……いないけど、好きな人はいる、ちゃんと」

「女性？」

　……一瞬呆ほうけ、慌あわてて頷うなずく樋ひ口ぐち。真ま嶋じまがコウを突っついた。突っつくと言うよりは突き刺す感じで。痛かった。

「真ま面じ目めに」

「……では、今回《マリア・ドール》を運うん搬ぱんする際さい使われた保護ケースを見たいのですが……ありますか？」

「……もう組み立てた奴やつなら……菜な々な那なさんの作品は、まだケースから出してないはずですから……」

　ちょうどいい。三人（それとこっそり黒くろ服ふく達）で裏庭に向かう。

　菜々那のアトリエはささやかな、でも個性的な風ふう貌ぼうをしていた。一番近い形容は『お菓子の家』だろうか、壁はオレンジで様々なお菓子のオブジェに彩いろどられ、赤いレンガの屋根からは緑の煙えん突とつがつっ立っている。実にメルヘンチックなそのアトリエのドアには丸まる文字のプレートで『サクラハウス』──どうやら舞まい原ばる姉あねのものらしい。道理で。中には彫ちよう像ぞうが四体、プラスティックのケースに収まり立っていた。大きさは全部同じくらい。恐らくこれも、《マリア・ドール》も、さっき大だい元げんが彫っていた像も、全部同どう種しゆの大だい理り石せき柱ちゆうから創つくられているのだろう。なんか規格でもあるのだろうか。ケースは透明、台座に合わせた長方形の強化プラスティックを上から被かぶせている感じ。天井部には別に箱型の部分があり、底てい部ぶにたくさんの穴が空いている。

「ここから」樋口が穴を指差す。「エアバッグが飛び出して、事故時じに彫像を守ります」

「……どれか、開けてくれません？」

「それは……菜々那さんの許可がないと」

「……現物が見たいんだけどな。《マリア・ドール》の代わりに置いてあった大理石柱にもこのケースが？」

「……はい」

「それも、これと同じ物？　出所は？」

「……うちで使っているのと同じものです。でも、その、あの、本当に分からないんです。なんでそんな事になったか」

「これって、そんな簡単に手に入る物なんですか？」

「それは勿もち論ろん、存在さえ知っていれば、メーカーに問い合わせれば簡単に……」

　コウは菜な々な那なの彫ちよう像ぞうを見た。……成なる程ほど、親の遺い伝でん子しを確かに彼女は受け継いでいる。可哀かわい相そうに。彫像は右から、人、二匹の犬、枯れた木？　……宇宙人？　を彫った物だろう。多分。賭かけるか？　と聞かれたら尻しり込ごみするだろうけど。

　コウはポンポンとケースの上部を叩たたいた。

「ここに風船が入っているわけか……」

　だいたい十五センチぐらいの厚さ。

「《マリア・ドール》に使われた保護ケースは今、舞まい原ばる家に？」

「多分」

「ところで犯人はあなた？」

　いきなりのコウの質問に、再び樋ひ口ぐちは頭を無む茶ちや苦く茶ちや振り出した。しょーがない、と質問を変える。

「……樋口さんは、誰が犯人だと思います？」

「そんなの、見当もつきませんよ！」

「菜々那さんが怪しいとは？」

「それは……でも」言葉が続かない。

「……犯人は何な故ぜ、《マリア・ドール》の代わりに大だい理り石せきの柱、なんて残していったんですかね？」

「……それは多分、《マリア・ドール》を持っていったらコンテナが軽くなって、盗んだ時とき気づかれると思ったんじゃ……」

「成なる程ほど。……でも、なんで保護ケースなんかに入れて？」

「固定する為ためじゃないでしょうか。それに、保護ケースに入れて置けば、まるで《マリア・ドール》が柱に変わったように見せかけられて警察を混乱させられると思ったからじゃ」

「……つまり、あなたは」コウは耳たぶを揉もんだ。さっきから弄いじくり過ぎて、そこは真っ赤に熱くなっている。「《マリア・ドール》は運うん搬ぱん中になんらかの方法で取り替えられたと思っているわけだ、積み込む前じゃなく」

「だって……そうでしょう？」ちょっとふてくされたような声。

「そうでなければ、僕が……」

「……そうですね。有あり難がとうございました。質問はこれだけです」

「え？」驚いたような、ほっとしたような顔。

「じゃ、じゃあ僕は……」

「あ、待って、後一つ」

　落ち着きなく走り去ろうとした樋ひ口ぐちを、しれっとした顔で呼び止める。

「……何です？」

「好きなタイプの女性は？」

　ごすっ。

「……男性、でもいいです」

　べきっ。

　崩れ落ちるコウとそれを踏みつける真ま嶋じまにペコペコ頭を下げながら、樋口は走り去っていった。
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「……さてと」

　真嶋と二人きりになって、コウは耳を触さわるのをやめ腕組みをした。

　真嶋がコウの前に回る。

「……これで全員だけど、次は……どうする？　舞まい原ばるさんに電話する？」

「勿もち論ろん電話はしますけど……どうしようかなぁ」

　あーっ、と頭をくしゃくしゃに搔かく。

「犯人は分かった、──トリックも。《マリア・ドール》のある場所も、多分──でも、これから一体どうしたらいい？」







幕間／《マリア・ドール》
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　舞まい原ばる妹いもうとに電話をしようとしたその時、携帯が振動を始めた。「ナイスなタイミング」と耳に当てると、逼ひつ迫ぱくした声が飛び込んでくる。

『コウさん？』

「あれ？　アトリ？　どうかし」

『使ってます、今！』

　……コウは真ま嶋じまを見た。

　真嶋は右肩に背負っていたリュックからサングラス──ゴーグルを二つ取り出した。

　一つをコウに渡す。

　スイッチを入れ目の前にかざすと、夜のように暗い視し界かいのあちこちに赤い点がちらほら見える。いわゆるノクトビジョン、暗あん視し装置と言う奴やつだ。現在熱ねつを感知するよう設定されているそれは、小型で軽量、電源不ふ要ような代わりに連続で使えるのは八秒足らずという舞原オリジナル。

　近くに《危険》はない。

　コウはイヤホンを伸ばし、携帯を胸のポケットにしまった。頰ほおの辺りにマイク部が来ている事を確認し、

「アトリ、聞こえるか？」

『はい！』

「よし、そのままだ。待っていろ」

『はい！』

「……どうするの？」

　どうする──？

　犯人が誰かは分かっている。《マリア・ドール》の隠かくし場所も。だが、ただ捕まえるだけじゃダメなのだ。厄やつ介かいなのは、──《マリア・ドール》も朝あさ比ひ奈な菜な々な那なも恐らく消されている事。そしてそれを戻せるのは、消した本人だけだという事。……主導権は、向こうが持っているのだ。ならば、ここは。

　罠わなに、かける。

　──考えるべきは、なんだ？

《マリア・ドール》は、すぐには動かせない。壊される事はまずない。ならばまずするべき事は──人質の救出。

《使用可能》を知らせる電子音を聞き、コウはもう一度、ゴーグル越しに辺りを見渡した。すぐ近くに、誰かがいる様よう子すは無い。コウはゴーグルを眺ながめた。機能を犠ぎ牲せいにしたチョイス、それは見た目はただのサングラス、暗あん視し装置には見えない、だろう、多分、……しかし。

「……先せん輩ぱい、こいつはなるべく使わないで行きましょう」

　ゴーグルを、真ま嶋じまの持つリュックにしまう。

「敵の武器が《見えない事》なら、《見える事》は切り札になる。切り札を、わざわざ教えてやる事も無い」

「……堂どう島じま君」

「はい？」

「何か……楽しそう」

「……」

　コウは口元に手を当てた。

　日ひ奈な、と心に呼びかける。日奈、お前が好きだったのは、──これか？　この感かん触しよくか？　ピースを集め、つなぎ、組み立てて犯人を見つける、対決する、戦う──この力、喜び──興こう奮ふん。だとしたら。

　俺も追いついたぜ、──ここに。

　口元を斜めにし、コウは真嶋に頷うなずいた。

「さぁ、とにかく動きましょう。まずすべきは、敵の動きを知る事。敵が何に《インヴィジブルエア》を使ってるのか分かりませんが、まずは敵の動きを把は握あくしなければ」
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　畜ちく生しよう。

　畜生、畜生、畜生──！

　もはや黒くろ服ふくが見ているのもカンケーなく、樋ひ口ぐちは走り出した。まだ一日も経たってないんだぞ？　なんで、なんでもうここにいるんだよ？　あの人は言った。堂島コウに気をつけろ、と。あの『夕日を連れた男』は言った。いつか必ず、堂島コウがやって来る、と。赤く染まった空気の中で『夕日を連れた男』は言った。

（この《インヴィジブルエア》は、物体を透明に変えられる。だが君は、この《インヴィジブルエア》の上をいかなければならない。何故ならコウは《インヴィジブルエア》の力を知っているから。君は堂島コウの上をいかなければならない。何故なら彼は、あの恐るべき悪魔のミカタは、君を見つけ出しその魂をヴァリヴァリ食するからだ。禁断のリンゴで夢を叶えた者は、みな彼にヴァリヴァリ食べられる。彼は君を栄養にして、魂を栄養にして、自らの王国を創るだろう。禁断の夢を持つ者は、すべからく彼の餌え食じきとされる。だが、それでも、君にその覚悟があるのなら、私はこれを君にやろう。君の夢を叶える《知恵の実》を、喜んで私は渡そう。だが気をつけろ、彼は来る。そう、堂島コウはやって来る。堂島コウはやって来て、君をヴァリヴァリ食べるのだ──）

　ばん！

　扉を開けるのを忘れ、樋ひ口ぐちは顔面を強打した。鼻血が出る熱い感かん触しよく。まるで何かが溶け出すような。視界が赤く染まる中、樋口はもう一度、今度は自分の意志で扉に頭をぶつけていった。がん！　……怯おびえるな、なんださっきの無ぶ様ざまな様さまは、覚悟はしていたはずだろう？　……全すべてか無か、死か生か、だから賭かける価値がある。そうとも僕は夢を叶かなえた、だから魂たましいを渡せって？　冗じよう談だんじゃない、僕はまだ、叶えた夢を見ていない。魂なんか渡さない、虫のいい話だろうか、おめでた過ぎる話だろうか？　いや違う、そうとも、誰だって知っている、悪あく魔まと人の御お伽とぎ話ばなしは、人の勝ちで終わるべきだ。悪魔は負けるべきなのだ。僕は《インヴィジブルエア》の上をいき、堂どう島じまコウの上をいき、この魂を渡さずに、僕の夢を叶えて見せる！

　深しん呼吸し、自問する。

　さっきの醜しゆう態たい、コウは気が付いただろうか、僕が犯人だという事を。──分からない。でもそれは、もう時間の問題だろう。

　では、《マリア・ドール》消失のトリックは？　──いや、さっきの話し振りでは、まだ気づかれてはいないようだ。ならば当然、《マリア・ドール》の隠かくし場所にも気づいてないだろう。

　ならきっと、チャンスはある。

　重要なのは、

　彼自身が捕まらない事。

　──逃げるしかない。

　その結果、彼が犯人だとばれたとしても、どうせそれは時間の問題。だが今なら、《インヴィジブルエア》の力を使えば、逃げ出し潜せん伏ぷくする事は不可能ではない。

　問題は、一つ。

　樋口はため息をつき、扉を開き、彼の部屋を目指し走った。







「……朝あさ比ひ奈なさん」

　廊下に誰もいない事を確認し、部屋に入ると、小さな声で呼びかける。

「……朝比奈さん？」返事はない。

　樋口はため息をつき、ジャンパーの内ポケットから《インヴィジブルエア》を取り出した。朝比奈の姿を戻すよう念じながら、プシューと噴ふん霧むする。が。

　出てこない。

「朝あさ比ひ奈なさん？」

　プシューと噴ふん霧むを続けながら、部屋の中を彷徨さまよい回る。傍はた目めにはハエを探して殺虫剤ざいを噴霧しているようにしか見えないが、目当てのものは現れない。

「……朝比奈さん！」

　またもやパニックに陥りかけたその時──、

「……ウルサイわねぇ」

　トイレのドアが開いた。が、誰も出てこない。いや、トイレの前の空間から、指が一本突つき出した。《インヴィジブルエア》に触れたそれは、ぐんぐんと伸び、一本の腕へと代わる。腕は肩まで成長し、そこを起点にあたかも波は紋もんのように成長、人の姿が現れてくる。

　まるで別の次元から空間を突き破ってきたかのように、

　現れ出いづる、

　──朝比奈菜な々な那な。

　日ひ炉ろ理り坂ざか高の制服に、少なくとも十じゆつ色しよく以上投とう入にゆうしているカラフルなマーブル模も様ようのストッキング。しかしそれより遥はるかに派は手でなのは、まさに燃え立つように輝く赤あか毛げ。明るい真紅、光を反射し輝く光こう沢たく、緩やかに、しかし時に激しく波打つ天然のウェーブを持つ朱しゆ色いろの髪は、ゴムではなく三色の紐ひもでくくられ、ポニーテイルに軽やかに持ち上げられている。そのせいか、重量感のようなものはない。が、頭の上で羽う毛もうのように揺れ動くそれは、一度封印くくりを解かれれば、自らの波に激しく鮮やかに萌もえ拡ひろがって、まさに圧倒的な存在感を示し始める事だろう。
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「……あら、久しぶり♪」

　菜な々な那なは窓に映った自分の姿に微笑ほほえんだ。

「相変わらず可愛かわいいじゃない？」

「わぁ！」樋ひ口ぐちは慌あわててカーテンを閉めた。

「見つかったらどーするんです？」

「ボクは何も困らないけど」

「……」そりゃそうだ。

「……で、オヤツは？」

「……」忘れてた。

　マンマミア、と少女は天を仰いだ。

「……忘れた・んだ。あれほど言ったのに忘れた・んだ。ヒグチ、アナタ、忘れた・な？」

「そ、それどころじゃないんです。緊きん急きゆう事態で」

「……ホントウに？　言い訳じゃなく？」

「どうやら、僕の事がばれたみたいで」

「……警察に？　それとも、えと、何て言ったっけ……」

「堂どう島じまコウ、です。……畜ちく生しよう、まさかこんなに早く……」

「ふぅん」

　何でバレたの、とか、ヘマしたわね、なんて菜々那は言わなかった。言ったのは、ただ一言、

「これからどうする？」

「逃げます。……だから」

　菜々那の顔を見つめる。真剣に。他人の目を見るのは苦にが手てだったが、そうも言ってはいられない状況。樋口は少女の顔を見つめた。朝あさ比ひ奈な菜々那は確かに可愛い。今はまだ子供の可愛らしさだが、後あと二年もすればそれは確実に大人おとなの美しさに変わる。──そう、

　彼女の母、《マリア・ドール》のように。

「……何よ」

「……本当は、全すべてが終わるまであなたを監かん禁きんして置くつもりだった。……でももう、そうは言っていられない。だからあなたを解放します。……その代わり」

「その代わり」

「もし《マリア・ドール》を見つけても、誰にも言わない事、それを約束してください。その条件さえ守ってくれるなら、僕はあなたを解放します」

「……ふぅん」

　菜々那は口元を斜めにした。

「……やっぱり、ボクが分かるところに《マリア・ドール》はあるんだ。だからボクに見つからないよう、一緒にさらったんだ。……ボクの部屋？　アトリエ？　あーでも、そんな所、一番に探すよ・ね。えー、どこだろ？　ボクだけワカッテ他の人には分からない所、って……」

「……聞いてました？」

「逃げるって、どこへ？　アテ、あるの？」

「……それは……」

「いいじゃない、ここにいれば。イザトなったら透明になれば、誰にも捕まえられないわよ」

「……話したでしょう？　堂島コウの事は」

　樋ひ口ぐちはソファに座った。

　でもまたすぐに立ち上がった。

「堂どう島じまコウは、《インヴィジブルエア》の事を知っているんだ。当然その準備はして来ているはずだ。赤外線とか超ちよう音波とか、見えない物を見る為ための機械なんていくらでもある……とにかく、ここにいるわけにはいかない……」

「そうね」菜な々な那なも頷うなずいた。

「でも、逃げるって言うのは間違ってるわ」

「え？」

「ヒグチ……多分、──今いま逃げたら、もう二度と《マリア・ドール》には会えなくなる。チガウ？　ヒグチだって本当は、分かってるんデショ？」

「そんな……これは、そう、戦せん略りやく的撤てつ退たいってやつで……」

　どん、と菜々那に胸を押され、樋口はソファに座り込んだ。怯おびえる樋口にずずいと迫り、

「ボクの理解が間違ってなければ、ヒグチは悪あく魔まの力で夢を叶かなえた。ダカラ、そのヒキカエに悪魔に魂たましいを渡さなければならないん・だよね？」

「はい」

「そしてその悪魔の使者がドージマ・コウ。その人に、見つかった」

「はい」

「分かってる？」菜々那はぐい、と樋口の胸むな倉ぐらを片手で摑つかんだ。

　ぐいぃ、と引っ張り、

「遅かれ早かれヒグチは、そいつと戦わなければナラナイんだよ？」

　……視線を逸そらす、樋口。

「それは……」

「見つかったから逃げる？　それはね、らしく見えても前提から間違ってる。ここは、『見つかったから戦う』とイワナければならない。自分を納得させてイヤナコト先延ばしにしたって、結局は負けるだけ、分かる？」

「……」

「タマシイを賭かけたのは何故？　怖気おじけづくタメ？」

「──！」

　衝しよう撃げきが、全身を打つ。

　そうだ、俺は何の為ために魂たましいをかけたのか──

　分かってる。──そう、分かってた。

　彼女が正しい。

　樋ひ口ぐちは、……立ち上がった。

「……そうですね。あなたの言う通りです。僕は……戦います」

「ソウソウ」

「……とにかく、そういうわけで……あなたを解放します。その代わり、約束して貰もらえますね？　もし《マリア・ドール》を見つけても、誰にも話さないって」

「イヤ」

　あう。

　折せつ角かく立ち上がった樋口は、精神的に深しん刻こくなダメージを受けて再び座り込んだ。……もっとも、その答えは、何となく予想していたが。それほど長い時間を一緒に過ごしているわけでもないが、それでも何となく、この少女ならそう言うような気がしてた。

　敢あえて聞く。

「……自由になりたく、ないんですか？　あなたは今、僕に監かん禁きんされているんですよ？」

「そうだよ？　ボクはヒグチに監禁されて、脅おどされてココにいる。そんな人間に、誠実さを求めてどうするのよ。甘すぎる。解放するから黙ってろ？　ジョーダンじゃない、ボクは喋しやべる。喋り・まくる。ある事ナイ事言いまくってやる。監禁されてボーコウされてゴーモンされて二度と立ち直れない傷ＰＴＳＤを負ったって証言して、シューシンケイをセンコクしてやる。──勘かん違ちがいしないで？　ヒグチはボクから《マリア・ドール》を奪った敵、極ごく悪あく人にん、ナンだよ？」

「……それはそうかもしれませんけど」樋口はほとんど泣くように叫んだ。「……それでも、そこは噓うそでも『ＹＥＳはい』と言ってくれなきゃ、解放できないじゃありませんか！」

　ショーガないじゃない、と菜な々な那なは首を振った。

「噓をつくのはキライなの。特にヒグチみたいに誠実な人にはね。ボクの事縛しばったりしなかったし、殴なぐったりもしなかった。このステキな赤い髪で、変なコトしよーともしなかったし。……このステキな足を見て、変なコト考えたのは……ま、考えただけだし、許してあげる」

「考えてないよ！」樋口は金かな切きり声った。

「派は手でなストッキングだと思っただけだ！」

「でもキレイでしょ？　ボクの足」

「……朝あさ比ひ奈なさん」

「とにかくヒグチはシンセツだった。だからこんな助言までしてあげてる・の。でもそれ以上は甘えないで」

「……でもそんな事言われたら、逃がせなくなるじゃありませんか」

　ちょっと待ってて、と朝あさ比ひ奈なはトイレに駆け込んでいった。すぐに戻り、

「手を出して」

「？」

　透明の何かを渡され戸と惑まどう樋ひ口ぐち。何だこれは、と──

「痛っ！」手のひらに、赤い線。

「……これ──ナイフ！」

「そう、ボクのフトコロ刀──この使い方、正しい？　……最初に透明にされた時、隠かくしておいたんだ。いずれハンゲキし、逃げ出す為にね」

「わぁ」気が付かなかった。樋口はぞっとした。

「勘かん違ちがいしないで。ボクが自由を得るとしたら、それはボク自身の意志と力によるもの。『赤あか毛げの美しい女』は、いつだってしたいようにする。今ボクがここにいるのは、ボク自身の意志ナンだよ？　ボクはちゃんと覚悟している、《マリア・ドール》が白く輝いているのを見て、あのトラックに乗った時から。でもグチは覚悟している？」

「……覚悟？」

「全すべてをダメにされるのを覚悟の上でボクを逃がすか、それともボクをつれてくか」

「つれては行けません！」

「それともここで」

　菜な々な那なはゆっくり、透明のそれを樋口の手に握らせた。そして言う。

「……ボクの口を封じるか」

「！」

「全てか──無か、ヒグチにはある？　殺し殺される・覚悟。ボクにはあるよ？　いつだって」

「そんな」

「……だから、言っておくけど」

　菜々那は不ふ敵てきに微笑ほほえんだ。

「もしボクを逃がしたり、ここに置いて行ったりしたら、ボクは全力でヒグチの敵に回る。ヒグチが魂たましいを賭かけている事を、必ずブチ壊してみせる。忘れないで、『赤毛の美しい女』を敵に回す事ほど、恐ろしい事はナイんだから」

　あう。

「そんな……危険ですよ？　共犯者になりますよ？　それだけじゃない、下へ手たしたら、死……」

「覚悟はあるって、言ったでしょ？　『赤毛の美しい女』はね、いつだって覚悟してるのよ。それに……」うふふ、と笑えんで、「《インヴィジブルエア》に悪あく魔ま……こんな面オモ白シロ事ゴト、見逃してたまるモン・デスか」

「これは遊びじゃ」

「いいから連れて行きなさい！　大丈夫、決してソンにはならない。むしろいい取とり引ひき材料になるって。それにね、ボクはナナナ、七七七スリーセブンの女なんだよ？　いい事あるって、ゼッタイ！　それとも……」

　ボクを、殺す？　そう言って菜な々な那なは樋ひ口ぐちを睨にらんだ。その目は言っていた。別にそれを選んでも、ボクは全然構わない。ボクはちゃんと覚悟している。でもボクは抵抗する──『赤毛の美しい女』は、絶対に誰にも屈しないもの。

　樋口は唾つばを飲み込んだ。もはや事態は止まらぬ事を、確信した瞬間だった。なんかちょっと絶望的。でもそれは──それは確かに。

　ドキドキする快感だった。







第三消／さらに、魔法










　　　Ⅰ．




　ＭＩ４２──日ひ炉ろ理り坂ざか高校では『箕みの利り慧けい』を名乗っている──は、ペアを組んでるリャン・ナンをうっとりした目で眺ながめていた。リャンは『スタッフ』、格かく闘とう戦せんを得意とする外がい来らい組ぐみで、背が高く引き締まった身体からだをしている──女性。舞まい原ばる姉し妹まいの私設部ぶ隊たいは大別して外から買われた『スタッフ』、舞原家内で純粋培養された『ライン』に分けられる。『スタッフ』『ライン』はさらに姉妹のお世話をする『メイド組』、学校での護ご衛えい兼諜ちよう報ほう活動を行う『制服組』、そのどちらでもない『黒くろ服ふく組』の三種類に分けられており、ＭＩ４２は『ライン』の『制服組』だった。が、人手が足りず今回の事件に借り出されて来たのだった。ちなみに黒服全百二十四人中三十二人が今ここで任にあたっている。それほどの事件とも思えないのだが、愛する主人の命令、当然ながら否いなはない。

　それに。

　こんなかっこいい人に会えたし。

　そう、ＭＩ４２は同どう性せい愛あい的嗜し好こうを持っていた。──否いな、持たされていた。『ライン』は遺い伝でん子しの段階で主人を好きになるよう調整される。生まれた後も、舞まい原ばる秘ひ伝でんの教育術で主人に絶対的な忠ちゆう誠せい心しんを持つよう洗せん脳のうされる。それはあくまで『忠誠心』なのだが、近年、封建的倫りん理り観かんの崩ほう壊かいに伴い主あるじへの忠誠心が別のものに変質を始め、三代前にはついに部下が主を襲おそう、という事件が起こった。ちなみにその時までは私設部隊は男性中心だったが、こりゃいかん、という事でこれ以い降こう女性が中心を占める事となる。だが、男が女に変わっても生まれる気持ちは変わらず、現代に入ってのさらなる倫理観の変質はさらにアブナイ状況を生み出そうとしていた。折りも折り、小鳥遊たかなし恕じよ宇うが学校でカミングアウトなんかするもんだから、その『小鳥遊インパクト』に直ちよく撃げきされた『制服組』を中心に『ライン』の中からカミングアウトが続出、もはや冗じよう談だんでは済まされない危険な兆ちよう候こうとしてイハナの頭を悩ませている。部下同士で済むのなら、これ何の問題もない、どーぞ勝手におやんなさい、なのだが、彼女らが好きになるのは本質的に『女性』ではなく『舞まい原ばる姉し妹まい』なのだ。主人への崇すう拝はいならいい、だが、部下全員──しかも女性──にそういう対象として見られるのは……。そう仕向けているのは他ならぬ舞原家であり、彼女達には罪はなく、むしろ被害者なのだが──なんて事を考える時、さすがのイハナも憂ゆう鬱うつになる。そんな時も、彼女の顔は無表情だが。

　閑かん話わ休きゆう題だい。

　それはともかく、そんなわけでＭＩ４２は自分の嗜好を承知していたし、それが実は女性へ、ではなく舞原姉妹への気持ちだという事も、それが長年の洗せん脳のうの結果である事も理解していたが全然気きにしていなかった。むしろ楽しんで、横にいるリャンを眺ながめていた。誘ってみようかな、なんて考えながら。でも『スタッフ』だし、変へん態たいって嫌われるかなぁ、これが『ライン』なら話は早いんだけど。

　そんな視線を全身に感じつつも、一方リャンは彼女を見られないでいた。リャンはＭＩ４２の視線を完全に誤ご解かいしていた。従ってこんな事を考えていた。……困ったな、何をジロジロ見てるんだろう、鼻はな毛げでも出ているのかな？　基本的に、『スタッフ』には『ライン』への劣れつ等とう感かんがある。リャンはＭＩ４２──まだ固こ有ゆう名めいを貰もらってないらしい──の視線を自分への非難だと思った。どこが悪いんだろう、気になるなぁ。言ってくれればいいのに。落ち着かず、ポケットからタバコを出す。もはや自動的な手つきで片手でタバコを取り出し、咥くわえ、──あれ、ライターはどこだっけ？　リャンは先まず胸ポケットを叩たたき、腰ポケットに手を伸ばしつつ自分の身体からだを見下ろした。そして。

「……うわぁ？」

　腰ポケットに手が届く。……確かにそこにポケットはある。……だが、見えない。見えるのは彼女の裸の腰だけ──日焼けした部分は勿論、日焼けしてない部分まで。ブランブラン、警けい棒ぼうが何の支えも付けずに空中に浮いて揺れている。彼女はなおも全身を見回し、自分が腰に警棒を浮かべただけの素すっ裸ぱだかである事を確認した。

　……な、な、なんで？

　おそるおそる、ＭＩ４２の方を見る。

「あ、ハイ」

　リャンの視線に、ＭＩ４２はポケットを探った。探っているようだったが、リャンにはポケットが見えなかった。つーか、彼女も服を着ていなかった。リャンと違って真白い肌はだが目に眩まぶしい。

　腰のところにブランブラン、スタンロッドが揺れている。

「どーぞ♪」

　口元に何か差し出される。……何か？

　ＭＩ４２は勿もち論ろん何も持ってない。

　にも関かかわらず生まれる炎。

　じわ、と熱気を感じ、慣れ親しんだ感覚が口の中に溢あふれ出る。リャンは目を下に、自分の口元を見た。何もない。

　吸ってみる。そして吐く。

　……空中に、拡かく散さんしていく白い煙。

　リャンは指を、口元に伸ばした。いつものように。何かを確認し、もう一度、ふかし、ＭＩ４２を見る。彼女は手をそのままに、ニコニコとリャンを見ている。夢を見ているような目つきで。

「……ありがと」

　とりあえずリャンはそれだけ言った。ＭＩ４２は頷うなずき、何かを何処かに戻した。自分の格好にも動作にも、何の疑問も異常も感じてないようだ。……リャンの格好にも。視線が合い、微笑ほほえまれ、リャンは慌あわてて目を逸そらした。

　一体、何がどうしてどうなっているんだ？

　混乱した頭を必死で整理する。まず、私は起きていてこれは夢じゃない……幻げん覚かく？　異常？　でも、ならば何な故ぜ、ＭＩ４２はあんな普通にしているんだ？

　ふと、『裸の王様』なんて言葉が頭に浮かぶ。

　アレはどんな話だっけ？　って、バカか私は、今はそんなお伽とぎ話ばなしを考えている場合じゃないだろう？　大だい体たい今は仕事中だろうが。

　そうだ仕事──任務中。

　何よりも優先されるべき事。

　未いまだ混乱しながらも、リャンは命じられた通り樋ひ口ぐちの部屋のドアを見た。変わりはない。リャンは腰を探った。いつもの位置にそれはあった。見えないけれど。

　トリガーを押し、連絡する。

「こちらリャン・ナン。樋口に……異常なし」

　勿もち論ろん樋ひ口ぐちに異常はない。

　それ以上……何を言う？

　ＭＩ４２は、ずっとにこにこ微笑ほほえんでいた。










　樋口の部屋の窓が開いているのに気づき、ホミン（♂）とグワン（♀）は慌あわてて駆けつけた。

　中には誰もいない。

「こちらグワン、樋口はいません。引き続き内部探たん索さくを実行します」

　窓から中へ。ホミンは外で待たい機きしたまま。

　ざっと部屋を見渡した時、その悲鳴は聞こえてきた。部屋の外からだ。ポケットからサングラス型ノクトビジョンを取り出し、装そう着ちやく、グワンはドアを開け廊下に飛び出した。

「……！」

　女性──海かい道どう運送の受付嬢じよう──が、素すっ裸ぱだかで廊下にうずくまっている。その先には、

「……？」

　リャン・ナンと『ライン』の一人──名前は知らない──が、やっぱり素っ裸で突っ立っている。状況がよく理解できず、グワンは混乱した。あいつら一体、何やってんだ？　勤務中だぞ？　そういう関係？　……三人で？　廊下で？　ええ？

『……グワン、どーした？』ホミンの声。

「あ、いや……」

「何だよ、どうした？　うるさいな」

　ドアが開き、海道運送の社長が出てくる。何な故ぜか裸で、しかも裸で。中年男性の凄すさまじいものを惜しげもなく見せつけられ、グワン──花の十六歳──の顔から血の気が消えた。

「おうわ、あわ、わわ……」

『……グワン？　おい、グワン？　グワン！』

　はっとなり、通信を返す。

「……来るな……いいか、来るな！」

　こんな状況下にありながら、彼女の目はよく見ていた、……勿もち論ろん海かい藤どうの顔を。その目の見開かれ様と、事前に聞いていた樋口満みつ夫おの能力から、グワンはこの状況とついでに自分の置かれた状態も想そう像ぞうできた。

『グワン、待ってろ、今すぐ──』

「いいから来るな！」

　叫びも虚むなしく、通信機から、そしてドアの向こうから聞こえてくる進入音。

　グワンは慌あわてて、海かい藤どうの視線を腕で遮さえぎりつつその背をドアに押し付けた。

『グワン！　開けろ！』

「だめだ！　頼むから──」

　どれほど修しゆ羅ら場ばをくぐってはいてもまだ十六歳さい、ホミン（♂）十八歳の力に敵かなわずドアからはじき飛ばされる。ドアを開いたホミン（♂）は、

「……？」

　目の前に広がる光景にあっけにとられて立ち尽くした。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　……何な故ぜそんな事をしたのか、グワン本人にも分からない。身体からだが勝手に動いたとしか言い様ようがない。戦士とはいえ十六歳の乙おと女めは、反射的に警けい棒ぼうを取り、振り上げた。

　幸い？　にも相手の急所は、

　スッゴク分かり易やすかった。







　何でこんな変人の、とジィ・ニーは心の中でため息をついた。何でこんな変人の、警けい護ごをしなけりゃならないのだ？　芸術家だか何だか知らないが、こいつはただの変人ではないか。白髪しらが頭あたまの天てつ辺ぺんだけを赤く染め、一いつ心しん不ふ乱らんに彫ちよう像ぞうに向かっている朝あさ比ひ奈な大だい元げんの姿は、どれほど一所懸命だとしても馬鹿やってるとしか思えなかった。しかも、さっきまでは一枚とはいえふんどしをつけていたのが、今ではそれをも脱ぎ捨ててしまっている。彫像を彫るのに──例え裸ら婦ふ像ぞうだとしても──どうして全ぜん裸らになるのだ？　何の必要が？　モデルがなるのなら分かる。だが何な故ぜ本人が？

　ひょっとしてこれは、セクハラではないだろうか。

　できる事ならこんな変人の警けい備び、部下の誰かに任せたかった。ジィ・ニーは『スタッフ』の黒くろ服ふく組の序じよ列れつ二位、副隊長の立場にある。それがこんな意に添そわない仕事をしているのは、偏ひとえにこの事件に対する責任を感じているからだ。

　──そう、ジィ・ニーは《マリア・ドール》運うん搬ぱんを任された、責任者だった。イハナ様から全権を任された──それが、まさか盗まれるなんて……。サクラ様の失望を考えると居ても立ってもいられなくなり、自らみんに直じき訴そして、今、彼女はここにいる。

　──犯人は、必ず、私のこの手で捕まえて、問もん答どう無用に切り捨ててやる──。

　朝比奈菜な々な那なが攫さらわれたのなら、犯人はきっと大元に接触してくる。朝比奈菜々那が犯人なら、大元を切り捨ててやる（もっともあの堂どう島じまコウとかによると、犯人は樋ひ口ぐち満みつ夫おらしいが、まぁまだ共犯という可能性もある）──そんな事を考えながら、ジィ・ニーは手元に愛あい刀とう『烏からす羽ば』を引き寄せた。鯉こい口ぐちを切り、黒く塗られた刀とう身しんを確かめる。イハナ様を失望させ、サクラ様を悲しませた。おのれ、畜ちく生しよう、ド畜生──という身を震わせる思いがあるからこそ、あんな変人に汚いモノを見せつけられても我慢できる。見ていろよ、その時が来たらばっさりと──。

「キミ、……キミ！」

　幸せな空想から呼び覚まされ、ジィ・ニーは大だい元げんを見た。

　直視しないよう気をつけながら、

「……どうかしましたか」

「今気づいたが、キミのその格好は何だ？　趣味か？　ずいぶん妙だな」

「……制服です」

　おのれに服のセンスをどーこー言われたくわないわぁ！　なんて思いをちらとも見せず、ジィ・ニーは答えた。この辺はさすがイハナの叩たたき上げ。

「……そうか、制服か。妙だが、インパクトはある。気に入った。どうだ、モデルをしてくれないか？」

　もでる？

「……仕事がありますから」悪い気はしないけど。

「いや時間はとらせない。ちょっとスケッチさせてくれればいい」

　それぐらいなら……と満まん更ざらでもない気分になって自分の身体からだを見たジィ・ニーは、

「ぶっ」

　鼻から水を噴き出した。日本人とは全く違う褐かつ色しよくの肌はだがミルミル真っ赤に染まっていく。

　な、な、なんで裸に？　いつの間に？

　正確には、完全な裸ではない。胸の部分は右から左、左から右と棒ぼう手しゆ裏り剣けんが列を作ってＸ字に交差しており、腰の後ろにはしころ（小型のこぎり）、両りよう脇わきにはそれぞれ拳けん銃じゆう、両腕と両足あし脛ずねにも小型拳銃が合計四よん丁ちよう張り付いている。それ以外にも手てつ甲こうの鉄てつ爪づめやら分ふん銅どうやら足の裏の刃やいばなど、いわゆる暗あん器き──隠かくし武器のオン・パレード。ちなみに隠し武器とは、服の下に隠す物で裸体を隠す武器ではない。

　まるで一ひと昔むかし前の安いスペースオペラに出てくる悪役ヒロインのような、全ぜん裸ら以上にサヴい格好。

　な、なんで？　どーして？　いつの間に？

　落ち着け、イハナ様ならこんな時、取り乱したりは絶対しない！（それは確実！）震える手で、そっと右手の銃を触さわる。

「……！」

　確かに感じる袖そでの感かん触しよく。

　裸ではない、服は着ている──ただ透明になっているだけ。そう言えば、イハナ様が言っていた、犯人は透とう明めい人間かもしれないから気をつけろ、と。あの時は単なる比ひ喩ゆかと思ったが、これは──。

「……おい、キミ、どーした？　大丈夫か？」

「……大丈夫です。ちょっと失礼します」

　背中を向け、胸を隠かくしていた手しゆ裏り剣けんの束たばを腰にまわしてそこを隠す。（うう、隙すき間まが気になるけど……）両脇の銃を、透明のホルスターごと外して胸を隠すよう無理やり付け直す。銃じゆう身しんがブラジャー代わり……あまりに情けなさ過ぎる。ちゃんと服は着てるのに。

　ジィ・ニーは涙をこらえ、『烏からす羽ば』を手に取った。

　握る。力を込めて。

　ダメだ、イハナ様を失望させるな。

　ふと気づき、控えの二人の部下を見る。二人とも自分の身体からだを隠すのに四し苦く八はつ苦くしていた。が、殆ほとんど隠せてない。仕方がない。誰もがジィ・ニーのように武器をたくさん身につけているわけじゃないのだ。

　ジィ・ニーはため息をつき、二人を呼んだ。

「全員に連絡しろ、状況報告、それと……おそらく『異常』が起きているだろうが、混乱せずに任務を遂行しろ、とな。任務を果たせない事ほど恥ずかしい事はない。待たい機き部隊はここに集合──非常事じ態たいだ。……あと、『堂どう島じまコウ』もここに呼べ。あの男が一番、この状況を理解しているだろう。……私は」

　ジィ・ニーは悔しそうに、唇を嚙かんだ。

「イハナ様に、報告する……」







『ずーっと、使ったままです！　今もまだ使っています！』

「……頼むからもっと小さな声で……」

　コウはイヤホンを耳から離し、ため息をついた。真ま嶋じまも耳を押さえている。ちなみにこの携帯、複数機で同時通話が可能。

「一いつ体たい何を消してるんだ？　こんなに長く……」

　最初に一回、次に続けて二回、そして未いまだ終わらない長～い一回。もう十分以上使い続けている。

「このトラックを、消そうとしてるんだったりして」

　二人は今、運うん搬ぱんトラックのコンテナの中で作さく戦せん会議中。ここなら透とう明めい人間にいきなり襲おそわれる心配はない。

「……トラックを？　それにしたって、こんなに長く使う必要はないっスよ」

　こんなに長時間使い続けなければ消せない物って何だ？

　コウはため息をついた。

「それにしても、やっぱり《インヴィジブルエア》、底なしでしたね」

「常識知しらずよね、もう」

　普通のスプレー缶なら、とっくにガスが切れている。

「……《インヴィジブルエア》のガスも、オゾン層を破壊したりするんでしょうか」

　真ま嶋じまは口元を斜めにした。

「だとしたら、人類を滅ぼせるね」

「うわ、怖こわ。……にしても、遅いな、黒くろ服ふく……」

　コンテナの薄く開けた隙すき間まから外を見、

「いるかどうか見て来てくれって、頼んだだけなのに……。何か、あったか？」

「……」

「……俺ちょっと、見てきます」

　止める間も有らばこそ、飛び出していくコウ。もう誰もいない空間に「気をつけて」と声をかけ、

「……」

　ふう、とため息をつき、体育座すわり、真嶋は膝ひざの間に顎あごを埋めた。

　狭いコンテナの、冷たく冷えた床の上。

　思わず呟つぶやく。

「二人きり……」

『大丈夫です！』耳に響ひびく悪あく魔まの声。『あたしがついてます！』

「……ありがと」あんたに何ができるのよ。

　……ま、あたしよりは役に立つ、か。

　腕を伸ばし、──眺ながめる。バレーで鍛きたえたはずの腕。今ココにいる自分は、かつての自分ではなかった。少なくとも、かつて夢見た自分ではない。気になる人──そう、今はまだ気になるヒト──の瞳に怯おびえ、ついでに世界が少し怖くて（山やま崎ざきのバカヤロウ！）、何をすべきか分からない。

　こんなに自信を失っている。

　みんな、みんなあの、……四カ月前の事件のせい。

　……何やってるんだろ、ここで。

　コンテナの床に、手を当てる。冷たい床に触さわっていると、体温が抜け出ていくようで──。

「先せん輩ぱい」コウの声に、真嶋は顔を上げた。

「──なんか変です。黒服が一人もいない」

　そう言いながら上がって来る堂どう島じまコウは、服を着ていなかった。素すっ裸ぱだかで上がって来て、真嶋の横に裸のままで腰こし掛かける。真嶋はあっけにとられた。口を開け、開けたまま──。

「先輩？　どうかしましたか？　先輩？」

「……」

「先せん輩ぱい？」

　体を起こし、前から覗のぞき込んでくる。

　真嶋は口を開けたまま、顔を背そむけた。

「ちょっと、先輩？　おかしいですよ？」

　はっとして辺りを見回すコウ。と──。

「……笑ってるんですか？」

「……ごめん」必死に笑いを嚙かみ殺す。

「もう、心配させないで下さいよ。何事かと思ったじゃないスか」

「……ご、め……ん」

　涙を拭ぬぐい、こみ上げてくる笑いの嗚お咽えつを必死に押さえ、背中に背負っていたリュックをコウに差し出す。

「何で、す……」言葉が尻すぼみに消える。

　沈黙。

　しばらくして、がさがさとリュックを漁あさる音。リュックの中には《インヴィジブルエア》の攻撃を予想した対抗手段が入れてある。ちらっと横ヨコ目メると、コウがタオルを腰に巻いているのが見えた。

「……あの、ゴメンネ」

「……いいんスよ。不ふ可か抗こう力りよくです。それに次は」コウは両手を口元に当て、きゃっ、と言った。「先輩の番ですよ？　空気を遮しや断だんするわけにはいきません。いずれはココにも《インヴィジブルエア》はやってきます」

「……そうね」真ま嶋じまは口元を斜めにした。

「見たい？」

「……おっと、その手には引っかかりません。ＹＥＳと言ったらスケベと呼び、ＮＯと言ったら不能とけなすつもりでしょ」

　先に出てます、と言ってコウはコンテナから出て行った。途中、気の早いタオルが一足先に消えてった。コウのおしりが見えなくなるまで眺ながめた後、（すぐに「うひょう」と声が聞こえた。）真嶋は自分の服を見た。ちょうど、消える瞬間だった。あっという間に消えていく服。さようなら、服。こんにちは、あたしの身体からだ。

　……さて、どうする？

　タオルを巻いても無む駄だなようだ。

　真嶋はため息をついた。

　どんなに思い悩んだって、答えなんか出てこない。

　行動あるのみ。

　意を決し、立ち上がり、

　真ま嶋じまは外へと歩いていった。







　ノズルから手を離すと、ガスの噴ふん射しやが止まった。誰もいない周囲を見渡し、樋ひ口ぐち、

「これぐらいでいいでしょう」

「そうね。でもトキドキは、繰り返した方がいいかも」

　菜な々な那なの嬉うれしそうな声。勿もち論ろん姿は見えないけれど。

「うふふ、楽しくなってき・た。本当に楽しくなってき・たわ」

「遊びじゃないんですよ？」

「分かってるわよ。……でもね、楽しんだ方がトクだよ？　コーシだってそれを薦すすめる」

　コーシ？　……ああ、孔こう子しか。

　樋口はため息をついて、倒れている黒くろ服ふく──何も着ていないけど──を見た。気き絶ぜつしている。否いな、気絶させたのだ。ここは裸のパラダイス！　──オバカなシチュエーションだけど、その内ない実じつはシリアスそのもの。

　待ってろよ、堂どう島じまコウ。

　樋口は手の中の《インヴィジブルエア》を見た。勿もち論ろん手は見えない。けれど確かに持っている。宙に浮かぶ《インヴィジブルエア》を見て、心の中で、呟つぶやく。

　待ってろよ、堂島コウ。お前がやって来る必要はない。僕の方からやって来てやる。全てか無か、死か生か──果たしてヴァリヴァリ食べられるのは、僕とお前、どっちだろうな。

「……じゃあ、始めましょう」

「うん」

《インヴィジブルエア》を持った手に、重ねられる温かい指。七な七な七なの名を持つ少女の手を握り締め、樋口満みつ夫おは歩き出した。
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　アトリエから声が聞こえた。

「堂どう島じまコウは、まだか！」

　早速ドアを開け、叫ぶ。

「呼ばれて飛び出てジャジャジャジャ～ン！」

「……」

　思い切りハズし、コウはその場に崩れ落ちた。煤すすけた背中を叩たたく真嶋。

「……お前が堂島コウ、か」

　責任者らしい少女が近寄ってくる。

　年はコウと同じくらいか、ちょい上か。肌はだは褐かつ色しよく、長ちよう髪はつは黒、ブラの代わりに拳けん銃じゆう（本物？）を二に丁ちよう胸に下げ、ナイフの束たばをスカートのように腰に巻きつけている。他にも何か色々な武器がちらほらと──左手に持ってる長い物は、刀？　本物の？　……あんまり近づきたくないヒトのようだけど、かなり可愛かわいい。顔の造ぞう作さくといい褐色の肌の風ふう貌ぼうといい、もし彼女が日ひ炉ろ理り坂ざか高校の生徒なら、こんな目立つ子、知らないはずはないけれど……。

「堂どう島じまコウ……だな？」

「ああ」

「私はジィ・ニー。今回の警けい備び責任者だ」

「何て呼べばいい？　ジィちゃん？　ニーちゃん？　ネーちゃん？」

「好きにしろ」

「デコちゃん」

「……ジィ・ニーと呼べ」一いつ瞬しゆん広いおでこに手をやりかけ、ジィ・ニーは何もなかったように真ま嶋じまを見た。「……真嶋綾あや、間違いないな」

「……ええ」

「それでは早さつ速そく……といきたいところだが、……その前に」顔を赤くし、物もの欲ほしそうな目でコウと真嶋の身体からだを見て、「……それ、できたら分けていただけないか？」

「いいですけど、ただの塗料ですよ」

　コウと真嶋は透明になった服にスプレーペンキ（舞まい原ばる妹いもうとがリュックに入れてくれていた。ちなみにリュックも透明）で上から色をつけ、猥わい褻せつ物陳ちん列れつ罪を何とか免まぬがれようとしていた。もっとも往おう来らいでこんな格好をしていたら、例え要所は隠かくれていてもしょっ引かれるのは間違いない。裸にペンキを塗っただけ（正確には服に塗っているわけで、だからペンキはまるで浮いているように見える）、という格好で歩くのはかなりの勇気を必要とする。

「塗料……そうか。よし、みんな、思いつく限りの『塗料』を集めろ。哨しよう戒かい中の者にも教えてやれ」

　裸の女性達──なんでこんなに女、それも同年代の子ばっかり？──から、安あん堵どの声が上がった。気のせいか、がっかりしたような声と、あとはっきり「チッ」という海かい藤どうの声も。

「……それで、一いつ体たい何が起きとるのかね」

　はしごの上から、ほとんど格好の変わっていない朝あさ比ひ奈な大だい元げんが尋たずねてくる。

　コウは梯はし子ごの袂たもとに腰掛け、全ぜん裸らからセミ・ヌードになりつつある女の子達を眺ながめた。ここが天国かどうかは定かではないが、状況によっては本当に天国へ旅立つ事になりかねない。シリアスにいかないと。しばし考え、口を開く。

「今ここで何が起きているにせよ、落ち着く事が肝かん要ようです。と言うわけで、みなさん」

　一いつ拍ぱく置き、注目を集めた後、

「記念写真、なんてどーです？」

　ちゃきっ、と音がした。

　ジィ・ニーが刀の鯉こい口ぐちを切ったのだ。

　冗じよう談だん冗談、と慌あわてて首を振る。……ま、いいか。何人か笑ってくれたし。それで十分。

「それでは……お話する前に、ねぇ？」

　コウの目に、ジィ・ニーが頷うなずいた。

　うっ、という声と同時に、海かい藤どうとその女性社員、もう一人、知らない男、そして大だい元げんが、いつのまにか背後に忍び寄っていた『黒くろ服ふく』──しつこいようだけど着ていない──の手によって気き絶ぜつさせられる。

　……そう、部外者は知るべきではない。

　特に大元は。

　三人を他所に軟なん禁きんし、コウは話を始めた。







「……それではこの状況は、その《インヴィジブルエア》のせいなのか？」

「まず間違いないスね。ホント、……やってくれたぜ」コウは薄く微笑ほほえんだ。「逃げるかも、とは思った。あるいはゲリラでくるかも、ともね。……でもまさか、正面から攻めてくるとは……思いもしなかった」

「……だが、このエリアに《インヴィジブルエア》を充満させて我々を裸にした、その目的は何だ？」

「それは……一つは、俺達の動きを制限する事でしょうけど……」

　いや。

　……何かが腑ふに落ちない。腑に落ちないのだが、それが何か分からない。

「……もう一つは、……多分これを封じる為ためです」

　コウは何かを取り出し、ジィ・ニーに渡した。

　透明のそれを手の上で確かめ、

「……これはゴーグル……熱源探たん知ち仕し様ようのノクトビジョンか」

「ええ。そいつを使えば透とう明めい人間だって見つけられる。……でも、やられた。身に付けた瞬間透明になり、画面を見る事ができない」

　そしてその事実の意味するものは──。

　ジィ・ニーが頷うなずいた。

「……そうか、これでは透明人間を見つける事はできない。……その為に、身に付けているものを透明に変えたのか……」

　新たに身に付けた物も透明になるのは、さっきのタオルで実証済ずみだ。

「……ちなみに、赤外線カメラ付きの監かん視しカメラなんかは……」

「ない」首を振るジィ・ニー。「そんな事件を想定してアトリエなんか作るものか」

「……ですね」

「今や敵は、完全な透とう明めい人間となった。……それで、敵の次の行動は？」

「……分かっている限りの、樋ひ口ぐちの最後の行動は？」

「……仲間が二人、樋口の部屋の前で行方ゆくえ不明になった。……それともう一人、股こ間かんを潰つぶされて……」

　コウは青ざめた。

「……ひょっとして、そいつ、男？」

「……ああ。この作戦に参加した、たった一人の男だった」

「惨むごい……いや、それだけ本気という事か……」

　思わず自分の股間を押さえ、コウはうめいた。少女が一人、何か言いたそうにしていたが、結局何なにも言えずに引っ込んだ。

「……とにかく、奴やつの最終目的は《マリア・ドール》を持ち去る事、です。《マリア・ドール》はまだここにある。そしてその為には二つ、必要なものがある。運うん搬ぱん用の車と……」

「《マリア・ドール》を運ぶ為ための、リフト、だな」

　ジィ・ニーはアトリエ内の壁かべ際ぎわ、大だい理り石せき柱ちゆうの近くに置いてある二台のリフトを見た。

「《マリア・ドール》は、樋口一人では動かす事さえできまい。例え朝あさ比ひ奈な菜な々な那なが手伝ってもな。……どうしても、あのリフトが必要なわけだ。なら奴は、必ずここにやって来る。リフトを奪いに」

「そうです。我々は、リフト、車、そして《マリア・ドール》のどれか一つを守り切ればいい。だが《マリア・ドール》は表立っては守れない。まだ敵に、《マリア・ドール》の隠かくし場所は分かってないと思わせていた方がいい。だから我々は、ここでリフトを守りましょう」

「いっそ壊しちゃったら？」と真ま嶋じま。

「それしちゃうと、敵を追い込む事になります。窮きゆう鼠そ猫ねこ嚙かむ。出方が分からないのは困る。だからそれは最後の手段。……もっとも、車に限ってはそうではないスから」

　コウは透明のポケットから透明の何かを取り出し、ジィ・ニーに渡した。

「……何だ？　これは」

「あのトラック、細さい工くしておきました」

「……」

「そしてですね、皆さん」

　コウは固かた唾ずを飲んでこちらを見ているセミ・ヌードの少女達に向き直った。

「……確かに敵は透明人間、ですが恐れる事はありません。何な故ぜなら《インヴィジブルエア》は、《インヴィジブルエア》の入ったスプレー缶そのものは消せないからです。そして透明人間は、物を隠し持てない。従って、こいつは《インヴィジブルエア》をふよふよさせて移動しなければならない。……勿もち論ろん、《インヴィジブルエア》を置いていけば別ですけど。……だから、とにかく我々は、目を皿のようにしてスプレー缶がふよふよしているのを探せばいいんです。……状況に応じて、ですが」

「その通りだ」ジィ・ニーが後を引き取った。「よし、班を分けよう。『リフト』を守る班と《インヴィジブルエア》を探す班。敵はどうにかして『リフト』を奪おうとするだろうが、恐れる事はない。知恵も力も物量も、我われ等らの方が勝っているのだ！」

　わぁあぁと上がる歓声。指揮云うん々ぬんはジィ・ニーに任せよう。コウは梯はし子ごの段に腰こし掛かけた。その隣に、真ま嶋じまが座る。

「……あのさ」

「はい？」

「菜な々な那な、さんは……」

「……」

　彼女は、果たして彼女はどうなのだろう。脅おどされて連れ回されているだけか？　それとも、まさか……。

　コウは頭を振った。

　考えても仕方ない。

　散さん開かいしていく半はん裸らの少女達を眺ながめる。……うふっ、いい眺め。だが樋ひ口ぐちは何の為ために、こんな眺めを用意したのか？　果たして本当に、ノクトビジョンを封じる為だけなのか？

　何かを忘れてる。

　何かを見落としてる。大事な何かを。

「……アトリ、変わりはないか？」

『ハイ……何かさっきから、細かく使っていますけど……』

　一いつ体たい何をしてるのだろう。どうやって、リフトを手に入れる気だろう。コウは耳たぶを触さわった。もにもにしてみる。

　樋口は必ずここに来る。リフトを奪いに。そして堂どう島じまコウを探しに。それは間違いない──だがどうやって？　いくら《インヴィジブルエア》で透とう明めい人間になっていても、この状況でリフトを奪う、なんて事ができるのか？

　一体何を見落としている？







「……ね、あれ！」

　まさに『スプレー缶』見つけ、リランは声を上げた。慌あわてて口を押さえるミカル。

「しぃっ！」

「……アレ……じゃない？」小声で言う。「《インヴィジブルエア》の、スプレー缶……」

　石いし垣がきの亀き裂れつの中に、それはあった。

「ここに隠かくして、どっかに行った……って事？」

　周囲を警けい戒かいする。誰かがいる気配は感じられない。

「そっと、そぉっとよ……」

「うん……」

　そっと忍しのび寄ってくる二人を息を殺して待ち受け、樋ひ口ぐちは最初のやつから取り上げたスタンロッド（透明）を振り上げた。







『今、話せますか？』

　いきなりの携帯（やっぱ透明）からの声に、コウは飛び上がった。

「わっ、びっくりした」

「舞まい原ばるさん！」

　舞原妹いもうとの感情のこもらぬ声に何な故ぜか安心を感じ、コウはため息をついた。

「……驚かすなよ。今まで何してたんだ？」

『樋口の事を調べていました。家族はいません。よってこちらからの支援は不可能です』

　……どんな支援をする気だったんだ？

『それにしても……まさか正面切きって《インヴィジブルエア》を使ってくるとは。正直予想していませんでした。想そう像ぞう外の敵は、強敵です』

「心強いお言葉」コウはため息をついた。

「もっと元気の出るような話はないんか？」

『コウさん、思い出して下さい！』アトリの声が割り込んでくる。『《ゴールデンライトアーム》です！』

「何それ」と真ま嶋じま。

『何です？』と舞原妹。

「金のなる木だ。……それより、どう思う？　この状況」

『正直言えば』全く無感情な声。『見たいですね』

「何の話だ。あああ、何の話だ？　一体何を言っているんだ、俺は真ま面じ目めに聞いてるんだぞ？」

『……コウ、あなたの話が確かなら、それはある事実を物語っています。……もう気づいているとは思いますが』

「言って言って」

『敵は……樋口は、知っていた事になる。あなたが、樋口の魂たましいを奪いにやって来る事を』

　息を吞のむ音。

『ええ？』アトリがスットンキョーな声を上げた。『うそです！　なぜ、なんで、どーしてそんな？』

『……樋ひ口ぐち満みつ夫おの行動は、明らかに堂どう島じまコウ、あなたを意識しています。あなたの正体を知っていたとしか思えません』

「……ああ」虚こ空くうに向かって頷うなずくコウ。

「俺も、そう思う」

『そんな、そんな……』

「……ちょっと待って？　それって、もしかして……」

『そうです。……樋口は恐らく理解している。堂島コウを殺してしまえば、自分の魂を取られずに済むという事を』

「……だろうな」

『樋口の目的は二つ、《マリア・ドール》を奪う事と──コウ、あなたを殺す事。分かっているとは思いますが』

「あい」

　さぁ、ハードになってきたぁ！　──コウは鼻の頭をぽりぽり搔かいた。







「あの……」

　と言う声に、レギとＭＩ５５は振り向いた。

　男が一人、こちらを見て両手を振っている──何も持ってない。だが間違いなく、樋口。

　レギとＭＩ５５はそれぞれ警けい棒ぼうとスタンロッドを構えた。

　が、頭はすっかり混乱している。

　なんでこいつは透明じゃないんだ？

　ゆっくりと、油断なく樋口に近づきつつ、

「何のつもりだ？」

「手間を、……省こうと思って」

「手間、だと？」

　何考えているのか、分からない奴やつだ。下へ手たに話は、しない方がいいだろう。一気に気き絶ぜつさせてやる。

　ＭＩ５５はスタンロッドのスイッチを入れた。

　間合いをゆっくり詰めていく。

「！」

　いきなり樋口が飛び退すさった。が、逃がさない！　一気に飛びかかろうとした瞬間、足に何かが絡からまった──透明のロープが。一気に上へと吊つり下げられた瞬間、透明の何かを押し当てられ──身体からだ中を衝しよう撃げき！　ＭＩ５５は意識を失った。だから、レギの悲鳴は聞こえなかった。










「ちょっ、ちょっと待ってよ！」

　真ま嶋じまが叫んだ。

「先せん輩ぱい、落ち着いて」

「落ち着いてってね──おかしいじゃない、堂どう島じま君は手伝ってるだけでしょ？　実際に魂たましいを取るのは、悪あく魔まのアトリじゃないの！」

『違うんです』と、アトリ。

「……え？」

　コウはゆっくり、真嶋の視線を受け止めた。

「……実はそれ、逆になっちゃったんスよ。アトリの手伝いをするんじゃなく、俺の魂集あつめをアトリが手伝う、って事に。今は俺が、俺おれ自身の為ために魂を集めている」ちょっと考え、付け加える。「……俺の夢を叶かなえる為に。何でも百八分ぶん量りようの魂エネルギーで、俺の夢は叶うそうです。悪魔に、俺の魂やんなくても」

「それって」

「取り引きしたんですよ、前回の事件の時。俺の魂を代だい償しようにしない代わりに、悪魔として俺が魂を回収する……って。ヤな話でしょ？」渋じゆう面めんを作る。「だから、……できればずっと話したくなかった。……俺は、見かけほどいい奴やつじゃないんです。見かけはすっごくいいのに」

「……」

　しばらくの沈黙の後、アトリの言葉が聞こえてくる。

『……ですから、あたしのアストラル体はもう、コウさんの魔ま力りよくとしてしか存在していません。コウさんが相手の魂を『永遠』に変えられるように、全すべて、コウさんの力に変換されているんです。そしてその力も、相手が負けを認めるまでは封ふう印いんされてて使えません。……コウさんはもう、勝つしかない、あたしには、助けられません……』

　いや別に、アトリの『力』を期待していたわけじゃないけど。

　ちょい重苦しい雰ふん囲い気きの中、コウは真嶋の顔を眺ながめた。真嶋は視線を逸そらさなかったが、その瞳は無む機き質しつで、何を考えているのか分からなかった。







　ぷしゅう、というその音は、壁の向こうから聞こえた。

　何だろう、と見た瞬間、壁に穴が空いていく。

　あっという間に広がった穴の向こうには、男が一人。

「ああ、なんだ、そこにいたのか」樋ひ口ぐちは言った。「待ってて。今すぐそこにいくから」

　リー・チュンとハルゥは顔を見合わせた。







「お嬢じよう、アトリ」コウは二人に呼びかけた。「十分くらい、先せん輩ぱいと二人きりにしてくれない？」

『いやです』イヤォ、即そく答とう。

「……ハナちゃん？」

『あなたと真ま嶋じまを二人きりにはしたくありません。……二人とも半はん裸ら、といったこの状況では特に』

「理解し難い冗じよう句くはやめろ」

『……七分だけですよ』ぷっ、と携帯の切れる音。

「アトリ」

『……えへへ、ばれちゃいましたか』ぷっ、とこちらも切れる。

　コウは改めて真嶋に向き直った。

「……何よ」

「別に謝ったり言い訳したりする気はありませんから、構えずに聞いて下さい。

　敵が──樋口が俺を殺そうとしているのは、人としてはともかく、全然間ま違ちがっていません。正しい選択です。……少なくとも俺は、同じ事を樋口にしようとしているわけですから」

「……」

「魂たましいと引き換えに願いを叶かなえると言う事は、結局そういう事なんです。その願いの為ために、他の大事なものを犠ぎ牲せいにする──むしろ犠牲は、多ければ多いほどいい、その夢の価値が証明されるから。だから樋口は魂を賭かけ、さらに色んなものを犠牲にしようとしている。……俺も同じです。俺は自分の夢の為なら、それ以外のものを平気で捨てます。

　その覚悟はできてます」

「……無む茶ちや苦く茶ちや！」

「分かってます。だから分かれとか、認めろとか、許してくれとは言いません。……ただ、これだけは頭の隅すみに置いといて下さい」

　コウは咳せき払ばらいをし、真嶋に顔を近づけた。

「……先輩は大事な人です。それでも、もしそれが必要なら俺は躊躇ためらわず先輩を利用し踏みつけにして切り捨てます。必要に応じて助けを求め、見み殺ごろします。それが俺の夢の為なら、……殺します。もし……もしもですよ、仮にもそんな事ないとしても、例えば先輩が俺の事好きだったりしたら、俺はそれをも利用します。甘い言葉を囁ささやき、親しげに身体からだを触れ合わせ、必要ならこの身を差し出し、最後には奈な落らくの底へ突き落とします」

「……そんな事を言われて」真嶋は無表情に、言った。「なんて答えればいいのよ」

「こう言って下さい。覚悟はしてるって。これはコウの手伝いではなく自分の意志で決めた事だ、って。借りとか友達とか義ぎ理り人にん情じように関係なく、自分の意志でしてる事だと言って下さい。都つ合ごうのいい話ですけど、そう言って貰もらえれば、俺、かなり楽になります。

　……少なくとも最終的には、自分の意志で決めてください。俺の部屋で、イハナが言っていたように──これは俺の『私用』なんですから」

「……私用……」

　……コウは微笑ほほえんだ。

　そっと、右手を伸ばす。

　真嶋がびくっとするのも構わず、その手は真ま嶋じまの左ひだり頰ほおから耳の下に入り、髪に差し入れられる。

　髪を梳すかかれ、耳をくすぐる、かすかな感かん触しよく。

　恐怖と嫌けん悪おと、かすかな、でも確かに在る快感。全身が鳥とり肌はだ立たつような、泣きたくてたまらなくなるような、切ない、切ない快感──。

「……ね、先せん輩ぱい」コウが照れたように笑った。「……髪、伸ばしません？」




「はうあっ！」




「……はうあ？」

　コウは横を見た。真嶋も。

　ジィ・ニーが顔を真っ赤に、胸を押さえて立っている。

「……う、あ、す……すまない、そ、その、私に構わず……続けてくれ」

　コウの顔が赤く染まる。

「……聞いてたの、か？」

「あ、いや、その、聞く気はなかったんだけど……いや、あの、何かなー、って……」

　ぼっ、ぼっ、ぼっと三段階に顔を真っ赤に染めて、コウはジィ・ニーに詰め寄った。

「……忘れろ！　今すぐ、直ちに記憶をなくせ！」

「……いや、あの、良かったと思う。本当だ、感かん銘めいを受けた」

「わ[image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん]よせ[image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん]黙れ[image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん][image: なみせん]！」

「……何よそれ、……あたし、そんな恥ずかしい事聞きかされてたわけ？」

「少なくとも人に言えるよーな話じゃないっしょ？　イイイ、いいから忘れろ！　他た言ごん無む用ようだぞ！」

「……でも、この辺が、なんかずっきゅーんと……」

　そりゃその銃が暴ぼう発はつでもしたんだろ、とコウはユデダコのままジィ・ニーの押さえてる胸を見た。二に丁ちようの拳けん銃じゆうで隠かくされて（？）いるそこを。拳銃も浮かばれまい、こんな使われ方をして……いや、喜ぶかな。

　ずっきゅーんと、頭の中で何かが弾はじける。

　まさか……まさか、樋ひ口ぐちが俺達を裸にした、本当の目的は──。







「それにしても」菜な々な那なの呟つぶやき声。「この人達、警けい棒ぼうかスタンガンしか持ってないね」

「さっきの人はロープとナイフを持ってましたよ」

「ダメよそんなじゃ。セッカク有利なんだから、せめてガンぐらい持ってて欲しいわ」

「ガン？　ガンって……」

《インヴィジブルエア》のスプレー缶がふよふよ揺れる。

「ここは日本ですよ？　拳ガ銃ンなんて」

「……ナンドモ言うけどね、ヒグチ、敵に期待するのは間違ってる」

「期待してるのは、朝あさ比ひ奈なさんのほうでしょう？」

「そか」笑い声。

　ため息をつき、樋口は新たに手に入れた警棒と手て錠じように《インヴィジブルエア》を吹きかけ透明にした足元、電撃スタンを受けて気き絶ぜつした裸の黒くろ服ふくを眺ながめる。まだ少女、だが、年は下でも恐らくプロ？　──本当なら、樋口が敵かなう相手ではないのだろう。

　だが。

《インヴィジブルエア》が生み出した、この状況の中では──。

　そうだ、と樋口は頷うなずいた。例え堂どう島じまコウが《悪あく魔まのミカタ》だろうと、決して勝てない相手ではない。知恵と勇気と冷静ささえ失わなければ。

　それは、人という種しゆが牙きばと爪を捨てる事で得た、力。

　それに《インヴィジブルエア》が加われば、まさしく鬼に金かな棒ぼう、例え堂どう島じまコウだって、恐れる事は何もない。

　透明になった警棒を握り締め、樋口は周囲を見渡し何もない空間に言った。

「さぁ、次に行きましょう」

　何もない空間から、確かな答えが返って来る。

「行マくアぜチ！」

　もうこの二人を、止められるものは何もない──。







「……おい」

「何だ？」

「……他に、銃を持っている奴やつは？」

「いや、私だけだが」

「……外せ」

　へ？　と目を白黒させ、慌あわてて胸を隠かくすジィ・二──に、さらに詰め寄るコウ。

「そいつを外して、どっかに隠せ！」

「い、いきなり何を」

「……畜ちく生しよう、とんだ思い違いだ！　樋ひ口ぐちの目的は、『リフト』を奪う事なんかじゃない！」

「……どういう事だ？」

「奴やつが俺達を裸にした本当の目的は、こちらの戦力分ぶん析せきだ！　だから服だけを消して、武器は消さなかったんだ！　武器を隠せない状況、戦力差を分析できる状況で、こっちは戦力を分ぶん散さんさせてしまった──畜生！　ジィ・ニー、部下を呼び戻せ！　奴の目的は『リフト』を奪う事じゃない、奴の目的は俺達を全滅させる事だ！」

　リフトなんて、その後ゆっくり奪えばいい。

「……！」

　ジィ・ニーは理解した。敵の武器が分かれば、攻こう略りやくは易やさしい。また、奪うべき武器の在処ありかも分かる。

「そうか、……しまった、私は……」

「いや、これは俺の失敗だ。相手が隠おん密みつ行動を取るだろうと勝手に決め付けた俺の、な。とにかく、部下を呼び戻せ。どれぐらいの武器が奪われてるか分からないが……」

　武器を持った透とう明めい人間……ぞっとして辺りを見渡す真ま嶋じま。広いアトリエの、異い形ぎようの彫刻の林の中……勿もち論ろん、ここに樋口はいない。二つの扉はきちんとしまり、ジィ・ニーの部下が見張っている。だが──。

　あらためて、透明人間の恐ろしさを思い知らされる。

　しかもそれは、今や武器を持って、リフトを奪うのではなくこちらを全ぜん滅めつさせる為ためにうろついているのだ。

　その為に、武器だけは消さなかったのだ。

「……とにかく、ジィ・ニー、銃は外して何ど処こかに隠せ」

　連絡を待ちながら真嶋と同じ様ようにアトリエ内を見渡していたジィ・ニーに、コウは穏おだやかに声をかけた。

　はっとするジィ・ニー。

　……もしも透明人間に、拳けん銃じゆうを持たれでもしたら……。

　背せ筋すじを寒さむ気けが走り、慌あわてて胸から拳銃を外す。ずっとそこを凝ぎよう視ししていたコウは、褐かつ色しよくの中に白っぽいモノが見えた瞬間、思わず顔を背そむけた。急きゆう激げきに。その突発的な動きが戦士としての自己防ぼう衛えい本能を誘ゆう発はつし、しかも怯おびえていたジィ・ニーは拳銃を構えて反射的に、

　撃うった。







　ラルナルガルとＭＳ２３は、もはや一歩も動けなかった。部屋の中に入ったのに、そこが外、だったからだ。勿もち論ろん、理り屈くつは分かっている。樋ひ口ぐちが《インヴィジブルエア》で、床から壁から天井から家具から全すべてを透明に変えたのだ。だから外に見えているだけで、本当は部屋の中にいるのだ。いるはずなのだ。

「……ひっ！」

　動いた拍子に足に何かが触れ、ラルナルガルは悲鳴を上げた。……分かってる、ただの、透明のソファだ。分かってる……けど、動けない。敵が何か罠わなを仕掛けているかもしれない。……いや、もっと根こん源げん的な恐怖が二人を包んでいた。火の傍そばで闇やみの向こうを恐れる『恐怖』、海面上で波の下、深海の向こうを恐れる『恐怖』、ベッドの下、クローゼットの中、暗がりの向こうの『恐怖』──見えない、まだ知らない何かを恐れる、それはもっとも根源的な、本能的な『恐怖』だった。

　──不ふ可か知ちの、未知に対する『恐怖』。

　透明であるという事が、こんなにも恐ろしい事だったとは。

　二人はもう、一歩も動けなかった。

　籠かごの中の鳥を撃うつように二人を仕し留とめ、息を吐いた丁ちよう度どその時、銃声が聞こえた。

　びくっ、と身を竦すくませる樋ひ口ぐち。

「……誰かが、撃った？　銃声？」

「ほら、ヤッパリ、持ってる奴やついたじゃない」勝ち誇った菜な々な那なの声。「……奪えないかな？……奪わない方がいいかナ？　罠かも」

「罠？」

「それか、……脅おどし。……えーと、これで何人目？」

「二十四人」

「頑がん張ばったネ。ま、この人たちもフガイナイけど。……じゃあ後は、十人？」

「……八人」

「……そろそろ次のふぇいず、かな？」

「……うん」

　銃声か。

　何な故ぜだろう、樋口は恐怖を感じなかった。

　むしろ望むとこだと思った。







「コウ！　しっかりしてコウ！」コウを抱き支え、真ま嶋じまはジィ・ニーを睨にらんだ「な、な、何やってるのよ！」

「そ、そんな……こ、こんな」

　可哀かわい相そうなぐらいに狼狽うろたえているジィ・ニー。

　コウは痛みをこらえ、微笑ほほえんだ。

「……先せん輩ぱい、俺なら大丈夫ですから」

　かすれ声なのが、我ながら情けない。

「……大丈夫って……撃うたれたのよ？」

「右みぎ上じよう腕わん部ぶをかすっただけです」

　かすっただけで、こんなに痛いとは思わなかった。なんか傷口を軽かる石いしでゴシゴシ擦こすられているような痛みをこらえ、コウはジィ・ニーを見た。泣きそうな顔でこちらを見ている。胸むね丸まる出だしで。あんな大きな胸なのに少しも揺れないのは透明のブラのせいだろう、何て冷静に判断し、コウは目をそらした。そして言う。

「……つーかこの距離で当てられないって、何か問題ない？」

　ムッとして、「何とか外したのだ」……済まなさそうに、「……威い張ばれる事では、ないな……」

　コウは笑みを浮かべた。

「……気にしないで下さい。状況が状況ですから」

「……コウ」

「堂どう島じまコウ、だが、私は……私のせいで」

「何しろ透とう明めい人間がうろついてるかもしれないんです。敏感になっても仕方ない。……あの場合、いきなり動いた俺が悪い」にんまりして、「いーもん見せて貰もらったし……イタタ、つねらないで先輩。俺、怪け我が人にんなんスよ？」

　ぴっ、とイヤホンから電子音が聞こえた。

『七分です。……何事です？』と舞まい原ばる妹いもうとの声。

「あんたの部下が、コウを撃ったの！」

『……コウを？　撃ったとはどういう意味です？　コウ……怪我をしたのですか？』

「平気。かすり傷。舐なめときゃ直る。……舐められる場所じゃないのが難」

『一いつ体たい何があったんです？』

「おっぱいを見せろと言ったら、いきなり」

『……』

「……」と真ま嶋じま。

「……」とジィ・ニー。

「……とにかく、だから怒らないでやってくれ。悪いのは、俺なんだ」

　ため息が聞こえた。気がした。

『……無事なのは分かりました。それで、何か進展は？』

　コウは舞原妹に分かった事を話した。その間に、探たん索さく班はん三チーム二十四人が全員連れん絡らく不通になっている事が分かる。

　遅かった。気づくのが。

『……分かりました。アトリを拾って、私達もそちらに向かいます。既すでに援軍は送ってありますが──到着まで、持ち堪こたえて下さい』

「頑がん張ばりりマス」まず無理だろう。

『それでは後ほど』

　電子音。

　ふぅ、と息を吐き、やっと自分が真ま嶋じまに抱きかかえられたままなのに気づく。……まぁいいか、コウは身体からだをもたせかけた、裸の身体を宙に浮く『色ペンキ』で隠かくしただけの少女に。自分もほとんど裸──確かに見かけは裸なのに、触れ合っている部分にそんな感かん触しよくはない。ちゃんと服を着ている感触。

　何やら五感かんの狂った感じ。

　──これが、《インヴィジブルエア》の世界──。

[image: ]

　そしてコウは、そこに適応するのが遅すぎた。外に出た者が全ぜん滅めつしたのなら、樋ひ口ぐちはすぐにもやってくるだろう。対応策は、あるか？　時間は？　そもそも、一いつ体たい何をすればいい？

「……大丈夫か？　堂どう島じまコウ」

　手に医療キットを持って、ジィ・ニーが近づいてくる。

「うん。平気」

「……手当て、を」

「頼む」

　ジョキジョキと、透明の布を切っていく。（良かった、あのＴシャツ着てなくて、とコウは思った。）皮と肉が裂けはぜて傷口は黒く変色し、そこを中心に周りがだんだんと紫むらさき色いろになっている。あっ、やばっ、見てるだけで痛くなる。

　馴なれた手つきで消毒しながら、話し掛けてくる。

「……済まない。痛むか」

「……男の子だもん、平気ですぅ♪　……それより、気づいてる？」

「何がだ」

「胸、ほり出しのままですが。……いや、いいんだけどね、俺も一応、男の子だし」

「……」

　褐かつ色しよくの頰ほおが赤くなる。が。

「……構わない」

　……えーと。

　真ま嶋じまの顔が赤くなった。

「な、なに言ってるのよ？　恥ずかしくないの？」

「恥ずかしい……恥ずかしい事は恥ずかしいのだが、その、例えば痛みが紛まぎれるんなら……」

　声が小さくなっていく。

「……そーゆー気の使い方は、ちょっとなぁ。……それとも、恐るべし《インヴィジブルエア》、理性という壁をも消して秘められた性せい癖へきを露あらわにしたか？」

「そういうんじゃない！」

　ぐっ、とコウの肩を摑つかんで自分の方に振り向かせるジィ・ニー。瞬間的な痛みに、危うく声を上げそうになる。

「あ、あの」俯うつむいて、話し始める。「私は……その、いいと思う、お前の、事……。とても、その、はっきりしていて……その、とても、いい」

「はぁ」

　何やら潤うるんだ瞳でコウを見つめていたジィ・ニーだったが、やおら突然、

「はうあ！」

「はうあ？」

　一体どこの国のどういう意味の言葉だろう、と聞く間も有らばこそ、コウに向かって飛び掛ってきた。まさにそんな感じで抱きついてきた。はぅあ！　と右肩から走る稲いな妻ずまのような激げき痛つうにコウの顔が蒼そう白はくになる。

「ちょ、ちょっとあんた！　いきなり何してんのよ！」

「……分からない……けど、こうしたい……こうしてないと、なんだか、私は」

「わけ分かんない事言ってないで、離れなさいっ！」

「……やだっ！」

　きゃーっ、と、歓声が上がった。『リフト』を見張っている七人の少女達からだ。相も変わらず半はん裸らの少女達は、まさしく興味津しん々しんとコウとジィ・ニーと真ま嶋じまのやり取りを眺ながめている。コウは、右、左、目のやり場に困りつつ、波のように現れ消える高低差のある痛みのうずきに身もだえしながら考えた。俺は何をしてるんだろう。銃に撃うたれ、半裸の女の子に挟まれて、ココで何をしてるんだろう。こんな事してる場合じゃないのに。







「……アイツは何をしてるんだろう」

《インヴィジブルエア》で壁に創つくった小さな穴から中の様よう子すを覗のぞき込み、樋ひ口ぐちはうめいた。

「僕は命をかけて戦っているつもりなのに、アイツは何だ？　ここはハーレムか？　女だらけの水泳大会か？　畜ちく生しよう、悔しい。何だか無む性しように凄すごく悔しい。とてつもなく悔しい」

　菜な々な那なは冷静だった。

「……あの人が持ってる、あれ、刀？　サムライ・ブレード？　あの人サムライ？」

「……どうでしょう」

　何しろ銃とかアリなのだ（流石さすがは舞まい原ばる家）、サムライだってアリかもしれない。

「……ママ・ミーア！」

　サムライ・イェイ！　と菜々那は両手親おや指ゆびを立てた。勿もち論ろん誰にも見えないけれど。今も菜々那は透明のまま、樋口は姿を現している。

「コレが終わったら、あの人、サインしてくれないカナ」

「……どうでしょうね」

「きっとあの人、強いよ。サムライだもん。今までのヨウニハいかないと思う」

「……でしょうね」

　アレが恐らく、『堂どう島じまコウ』への最後の難なん関かん。

　菜々那は樋口を見た。

「……やれる？」

「……一つ、聞いていいですか？」

「何？」

「どうしてこんな、……手伝ってくれるんですか？　……僕はあなたをさらい、監かん禁きんし、《マリア・ドール》を盗んだ男なんですよ？　なんで……」

「……コノゴにオヨンで疑ってるワケ？」

　菜々那の強い口調に、慌あわてて首を振る。

「ち、違いますよ、本当に、なんでかなーって」

「面白いから」

「……」

　声しか無い菜な々な那なの顔を虚こ空くうに探し、樋ひ口ぐちは吹き出した。

「……成なる程ほど」

「……信じてない・んだ」

「……いいえ。逆です。とてもあなたらしい……」

「バカにしてる？」

「とんでもない。……んじゃ、僕、行ってきます」

　樋口はポケットの中の《インヴィジブルエア》を確認し、アトリエの中に入っていった。







　……さぁ、堂どう島じまコウ、僕の方からやって来たぞ。最後の勝負といこうじゃないか。

　全すべてか無か、死か生か──己の夢と、

　──魂たましいを、賭かけて。




　　　Ⅲ．




　アトリエのドアを音を立て開き、樋口は堂々と入ってきた。その姿を認め、

「あんたには驚かされっ放しだなぁ」コウは笑った。「行動が、早い、読めない、無む駄だが、無い」

「僕だってびっくりしたよ」樋口も笑った。「こんなに早く、僕を見つけるなんて」

「……いやそれは、種たねを明かすと《マリア・ドール》を買ったのが俺の友達だったというだけっス。──まぁさぁに奇妙な縁みすてりいサークル」

　コウの言葉に、芝しば居いがかって肩を竦すくめる樋口。

「……ま、どうせ、遅かれ早かれだったんだ」

「それで、朝あさ比ひ奈な菜々那と舞まい原ばる家の『黒くろ服ふく』達は？」

「全員無ぶ事じだよ。……これは僕と君の問題だからね。……それとも」

　樋口は『リフト』の方、半はん裸らの少女の団体を見た。睨にらんだ。口を開く。

「誰か邪じや魔まする奴やつがいるのか？　いいよ？　構わない。一対一でも一いつ対多たでも。僕には……これがついている」

《インヴィジブルエア》を掲げ持つ。

「さぁ、誰か邪じや魔まする奴やつがいるのか？」

　嘲あざけるような樋ひ口ぐちの声に、少女達から黄色い悲鳴ブーイングが上がる。

　コウ達も叫んだ。

「──卑ひ怯きよう者！」とジィ・ニー。

「すけべ！」と真ま嶋じま。

「デコちゃん！」とコウ。

「……デコちゃん？」

　睨にらんでくるジィ・ニーの視線を無視し、コウは半はん裸らの少女達に首を振った。

「挑ちよう発はつには乗らないで下さい。やめといた方がいいス。アレには勝てない。……なんせ悪魔と取り引きして得た力だし」

　樋口、笑い、

「何の事だか分からないよ、堂どう島じまコウ」

「……ちっ、惜しい」

「とにかく、……チェックメイトだ、堂島コウ。……それとも、まだやるか？」

　コウは口元に笑みを浮かべた。

　まさしくチェックメイト。

　完全に、主導権は奪われた。

　甘かったな、……見立てが。

　こうなったら……。

「……他に選せん択たく肢しは、ある？」

「ない」

「だよなぁ。んじゃ、やる」

「だろうな」樋口は頷うなずいた。

　コウを見る。

　凝ぎよう視しする。敵。互いに相あい容いれない存在。

　──奇妙に共感有ある瞬間──。

　──数すう瞬しゆんの後、

「……さぁ、来い」

　コウが立ち上がり、出てくるのを待つ。

　立ち上がり、出てくるのを待つ。

　……立ち上がるのを待つ。

　……立ち……。

「……何やってるんだ？　早く立て。戦うんだろ？」

「そうしたいのはやまやまなんだが」

　コウは頭を搔かいた。

「……いいか、立つ為ためには、座ってなければならない」

「？」

「立っていては立つ事はできないのだ」

「はぁ？」

「……だから、ちょっと待ってね。今、因いん数すう分ぶん解かいしてるから」

「因数……？」

「般はん若にや心しん経きようなんか効くかも」

「般若……」

　コウを見る。何な故ぜか腕から血を流し、半はん裸らの女の子とさらにトップレスの女の子に両りよう脇わきから抱きかかえられて座ってる。向こうには、くどいようだけどセミ・ヌードの女の子達。

　樋ひ口ぐちが来るまで、ずっとこの状況。

　……ああ。

　コウと樋口は見つめ合った。

　共感の瞬間だった。

「……うん、……待ってる。早くね」

「……ごめん」

　樋口は意味無なく《インヴィジブルエア》を噴き出させながら、堂どう島じまコウは大した奴やつだと感かん服ぷくした。僕はこんなに緊きん張ちようしてるのに。若いって素晴らしい。コウも樋口をいい奴やつだと思った。奴は紳しん士しだ、うん。……そしてそこに、付け込む隙すきがあるかもしれない。

　そう、まだ終わった訳ではない──。

　はっ、と真ま嶋じまが顔を上げた。そして──。

「……あっ、いた！　先せん輩ぱいやめてっ！　これはしょーがないんスよ男としてはっ、うわ、いてぇ！」

　──と。

「……私の主人は、舞まい原ばるサクラ・イハナ様だ。だが……」

　立ち上がるジィ・ニー。鞘さや袋ぶくろから刀を取り出し、頰ほおを赤くしてコウを見る。

「……だが、もし……」

　コウとジィ・ニーの視線が交こう錯さくする。

　沈黙の後、

　口元を斜めにし、コウは言った。

「……頼む」

「易やすい御ご用ようだ」

　ジィ・ニーは顔を真っ赤に、微笑ほほえみ、左手に鞘さやを構え、右手を軽く柄えに当てた。小指で柄の握りを確かめながら、

「樋ひ口ぐち満みつ夫お、まずは私がお相手しよう」

「……お好きに」

《インヴィジブルエア》を左手に持ち替える。

　──いいさ、別に。予想はしてた。準備はしてる、そして覚悟も。

　──そう、覚悟。

　ジィ・ニーは黒こく刀とうを抜き、光にためつすがめつして、再び鞘さやに収めた。コウを見、

「あなたに、……あいつの首を捧ささげよう」

　……いやそんなモン捧げられても。

「必ず、あいつを倒してみせる。……そして、その時は」

　顔を真っ赤に染めて、何も言わずに樋口の方へと歩いていく。……その時は、何？　何なんだ？

「……意外と熱いヒトなんだなぁ」

「……なんか、あんまり勝って欲しくない」

　真ま嶋じまはコウを睨にらんだ。そのこめかみに拳こぶしを当ててぐりぐりする。

「あたっ？　せ、先せん輩ぱい？」

「……あんたが一番ひどいのよ。もう、最低。その事こと自分で分かってる？」

「あう」

　こうして、ジィ・ニーＶＳ樋口──第一の勝負が始まった。







　ぷしゅーという音とともに、消えていく樋口の身体からだ。完全に身体が消えても、まだガスの噴出音は止まらない。

　しばらくして、

　カラン、という音。

《インヴィジブルエア》が床に落ち、ころころと転がっていく──。

（この男……）

　ジィは構えた。左ひだり腰ごしに鞘さやを引き付け、右手は軽く、添そえ程度。身体は半はん身み、樋口に背を向けてる感じ。稔ねん式しき居い合あいの基本形。ジィは稔式居合の奥おう伝でん者しやだ。剣けん術じゆつでは『スタッフ』のトップ・いん隊長にこそ敵かなわないが、抜ばつ刀とう術じゆつでは負けてはいない、自分が上との自じ負ふもある。
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　どうする？

　じりじりと、床に転がる《インヴィジブルエア》に向けて間合いを詰める。やつはそこにいるのか？　いないのか？

　……罠わななのは間違いない。だが放っても置けない。

　缶までの距離を目測し、

（よし、刀とう身しん二本と三分の一──）

　どうせ見えないのだ、

　目を、つぶる。

　全ぜん神経を暗くら闇やみに置き、研とぎ澄ませる。剣と手の長さを足した、その三分の二の長さの半径を持つ球を自分の周囲に展開させる。この『結けつ界かい』に踏み入る者は、何であっても──。

　ひゅっ、と音がした。

　カン、と高い金属音。

「──？」周囲から上がる戸と惑まどいのどよめき。

　ジィに向かって投げつけられた透明の何か──恐らく警けい棒ぼう──を、黒く塗られた刀身が正確に捉とらえ叩たたき落したのだ。その刀身も音が消えるより先に鞘さやの中に戻っている為ため、端はたから見てても何が起きたか全く分からない。

　残ざん心しんに乱れなく、剣は鞘にて眠るが如ごとく──。

　何事も無かったかのように、牛ぎゆう歩ほを続けるジィ・ニー。

　やがて目の内の暗くら闇やみの中に、白く浮かび上がる影──《インヴィジブルエア》の缶の場所。視覚を用いず他の感覚と記憶のみで周囲の状況を脳内に再現させる──ジィ・ニーはまだ対たい象しよう一つしか捉とらえられないが、熟じゆく練れん者は周囲の状況を完全に再現させられる、ここまでのレヴェルに達したものを『心しん眼がん』と呼ぶ。その『心眼』で完全に《インヴィジブルエア》の缶を捉とらえ、ジィは歩みを止めた。

　さぁどこにいる？　樋ひ口ぐち。

「……どうした？　いつまでも隠かくれていては埒らちが開かないぞ？」

　姫ひめ様の援えん軍ぐんだって到着する。それまでコウを守り切れれば──。

「ここにはいないな。なら私はこれを取り、コウに渡す事にしよう──コウと呼んでも構わない……かな」

「うふん」とコウの声。

「それは困る」と樋口の声。

「……だが、怖いな」

　声がした方向、距離を、暗くら闇やみの中で捉える。『結界』内ほどでなくても、おおよその場所は捉えられる。情報の積み重ねによって。

「怖い？　大おお見み得え切きって推すい参さんしたくせに、弱よわ腰ごしだな、樋口満みつ夫お」

　……もっと話せ、声を聞かせろ。私に居い場所を分からせろ──。

「近づいたら、切られそうだ。仕事柄がら刀とう剣けんもよく触さわるけど……抜かれている真しん剣けんは、やはり怖い……！」

　──ひゅ！

　相手の位置を確定した瞬間、

　言葉なんて皆まで聞かず、

　ジィ・ニーは右足を大きく踏み出しその勢いで身体からだを回転、鞘さやから刃やいばを走らせた。──稔ねん式しき居い合あい『右の太た刀ち』。稔式の特徴は向かって正面の敵ではなく四五度から真ま横よこの敵を切る事にある。つまり真横に飛び出す為ため、相手を混乱させ易やすい。奇き襲しゆうを成功させ易い。使うのは剣の切きっ先さき、切るのではなく刃を当てる──置く感じ。日本刀の刃は、それ自身が恐るべき切れ味を持っている。一般に刃は引かねば切れない。しかし日本刀の刃は、まさに当てるだけで切る。切れる刃は軽く、疾はやい。そうした刃の特性を活かして女性用に編み出された居合、それが稔式居合術。

　タム！　とアルミを叩たたいたよーな音。

　ぐえっ、と息を吐き出した声。倒れこむどさっという音。どうやら腹に鉄てつ板ぱんでも入れていたらしい、なんてジィ・ニーは考えてはいなかった。コウを撃うった時と同種の反射神しん経けいが、彼女の身体を動かしていた。鞘に戻った黒の刃が、再び滑り出す。今度は相手を正面に捉とらえて鞘から送る刃の軌き跡せき──。

　稔式居合『左ひだり袈け裟さ』！

　剣けんの先ではなく中～上部、当てるのではなくまさに『斬きる』技わざが、見えない相手の胴どうを見事に捉とらえた。斬るまでいかない固い感触──剣が反りつる感かん触しよくを手のひらに感じ、ジィは思わず謝った。──済まない、私の『烏からす羽ば』──だが。

　硬い手て応ごたえに体勢を崩し地面に倒れ込むジィ。その横で、グヴァッという、湿った嗚お咽えつが上がる。肋ろつ骨こつの二本は折れているはず。……剣は無くとも鞘に残ざん心しん。油断なく様よう子すを窺うかがう。悶もん絶ぜつし震えている敵の様よう子すを……。

　ジィ・ニーは、やっと目を開けた。

　そっと、手を伸ばし、相手の身体からだを確かめる。

「……よし。コウ……《インヴィジブルエア》を……！」

　ばちっ、という音とともに身体中を電気が走り、

　ジィ・ニーは失しつ神しんした。







「……堂どう島じまコウ、《インヴィジブルエア》をこっちに寄よ越こせ」

　……無感情な樋ひ口ぐちの声に、コウは走り出そうとするのを止め、ゆっくりと《インヴィジブルエア》へ向かって歩き出した。用心する風ふうもなく、スプレー缶を拾い上げる。

「……早くこっちへ」

「何な故ぜだ？」きょとん、とした顔を作る。

「折せつ角かくジィ・ニーがつくってくれたチャンスを、どーして無む駄だにしなけりゃならない？」

「何故ならジィ・ニーは全然チャンスをつくってくれてないからだ。今ここに倒れているのは僕じゃなく、僕が盾たてにしていた女の子だからだ。分かるか？」

　あっ、と息を吞のむ真ま嶋じま。

「あんた、まさか、朝あさ比ひ奈な菜な々な那なを盾に？」

「そうさ」奇妙に無む機き質しつな声。「ちなみに彼女は両手を縛しばり、口にガムテープを貼はってある。このままじゃ、自分の吐と瀉しや物ぶつで窒ちつ息そくするぞ？　それとも……」

「……見捨てやしないさ。俺は女の子に優しいんだ」

　樋ひ口ぐちが消したものは、樋口にしか戻せない。

　コウは《インヴィジブルエア》を放ほうった。

　それは空中で何かに当たり、不自然に転がり落ち、再び浮き上がった。ぷしゅっという噴ふん出しゆつ音のすぐ後に、現れ出す朝比奈菜々那の小さな身体と輝く赤あか毛げ。菜々那は両手を前に縛られ、口にはガムテープが貼ってあった──よだれでずれ、吐瀉物にまみれた唇がやけに赤く覗のぞいている。その胴どう体たいには何の部品だろうか、金属板が三重に巻かれていたが、脇の部分が見事に鋭角にへしゃげている。

「……血が混じってる」平へい板ばんな樋口の声。「内ない臓ぞうを傷つけたかな？」

「外げ道どう！」真嶋が叫んだ。「女の子を盾にするなんて──あんた、最低よ！」

「ああ、そうだよ。僕は、……自分の夢の為ためなら何だってする。夢ゆめ以外の全すべてを捨てられる。全すべてか無か──堂どう島じまコウ、お前だってそうだろう？　もしもそれで助かるのなら、お前は彼女を見殺しにして《インヴィジブルエア》を渡さなかった、はずだ」

　真ま嶋じまはコウを見た。コウは視線を合わさず、声のする空間に向かって頷うなずいた。

「ああ、そうだ、その通りだ。それが俺達だよ」

「……今、分かったよ、堂島コウ」

　ガスを一ひと吹ふきき、

　樋ひ口ぐちの姿が現れる。

　声の調子に変わりはないが、──その瞳は濡ぬれていた。気づいているのかいないのか、溢あふれる涙を拭ぬぐおうともせず、樋口はコウを見ていた。

　ポケットから、何かを取り出す。透明だが──恐らくナイフ。

「僕はお前に、確かに魂たましいを渡したくない。でも、それだけじゃない。……それ以上に、お前が憎い。お前が許せない。お前が許せない。お前が許せない。許せない、許せない、許せない──」

　だが本当に許せないのは──。

　生憎あいにくだな、とコウは心の中で呟つぶやいた。

　俺は、残念ながらお前じゃない。俺を罰したって、お前の罪は消えはしない──。

　んじゃ、と口元を歪ゆがめ、

「第二ラウンド、いきますか──」

　腕の痛みはもう感じない──。

　ゆっくり屈かがみ、地面を探る。あった、ジィが、さっき地面に叩たたき落としたこれは──スタンロッドだ。透明の。トリガーを引くと、ばちっという音がした。空気のこげる臭い。舞まい原ばるめ、一いつ体たい何万ボルトだ、これ。それともさっき地面に叩き落されたショックでおかしくなったか？

　コウは樋口を見た。笑い、カモンカモンと手招きする。

「……今のを見てまだ、僕に勝つ気か？　堂島コウ」

「最後まで、諦あきらめたくないだけだ」

　コウＶＳ樋口──第二の勝負が始まった。







「……消えなくていいのか？」

「必要に応じてるんだ」

「……成なる程ほど、あんたを透とう明めい人間だと思い込んだ時、俺の負けは決まったんだな」

　透明のスタンロッドを右手に、じりじりと後ずさるコウ。右手に《インヴィジブルエア》、左手に透明の恐らくナイフを持って、ゆっくり間合いを詰める樋口。

　一見すると殺虫剤ざいを裸の少年に吹きかけようとしているだけの、実に間抜けな光景。

　だが内ない実じつは、まさにシリアス。

　──そして真ま嶋じまは、見ているだけで何もできない。

　刀があり拳けん銃じゆうがあり、悪あく魔まがいて魔法の道具が存在する──そのどれよりも、目の前の光景は非ひ現実的だった。そろそろ夕方、光の薄くなったアトリエの、大だい理り石せき、異い形ぎようの像ぞうの林の中で知ってる人が殺し合ってる。そう、彼女が知っている──彼は優しくて、結けつ構こう強引で、ひねくれてて、強がりで、傷つきやすく、でも優しくて、純じゆん真しんだかスケベだか、甘え上手じようずで、女ったらしで──でも優しい、はずの、

　──悪あく魔まの、ミカタ。

　どうすればいい？　どうしたい？　それ以前に真嶋には何もできない。何の力もない。頭も良くはなく、体力だって中ちゆう途と半はん端ぱ、お金も特技も何もない。状況を変える力がない。だから分かる、悪魔に頼るヒトの気持ちが。コウの気持ちが、樋口の気持ちが、──理解できると言わないまでも、共感できる。何かしたい、力になりたい、無力はいやだ、その為ためなら──。

　真嶋は見ていた。コウが完全に押されているのを。真嶋は見ていた。コウがリーチを取ってスタンロッドを叩たたきつけようとした手を、樋口がナイフを持っているはずの左手でなんなく受け止めたところを──演技だったのだ。樋口は何も持ってはいなかったのだ。真嶋は見た。樋口が《インヴィジブルエア》をコウに投げつけるのを。反射的に左手でそれを受け取るコウ。その隙すきに、樋口は開いた左手を自分の腰に回して、透明の何かを引き抜いた。もう一本、持っていたのだ。真嶋は見た。ばちっという音がした瞬間、急きゆう激げきに仰け反ぞるコウの姿を。彼が白しろ目めを剝むいて倒れる姿を。気き絶ぜつしたコウに馬乗りになり、今度こそ、樋口は何かをポケットから取り出した。刃やいばを開くその仕し草ぐさ、両手を振りかざしたその姿を見た瞬間、

　真嶋は叫んでいた。無意識に。

「動かないで！」

　顔を向け、樋口は見た。その手に拳銃を持って、少女がこちらを狙っているのを。







「……そうか、忘れてた。銃声は聞いていたのに……」

「動かないで！」

　真嶋は、今度は自分の意志で叫んだ。ああでもあたしに撃てるだろうか？　──そんな真嶋の心を読んだかのように、樋口が言葉を続ける。

「……でも……君に撃うてるの？　その覚悟、ある？」

「う、つわ……」必要なら。

「じゃあ聞くが、君と僕と何が違う？」

「……え？」

「普通じゃ無理な願いを叶かなえる為ために悪あく魔まの力を借りた僕と、自分の力じゃ助けられない人を助ける為に違法の力を借りる君──一いつ体たい僕らの、何が違う？」

「そんな──」

「違わない。それは結けつ局きよく同じ事だ。君はただ悪魔と取り引きをしてないだけで、結局大事な何かを捨てる事になる──君には本当に、それだけの覚悟があるのか？　僕やコウと同じ道を、歩く覚悟があるのか？」

「うるさい！」真ま嶋じまは叫んだ。「あたし馬鹿なの！　難しい事言わないで！　ただ、ただ、あたしはただ──」

　樋ひ口ぐちは真嶋を見つめた。

　沈黙の後、

「……そうか。ならいい。試すといい」

　その腕を振り上げる。

「……あたしは、本気よ！」

「いいだろう、やってみろ。……五つだけ、待つ」

「……え？」五つ？

「──五つ数えたら、僕はこの手を振り下ろす。止めたければそれまでに撃うて。五つ数える間に、君自身の真実を知れ──」

（──五、）

　真嶋は、引き金に人差し指を当てた。大丈夫、よく知らないけど安全装置っぽいのは外した。弾たまもちゃんと入ってた。──弾は出る。

（──四、）

　大丈夫、あたしは撃てる──撃たないと、コウは死ぬ。彼には、借りがある。

（──三、）

　──それに友達。ううん、恩人、あたしを助けてくれた人──撃たなきゃ、死ぬ！

（──二、）

　樋口の手がぴくりと震えた。真嶋の心臓は止まった。一瞬、振り下ろされると思った。指に、人差し指に力が入る。──大丈夫、弾は出る、──当たる──。お願い！

（──一、）

　撃たないと──死ぬ！




（──〇！）




　銃は撃たれなかった。

　真ま嶋じまは──撃てなかった。




　樋ひ口ぐちは真ま嶋じまを見た。それまで呼吸を忘れていた少女が、荒い息を上げ崩れ落ちていくのを、奇妙に優しい瞳で眺ながめていた。そして、虚こ空くうを見、透明のナイフを持った自分の右手を眺めた。しばらく、眺めた。左手はだらりと垂れ下がっている。しばらくして、もう一度、右手を振り上げ──。




「そこまでだ」




　聞き覚えのある声──。

「ああ、可哀かわい相そうに。……でも泣き顔も可愛かわいいな」

　その言葉に、やっと自分が泣いてる事に気が付く。

「……あ」

「そう、援えん軍ぐん到着だ。もう何も心配要いらない」

　真ま嶋じまは泣き笑いの表情を浮かべた。

「……あああ、あんたねぇ……今いま頃ごろ」

「済まない、……大事な用があってな。だがもう、それも済んだ。もう心残りはない。幸せな気分で心置きなく戦える。……それにしても」ため息をつく。「……なんて素敵な状況だ。ああ、こんな事なら」

　トップレスで倒れているジィ・ニーを抱き上げ、遠くからこちらを見ている七人の半はん裸らの少女達に手招きして、

「もっと早く来るべきだったな」

　小鳥遊たかなし恕じよ宇うは深ふか々ぶかと、自じ責せきのため息をついたのだった。




　　　Ⅳ．




　小鳥遊は、大きな傘かさを持っていた。コンビニで買える、いわゆるビニール傘というやつ。畳たたんだ傘でポンポンと自分の肩を叩たたきつつ、真嶋の傍そばに寄ってくる。

　駆け寄ってきた七人にジィ・ニーと朝あさ比ひ奈な菜な々な那なを運んで外に出るよう指示し、小鳥遊はそっと真嶋の肩を抱いた。

「もう大丈夫だ、先せん輩ぱい。さぁ、外で待っていて……」

「……小鳥遊……」

「君達、彼女も頼む」

　黒くろ服ふくに真嶋を任せ、小鳥遊は樋口に向き直った。傘でびっ、と樋口を指し、

「樋口満みつ夫お……間違いないな？」

「……何だよ、お前……その格好」

「何だ？　私を知らないのか？　お前ホントに日ひ炉ろ理り坂ざかの人間か？」

　樋ひ口ぐちの言葉に、白はく衣いに水色の袴はかま、いわゆる巫み女こ装しよう束ぞくの小鳥遊たかなしは大きな袖そでをくるりと腕に巻きつけて、片かた膝ひざを曲げポーズを取った。

「新あら鷹たか神社の看かん板ばん巫女サン、小鳥遊恕じよ宇うとは私の事だ。あらたかなのにたかなしとは、これ如い何かに？」

　……なんかやけにハイテンション。いい事でもあったのだろうかと、樋口は他ひ人と事ごとのように考えた。

「……巫女？　だからって、何でそんな格好を？」

「趣味だとでも思ったか？　いや違う、勿もち論ろん違う。これにはちゃんと理由がある。聞けばお前も『畜ちく生しよう！』と納得せずにはいられないような理由がな。聞きたいか？」

「……聞きたいな」

「土ど下げ座ざしろ」

「……何なんだ？」樋口の声が甲かん高だかくなる。

「何なんだお前は？　一いつ体たい全体何なにしにここに来たんだ？」

「お前を土下座させる為ためだ。あの時とき土下座しとけば良かったと、後で後悔する事になるぞ？」

「……まさか、僕と戦う気？」

「正直に言えば」小鳥遊は酷こく薄はくに笑えんだ。「コウの事はどうでもいいが、──お前が真嶋先輩に対してした事は、結構本気で怒っている。五つ数える間に何を知ったか知らないが、衝撃的な真実は自分一人で知れば良かろう」

　……樋口は小鳥遊を、バイトではなく本業で巫女さんやってる少女を見た。ほとんど睨にらみつけるように。

「……土下座するから教えてくれ。……それは一体どういう意味だ？」

「気づいたんだろ？　自分の夢は贋にせ物ものだったという事に」

「……何？　何だと？　それは一体──」

「あの時撃てなかったのは、真嶋先輩だけだったのか？」

　沈黙。

　沈黙。

　沈黙──を破る、

　ガスの噴ふん出しゆつ音おん。

　たちまち消える樋口の身体からだ。

「……見えるか小鳥遊」

　アトリエの中に、樋口満みつ夫おの声が響く。

「今、僕は土下座している。……そして小鳥遊、見せてやる。《インヴィジブルエア》の力を。あの時撃うてなかったのは、あの子に気を取られていたからだ。──そう、僕は堂どう島じまコウを殺せる。……そうとも、僕の夢は贋にせ物ものじゃない、──小鳥遊恕宇、僕はお前を殺して、僕の夢が贋物ではない事をここで証明してみせる」

「ふむ……良いぞ、来い」

　第三の勝負が始まった──ＶＳ樋ひ口ぐち最後の、勝負。
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「言っておくが、私を侮あなどるなよ？」嘯うそぶく小鳥遊たかなし。「……いやこれじゃ遠とお吠ぼえだな。こう言えば分かり易やすいか？　舞まい原ばる家の黒くろ服ふくに、格かく闘とう術じゆつを教えているのは私の義ち父ちだ」

「安心しろ」虚こ空くうから聞こえる樋口の声。

「お前がどんな力を持っているか知らないが、僕は近づいたりしない」

　薄うす昏ぐれたアトリエ内に響く樋口の低い声。未いまだ止まらぬ《インヴィジブルエア》の噴ふん出しゆつ音おん。小鳥遊は間合いから遠い《インヴィジブルエア》の缶を見た。そして嘲あざける。

「……それでどうやって戦う？」

「右手の方を御覧下さい」

　右手を見る。

「……成なる程ほど」

　既に小指は消えていた。それだけではない、小鳥遊たかなしの見ている前でゆっくりと、さらに中指と薬指が消えていく。

「ほう」

「……小鳥遊、お前を消してやる。ゆっくりと、お前の見ている前でな」

「消しても私は死なないぞ」

「お前を元に戻せるのは、僕だけだ。それを聞いて、一体どんな気分だ？」

　小鳥遊は肩を竦すくめた。

「……残念ながら、私にそれは脅きよう迫はくにならない。──樋ひ口ぐち、結局のところ、お前はいい奴やつだ。他人を犠ぎ牲せいにできない──優しい、男だ」

　悲しそうな、困ったような笑えみを浮かべ、

「……残念だ、……それは確かに、人間が備え得る最大の『美び徳とく』、なのに。それは、夢を追う、何て事より遥かに尊重されるべき事なのに、──お前は、《知恵の実》に出で遭あったばかりに──。

　……一つ聞かせろ」

　無表情にスプレー缶の辺り、樋口の顔の辺りを探す。

「そんなお前に《インヴィジブルエア》を渡したのは、何者だ？」

「……何だと？」

「お前の夢が贋にせ物ものだという事は、お前と《インヴィジブルエア》は運命で巡り合ったわけではないと言う事を示している。ならばいるはずだ、誰か、お前に《インヴィジブルエア》を渡してコウの存在を教えた奴やつが。お前の優しさにつけ込み、お前の信じたがった夢を利用して、コウと戦わせた奴が──」

「黙れ！」

　落ち着け──樋口は深しん呼吸した。小鳥遊がやろうとしている事は分かっている。樋口を挑ちよう発はつし、樋口が《インヴィジブルエア》で望みを叶かなえた事を認めさせようとしているのだ。……そうとも、この望みが贋物のはずがない、何となれば、彼は《インヴィジブルエア》と現に契約できたのだから。そしてそれを認めさせる為ため、小鳥遊はわざと樋口を挑発してきているのだ。

「……ほう」

　樋口──スプレー缶が彫ちよう像ぞうの後ろに入り見えなくなったのを見て、小鳥遊は微笑ほほえんだ。

「いい手だ。単純だが、それをやられるだけで心理的なプレッシャーは倍ばい増ぞうする。そちらからこっちは見えても、こっちからそちらはもう完全に見えないからな」

「……口ばかり動かさず、少しは動いたらどうだ？　見ろよお前の手、もう手首が全すべて消えたぞ？」

「……そうだな」小鳥遊は頷うなずいた。

「……仕方ない。そろそろ終わりにするか」

　消えた指を唇に当て、甲かん高だかい口くち笛ぶえを吹き鳴らす──。

「……！」

　アトリエ内に雨が降り出す。

　天井に設置してある消火用スプリンクラーが、小鳥遊たかなしの合図で作動したのだ。

「私は備えがいいだろう？」今や上じよう腕わんの中なか程ほどまでが透明になってしまった右腕で、持参した傘かさを差し雨を避けながら、小鳥遊はにやりとした。

「こんなこともあろーかと、なのだ」

　人口の雨は彫ちよう像ぞうを濡ぬらし、傘に当たってパラパラポンポン音を立てる。濡れない小鳥遊とは対たい照しよう的に、人口の雨は当たり、伝わり、流れ落ち、透明な樋ひ口ぐちの身体からだを人型に晒さらしていく。

　樋口は嘲あざ笑わらった。

「……ふ、ふ。やけに余よ裕ゆうがあるかと思ったら、これが奥の手か？　この程度で、この僕を追い詰めたとでも思ったのか？」

「……あれ、ダメか？」

「お前は《インヴィジブルエア》を分かっていない」

　強くなる、ガスの噴ふん出しゆつ音おん。

　やがて、雨が消え始めた。

　同時に、雨あま粒つぶが作り上げていた樋口の身体も、段だん段だんと見えなくなっていく。──勿もち論ろん、雨は降り続いている。肌はだに当たる感かん触しよくがあり、耳をくすぐる音もある。──が、見えない──雨あめ自体が透明にされているのだ。まるで日に照らされているかのように、あっという間に乾いていくアトリエ内。

　触れば恐らく濡れてるとしても、見かけは全く濡れてない。

　ただ雨の当たる音だけが、空間内に満ちていく──。

　再び、完全に見えなくなった樋口の、哄こう笑しようが響く。

「空気は例え見えなくても、至る所に存在する。《インヴィジブルエア》に消せないものなどこの世には存在しない──。……小鳥遊恕じよ宇う、変な巫み女こさん、お前はもう終わりだよ」

　小鳥遊も笑った。

「変な……は余よ計けいだが、巫女さん、で思い出したぞ。樋口、お前は土ど下げ座ざしたんだったな、……見えなかったがまァいい。答えを教えてやろう」

「……何？」

「例え見えなくても、空気は確かに存在する。見えないイコール無いではない。それを忘れ、見えないイコール無くなったと決め付けた時、お前の負けは決まったのだ……いや、違うな、私がここに来た時点で、お前はもう負けてたのだから」

「……な、に？」

「何故巫み女こ装束かというとな」小鳥遊たかなしは傘かさをさしたまま、左手で袴はかまの裾すそを持ち上げた。「このぶかぶかの袴なら、隠せるからだ──ゴム長靴を履いているのを」

「ゴムナ、ガッ？」電気を通さぬ絶縁体。

「織お田だゴム長なが、なんつって」

　……そうか、そうか、──そういうそういう事か。

　サヴい冗じよう句くも耳に入らず、樋ひ口ぐちは周囲を見回した。……畜ちく生しよう、何か、何か手は無いか？　落ち着け、考えるんだ──。

「……樋口」

　耳に優しい低音で、小鳥遊の声がアトリエ内に響く。歌うように──雨あま音おとさえもリズムに変えて。

「……これは巫女としての、お前への呪のろいの言葉だ。だから、良く聞け」

　……見えないはずの樋口の目を、まるで捉とらえているかのように、小鳥遊は樋口を見ていた。

　そして言った。




「朝比奈菜々那を好きになれるか？」




　樋口は小鳥遊を見た。小鳥遊は精せい確かくに樋口を見ていた。小鳥遊が手を振り上げても、樋口は動かなかった。透明の何かを投げたかあるいは合図したようにも見えるそのスローモーな動きを、樋口はただ見ているだけだった。

　避けようとはしなかった。

　──どれくらいの時を、樋口は固まっていたのだろう、

　永遠のような時の中、

　濃のう密みつな見えない空気に包まれて──。

　次の瞬間、

　身体からだ中を走る衝しよう撃げき。

　人の手がつくった雨は、雨に濡ぬれた身体は、電気を良く通した──例え目に見えないとしても。激しい漏ろう電でんに包まれ、樋口満みつ夫おの意識は消えた。




　気き絶ぜつした樋口の状態を確認し、小鳥遊たかなしはため息をついた。

　──やはり、駄だ目めだったか。

　この男は、優しすぎる。そしてそれは──。

　もしも樋口がこの言葉をはね返せるほど強ければ、助けてやれると小鳥遊は思っていた。──小鳥遊はコウとは違う。舞まい原ばる妹いもうと（そして真ま嶋じま）とは違い、コウの立場に全面的に賛成しているわけではない。いくら悪あく魔まと契約したからと言って、人間として、魂たましいを奪っていいとは思っていないのだ──例え日ひ奈なの為ためだとしても。だから、もし助ける価値があるのなら、コウの敵に回ってでも敵そいつを助けると、あらかじめコウにも言ってある。

（コウは言った。好きにしろ、と。だが助ける助けない、その判断基き準じゆんは何だ？　小鳥遊たかなしは答えた。私のこの目だ、と。コウは納得した。その時は敵てき同士になるのも、ま、仕方のない事だろう──）

　だが、樋ひ口ぐちは──。

　例えどんなに善人だとしても、それは生きる力とは何の関係もない。小鳥遊には、樋口の人生の面めん倒どうを見る事はできない。助ける事ができない以上──。

　善悪は、正せい邪じやは、生せい存ぞん競争には関係ない。

　強いものが生き残り、弱いものは死んでいく。

　それが、現実というもの。

　樋口は優しく、いい男で──弱かった。

　それだけの、事──。

　小鳥遊は樋口を抱えあげ、コウを見た。コウはもう、覚かく醒せいしていた。小鳥遊と目が合い、笑って言う。

「……なんでお前はいっつも、いいところばかり持っていくんだ？」

　澄まして、小鳥遊、

「いい女だからだ」

「言ってろ」




　勝負は──着いた。







　樋口満みつ夫おの敗北だった。




　　　Ⅴ．




　アトリエの外、仮かり設営されたテントの中で、朝あさ比ひ奈な菜な々な那なは意識を取り戻した。最初に考えたのは、やった！　という事だった。

　──ボクは、サムライのイアイを受けたんだ！

　サムライのイアイを腹に受けた事のある女の子なんて、一いつ体たい世界にどれくらいいる？　しかもそれが『赤あか毛げの美しい女』となったら、その数は一気に激げき減げんするに違いない。間違いない、胸の辺りに感じる鈍どん痛つうも菜々那の気分を損そこなったりはしなかった。

　やたっ！

　……話し声が聞こえる。

「命に別べつ状じようは……」

「すぐに話も……」

　傍かたわらを見る。テントの外に、担たん架かで運ばれていくヒグチの姿が見えた。

　……そうか。

　失敗、したんだ。

　驚くような結果じゃなかった。多た分ぶん失敗するんじゃないか、実はそう予想していた。

　さらわれたから、分かる。

　ヒグチは、優しい。優しすぎる。

　まるで菜々那の父みたいに。

　例えヒグチがどう決心し、どう覚悟していたとしても、彼にドージマ・コウは殺せないだろう、そう菜な々な那なは予想していた。……勝負？　ヒグチは勝負と言っていたが、そもそもヒグチは、ドージマ・コウと同じ土ど俵ひように立っていないのだ。二人が戦うなんて、陸上選手がボクサーに戦いを挑いどむようなものだ。体力や身しん体たい的能力は勝っていても、まず勝てない。『勝負』の意味合い自体が違う。かける目的意識が違う。スプリンターの敵は究極のところ自分と時間であり、ボクシングって奴やつはどんなにルールで飾っても、結局は殴なぐり合いなのだから。

　多分ヒグチは勝てないだろう。

　菜々那はそう、思っていた。だから放っておけなかった。それはいわゆる『判はん官がんびいき』、彼女の身体からだに半分流れる日本人の血のせいか、あるいは長年父の世話をしてきたからかもしれない。ただもう優しいだけで芸術的才さい能のう皆かい無むな父と。だから父と同じ様な人間を見ると、放って置けなくなるのだろう。ヒグチは父を思い出させる──いやちゃんと生きてるけどね、菜々那の父は。

　マンマミア～とため息をつき、菜々那は足を探った。おお、奇き跡せき的にも見つかってない。透明のスタンロッドがまだそこにあるのを確かめ、手に取り、考える。

　さてどうしよう。

　ボクの髪が赤い限り、このままでは終われない。ダイタイこれで終わらせたら、七七七スリーセブンの名を持つ者としてヒグチに顔を見せられない──この愛くるしい顔を？

　そんな事態には決してさせない。

　菜々那は笑った。

　面白いじゃない、と心に呟つぶやく。

　強さとは、苦難の状況下かで『面白いじゃない』と呟く事。そして今は、まさに『面白いじゃない』状況。

　菜々那は微笑ほほえんだ。

　──そう、ボクの髪が赤いうちは、負けたままではいられない──




『赤あか毛げの美しい女』は立ち上がり、歩き出した。

　第四の勝負──最終幕フイニートを、自らの手で飾る為ために。







間奏／『赤毛の美しい女』







　朝あさ比ひ奈な菜な々な那なの母親は四歳さいまで彼女を育て、四歳の誕生日、夫に送りつけた。後は宜よろしく、なんて伝言があったかどうかは知らないが、それ以降、菜々那は父と『魔女姐さんシシイ・ストレーガ』に育てられた。六歳までをジェノヴァ、それから半年をギリシャの小島、その後十二歳までをアメリカはデトロイトで過ごし、シシィの死し後ごイタリアに戻る。そして現在の日本に至る訳だが、その間母ははに会ったのはたったの二回だけだった。シシィの葬そう式しきの時も二人は会ったが、それは菜々那ではなくシシィに会いに来たのだから数には入れない。

　それが二人の関係だった。

　朝比奈菜々那は母が嫌いか？

　とんでもない！

　むしろ菜々那は母が好きだし、誇ほこりに思う。だから「可哀かわいそうに」とか「ひどい親ね」とか言う人間に反発を覚える。何も知らない人間が、知ったり顔で口出しするな！　その手の人間は、同じ口で「母親がいないから、あの子はああなったんだ」なんて事を陰で言う。平気で言う。子の前で親の悪口を言う人間こそ最さい悪あく。

　勿もち論ろん、寂しい時は確かにある。それでも、他の生き方を菜な々な那なは母に望んでいない。何な故ぜなら母（とシシィ）の生き方こそ、菜々那の求めるものだから。母の事を、その血がこの身の内に流れている事を想う時、菜々那は熱い感情に襲おそわれる。本名フルネーム《菜な々な那な・ザ・ラザーニャ・ドルゥリィ・源げん内ない・朝あさ比ひ奈な》の中にあるドルゥリィという名について考える時、彼女の心は巨大な誇りで満たされる。ドルゥリィとは母の一族。歌と踊りとナイフを愛し、男優ゆう位いの社会にあって屈しなかった放浪民ロマニーの末す裔え。その誇りに満ちた歩みを、確かに母は継けい承しようし、いずれは菜々那もそこを歩むだろう。父大だい元げんはミリィを、母ミリィは朝比奈大元を間違いなく愛している。二人は互いを認めている。それは真実。それだけが真実。例え二人が離れていても。……ま、確かに母はちょっとひどいかな、とも思うし、父はお人好し過ぎ！　と思わないでもないが。

　だから菜々那は、母がいなくても平気だった。

　時とき折おり子供心を穿うがつ直接的な寂しさ（「ママ、抱き締めて！」）は、赤毛のシシィが満たしてくれる。

　そう、シシィ『ザ・ラザーニャ』ストレーガ、食卓の聖せい人じんラザーニャをこよなく愛した『赤あか毛げの美しい女』。

　菜々那に道を示したのが母であるなら、その道の歩き方を教えてくれたのがシシィだった。彼女は第二の母であり、姉であり、そして美しい赤毛を持った人生の教師だった。誇ほこり高き『赤毛の美しい女』の有り方を、菜々那はシシィに教わった。そう、彼女がいなければ、菜々那の人生は違っていたろう。少なくとも九歳のあの日、菜々那はレイプされていただろう。その日その時、彼女のベビーシッター（正確にはその代理）は近所の大学生だったが、彼は自分の将来と赤毛の少女を天てん秤びんに掛け、その結けつ果か菜々那の方を重しと（その判断には異い論ろんはないが）見、家族が誰もいないのをこれ幸いと彼女の上にのしかかってきたのだった。勿もち論ろん菜々那は抵抗したが、何しろまだ相手の二分の一にも満たない年ねん齢れい、体重なんか三分の一、腹を二発と顔を一発殴なぐられた時点で抵抗を止めざるを得なかった。……もっとも、この時とき彼女はすでにシシィから、『赤毛の美しい女』の在あるべき姿を教えられていた。こういう時、『赤毛の美しい女』はまず『面白いじゃない』と呟つぶやかなければならない、と。そして待つのだ、チャンスを、と。

　チャンスはすぐにやってきた。

　その大学生は、正しよう直じき女性の心に聡さといとは言えない男だった。抵抗がなくなったのを承しよう諾だくと勘かん違ちがいして、早さつ速そくキスをして来たのだ。

　チャンス、だった。

　だから菜々那は抵抗せずにキスを受け、舌を受け入れ、次の瞬間にはいささかの躊ちゆう躇ちよもなしに相手の舌を嚙かみ切った。嚙み千ち切ぎった。ワニの姿を思い浮かべながら、菜々那はそれをやった。『嚙む力』は、生物が持てるもっとも強い『力』の一つ。子供のアゴでも不可能ではない。しかも菜な々な那なはニホンのセンベイが好きだし。

　必要なのは覚悟と勢い。

　そして菜々那はそれを成し遂とげ、いかにサカッた大学生でも流石さすがにこれにはナエザルをエズ、舌を失ったその苦しみを七しち転てん八ばつ倒とうという形で表現した。その隙すきに菜々那は父に覚えこまされた警察の番号に電話し、助かったのだった。

　二人とも。

　この事にシシィはもう大喜びで、菜々那を抱き締め、言った。

「あなたはきっと、あたし以上の『赤あか毛げの美しい女』になるわ」

　最高の、誉ほめ言葉──。

　前ぜん科かのあった大学生は──すンごい重じゆう症しようだったが、死ななかった──傷が癒いえるとすぐに刑務所に入り、今もそこに居る。ちょっと可哀かわい想そうかな、なんて言うと馬鹿言いっちゃいけない、あんな奴やつそれが上等、とシシィは鼻で笑った。刑務所では、『若い大学生』は逆に舌なんてない方がいい、何な故ぜなら（ごにょごにょ）なんて、舌とお尻に関しての子供に聞かせるのはどうだろう的なジョークを飛ばしさえした。

　それぐらい、本当に上じよう機き嫌げんだったのだ。

　つまりはそれが、シシィ『ザ・ラザーニャ』ストレーガ、『赤毛の美しい女』だったのである。

　菜々那は彼女から『赤毛の美しい女』の在り方について学んだ。だから知ってる。シシィはいつでも『赤毛の美しい女』だった。それがかっこよかった。そうなりたいと思った。ストーカーに撃うち殺された最さい期ごまで、彼女はやっぱり『赤毛の美しい女』だった。だからきっと天国でも、やっぱり『赤毛の美しい女』でいるだろう。

　最期の言葉は「ＯＫ」だった。

　何が？

　勿もち論ろん彼女が、だ。

　そういう人になりたいと、朝あさ比ひ奈な菜々那は心から思う。いつだって『赤毛の美しい女』でいたいと思う。そしてそう思う時、心は誇ほこりに満たされる。赤毛のシシィは死んだか？　ＹＥＳ。では『赤毛の美しい女』は──ＮＯ。そう、彼女は生きている、他ならぬボクの中で──人は死んでも、生き続ける。続くとは、そういう事。道は先へ先へと伸び、今ボクは、その先せん頭とうに立っている。時とき折おりは振り返り、乾いた心を誇りで満たす。道の先は全ぜん然ぜん見えない。どこまで行けるか分からない。でも一つ、確信している事がある。ボクが迷わず歩いていけば、必ず誰かがついてくる。いつかボクが倒れても、後の者が先に、進み、道が途切れる事はない──。

『赤毛の美しい女』が死ぬ事はない。

　その先頭に、今、ボクはいるのだ。







第四消／そして、夢
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「コウ！」

　アトリエからヨロヨロ出てきた（小鳥遊たかなしは樋ひ口ぐちを運ぶと言って肩を貸してくれなかった）コウを見つけ、ジィ・ニーが駆け寄ってきた。

「……大丈夫、か？」

「まかして」ニヒルに笑って見せる。「そっちは？　大丈夫か？」

「私は大丈夫だ。まかして？　だ。……だがお前は、……大丈夫そうには……」

　どうやらニヒルに見えてはいないらしい。

「……んじゃ、肩を貸してくれ。肩がダメなら、せめて服を」

　ちなみにジィも、他のみんなも、もう透明でない服を着ている。コウだけが裸んぼ。

　ジィ・ニーは近づいてきて、コウの手を取った。

「……いや、肩を貸せってのは冗じよう談だんだよ、言ってみただけ、俺なら大丈夫。まず服を……あの、ジィ・ニー、さん？」

　はうぁ、と呟つぶやき、取った腕にしがみついてくるジィ・ニー。

「もしもし？」

　ぎゅうっ、と抱き締められるコウの左腕。さっきまで見ていたモノが当たっている感かん触しよくに何な故ぜか緊きん張ちようし、喉のどがからからなのに気づく。

　喉から言葉を絞り出す。

「……あの、取とり敢あえず、服を……」

　コウの言葉が聞こえているのかいないのか、ますます腕の力を強め、ジィ・ニーは消え入りそうな声で呟いた。

「……済まない、私は道具としての本分を果たせなかった……」

「イヤ別にそんな、気にされても」

「何してるんです？　あなた方は」

　後ろから、聞き覚えの有る声と、

　弾だん丸がんのように突進してくる小さな影かげ──。

「コウさん、コウさん、コウさん！」

「はい、はい、はい、うっ！」

　右腕──銃じゆう弾だんに怪け我がした方──に走る衝しよう撃げきに、思わずうめく。

「……よう、アトリ……」

「コウさん、……良かった、あたし、心配しました、です、よぅ……」

　ジィ・ニーと反対側の腕にしがみつき、涙を堪こらえてコウを見上げてくる。

「……本当に、無事で良かったです……」

「……ああ、そうね……」

　でも今はちょっとやばいかな……と、左をジィ・ニー、右をアトリに抱きつかれて、コウは表情をひきつらせた。右腕の痛みが復活したのに加え、実はさっきから強烈な電気ショックが身体からだの内に残ってビリビリ叫んで吐き気を呼んでいる。一発目のスタンロッドはともかく二発目の漏ろう電でんショックは凄すごかった。気き絶ぜつしてたのが一気に覚めた。次から目覚し時計は漏電式にしようかな？　……いややっぱ止めとこう、この頭のガンガンと吐き気は全然いただけない。……とにかく、ひょっとして、思っているほど無事じゃないかもしれない……。

　そんな状態を知ってか知らずか、

「いい加か減げん離れなさい。……この人なら、大丈夫だと言ったでしょう？」

　舞まい原ばる妹いもうとが近づいてくる。腕を組み、裸でその両腕に女の子をぶら下げているコウの姿を冷ややかに眺ながめ、

「随ずい分ぶんと余よ裕ゆうがあったようですし。……一体いつの間に、ジィ・ニーを陥かん落らくさせたのです？」

　コウはシリアスな表情を作った。

「……信じてくれとは言わないが、俺は女にモテるような事は何一つしちゃいない。……あ、痛、痛た？……ジィ、なんで人の耳を嚙かむ？　……うわ、痛？　……いってぇ、ああ、アトリ、妙な対抗意い識しき燃やすな！」

「……無事で何よりです」

　本当にそう思ってくれているのか疑問な、舞原妹の平へい坦たんな声。

「駆けつけてきた甲か斐いがありました」

「……援えん軍ぐんありがと。……ついでに、出来たらでいいんだけれども、服を……」

「樋ひ口ぐちに頼んだらどうです？　まだやる事が残っています。樋口に《マリア・ドール》を元に戻させ、魂を奪うという仕事が」

「……それは」多分、もう……。

　小鳥遊たかなしから聞いた、樋口に何をしたかを。

　……そうだ、と首を振り、真ま嶋じまを探す。

「先せん輩ぱい！　無事でしたか？」

　コウの問いかけに、一人、コウから離れていた真嶋は頷うなずいて見せた。

　──弱よわ弱よわしい、笑顔。

「……先輩？」

「……他人より先まず自分の事だ」

　小鳥遊たかなしが寄って来て、コウの傷口を叩たたく。

「いいから、取とり敢あえず医者にいけ。かすっただけかもしれないが、その右手、私の見立てでは……ひびがイッてる」

　新たな刺し激げきに悶もん絶ぜつするコウに構わず、真ま嶋じまに眼まな差ざしを送る。

　真嶋は視線を逸そらした。

　コウは気き絶ぜつしていて知らないが、小鳥遊は知っている、真嶋の指が、あの時とき引き金を引けなかった事を。それは決して恥じ入るべき事ではない。むしろ人としては正しい──だが、どんなにそれを言い聞かせても、真嶋はそれを気にするだろう、そして、夜になる度たび思い出し、自分で自分を傷つけるだろう。

　自分で答えを見つけ出すまでは。

　小鳥遊はため息をついた。

　コウを見て、

「……にしても凄すごいな」

「ん？」

　小鳥遊の言葉に、舞まい原ばる妹いもうとが連れてきた援軍を眺ながめる。

　実じつ働どう部隊の『黒くろ服ふく』に諸しよ雑ざつ全般の『メイド』、さらに医者と看護婦が数名。何とトラック二台にヘリが二機！

　にやりとするコウ。

「メイドさんに看護婦さん……巫み女こさんがトウが立っているのが気に食わないが、まさに夢のラインナップだ……あれ？」

　舞原妹を見る。

「……今、お嬢じよう、笑った？」

「……笑ってません」言葉通りの顔で、「笑う要素がありましたか？」

「でも今……」

「そんな事より」未まだコウの両手にぶら下がったままのジィとアトリに、冷たい視線を送る。「いい加か減げん離れなさい、二人とも」

「君達、分かってるのか？」小鳥遊も割り込んでくる。

「そこにいる男を助けたのは私、私、なんだぞ？　私こそ、そういう扱いを受けるに相応ふさわしいと思うのだが……。……？」

「？」

　突然、きぃんというハウリング──、




『──まだ勝負は終わってないわ！』




　拡声器から聞こえた声に、注目する一同。

　どうやって登ったか、海かい道どう運送の大きなコンテナ車の上に、仁に王おう立だつ一つの──影かげ。

　呟つぶやく、コウ。

「……お前」

「──まだ勝負は終わってない！」

　一同の注目を一いつ身しんに受け、場を支配した事を確信し、朝あさ比ひ奈な菜な々な那なは拡声器を置いた。自分の地じ声ごえ、凛りん、とした声で、叫ぶ。

「まだボクがいる！　──そう、『赤あか毛げの美しい女』がね！」
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　陽よう光こうに映え揺れ動く、長く豊かな赤い髪。看護の際にほどかれて風に自由なその髪は、まさしく燃える真しん紅くの炎。風に萌もえては燃え盛さかる髪のそのゴージャスな美しさは、男女を問わずその場にいる全員を一瞬で魅み了りようした。思わずコウが拍手をしても、誰も文句は言わないほどに。小鳥遊たかなしが追つい随ずいし、アトリ、ジィ・ニー、何な故ぜか黒くろ服ふく達まで拍手する。

　空間に満ちる賞しよう賛さんの拍手の中、真っ赤な赤毛を戴いただいて、朝比奈菜々那は叫んだ。

「ボクの名はアサヒナ・ナナナ、ヨロシクね！」

「よろしくね！」

　返事を返し、そこでやっと、コウは気づいた、朝比奈菜々那がその手に持っている物に。赤毛（あとえっらく派は手でなマーブル模も様ようのストッキングを履はいた足）にばっかり気をとられて、気が付かなかったその手に握られているものは。

「……まさか」

　そのまさか。

　菜々那は途と切ぎれなくガスを噴出させ続けている《インヴィジブルエア》を、皆に見えるよう堂々と天に掲げた。調査班に透明のスタンロッド（の一いち撃げき）を差し上げて代わりに手に入れたそれを、聖せい火かのように掲げて叫ぶ。

「さぁ、勝負よドージマ・コウ！」

　あっけに取られる一同。

　舞まい原ばる妹いもうとが口を開く。

「……何の真ま似ねです？　勝負とはどういう事です？」

「勝負ってのはカチマケを決める事！　日本人のくせに日本語知らない・な！」

「……気にするなよ」コウは舞原妹を慰なぐさめた。

「……つまりこれは、『朝比奈菜々那は樋ひ口ぐちの共犯』という事ですか？」

「……そうみたいだな」

「でも、そんな」と真ま嶋じま。「あんなひどい事されたのに？」

「……納なつ得とくづくでやったんだろう。……多分、樋ひ口ぐちの方が押し切られたんじゃないかなぁ」

　トラックの上で高笑いをしている菜な々な那なに、コウは思わずため息をついた。なだめるように、叫ぶ。

「勝負って、この期に及んで何するつもりだ？　この人数相あい手てに、いくら《インヴィジブルエア》だって……」

「そうね」頷うなずく菜々那。「でもボクは諦あきらめナイ。『赤あか毛げの美しい女』は諦めない。この髪の毛が赤い内は」

「白髪しらがになるまで付き合えってか？　……それって、ひょっとして遠まわしなプロポーズ？」

「笑えル」

　真嶋が尋たずねる。

「……あなた、樋口の事が好きなの？」

　菜々那は真嶋を見つめた。

「……さぁ、多分ホットケナイだけだと思うけど。……でも先の事は分からない。だからここで助けとく。……面白いし」

「……どうやって助ける気です？」

　たいして興味のないけど、と言った感じで舞まい原ばる妹いもうとが尋ねる。……あるいは本当に興味がないのかもしれないが。

「……いくら《知恵の実》と言っても、《インヴィジブルエア》は万能ではありません。この状況で、本気で勝てると思いますか？」

　菜々那は、今度は舞原妹を見つめた。

「……アナタの肌はだ、キレイだね」

「……」

「気にするなよ」コウは舞原妹を慰なぐさめた。

「……それはどういう意味です？」

「キレイってのは……キレイって事だよ。ホントに日本語知らないなぁ」

「今のはあなたではなく……、一いつ体たい何を言いたいんです？」

「とてもキレイで、きめ細かで、雪のように白い肌。……ボクの赤毛には合わないけれど、黒くろ髪かみにはよく映える。きっと、よくテイレしているんだね」

「……話の先が見えませんが」

「どんなに元が良くたって、努力しなきゃ保てない。ボクもね、この髪を保つのにかなりキヲツカッテる。中でも日光対策が重要なんだ。髪って日に焼けるんだよ？　知ってた？」

「知ってます」

「その白い肌はだもで・しょ？　ＵＶ対策はしっかりね。とくにこんな今日のような、日差しの強い日の外は」

　日差しが強い？　確かに明るいが、強いというほどの日差しでは──。

「……よく分かりませんが、……何か、あなたは危険です」

　舞まい原ばる妹いもうとは手を上げ、合図した。指令を受け、臨りん戦せん態勢に入っていた黒くろ服ふく達が動き始める。勿もち論ろんジィ・ニーも。

　構わず言葉を続ける菜な々な那な。

「……ＵＶ対策をアマク見たら、後で泣く・事になる──」

「……！」はっ、となる小鳥遊たかなし。

「……ちょっと待て……おかしいぞ？　何でこんな明るいんだ？　もう夕方のはずなのに」

　小鳥遊の言葉に一瞬躊ちゆう躇ちよし、しかし、

「いきなさい」

　舞原妹は号ごう令れいを発した。

　規き律りつ正しくトラックに、殺さつ到とうする黒服達。

　菜々那が叫ぶ。

「気をつけて！　まだよくワカラナインだから！」

　──叫ぶ小鳥遊。

「──待て！　戻れッ！」

　その直後、

　耳をつんざく轟ごう音おんと共に、舞原家のヘリコプターが爆発──四し散さんした。
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「気をつけて！」

　皆が呆ぼう然ぜんと固まった中、拡声器など必要としない通る声が凛りんと響く。

「今のは狙ったワケじゃない！　まだコツがよく分からないから、次はどうなるか分からないよ！　それでもいいなら」

　地上を睥へい睨げいし、深しん呼吸して──

「かかって来いGo on,make my day!」

　……黒くろ服ふく達は舞原妹の合図を待っている。

　舞原妹は朝あさ比ひ奈なを凝ぎよう視しした。

「……今のは……朝比奈菜々那、あなたがやったと言うのですか？」

「そうよ」頷うなずく菜々那。「他に誰がいるって言うの？」

[image: ]

　見てなさい、と不ふ敵てきに笑い、こういうのは気合よね、と一人でうんうん頷いて、

「──ん！」

　空を見上げて探し始める。

　大気の女め神がみの姿を。

　かつて父大だい元げんは菜な々な那なに言った。自分には大だい理り石せきの中にまどろむ女神の姿が見えると。それを掘り出すのが彫刻であり、見えるだけでなく掘り出す腕うで前まえを持つのが彫刻家だと。その言葉が正しいのなら、残念ながら菜々那は彫刻家にはなれない。何な故ぜなら彼女はそれが見えても掘り出すだけの腕前がないから──こんなにはっきり見えるのに。ううん、石だけじゃない、木や草、川、海はダメだが調子がいい時には風や空の中にさえも、菜々那は女神を見出せる。しかもその女神は、大元のように眠っていたりはしない。それは歌い、踊り、菜々那に人が持たない語ご彙いで話し掛けてくる事さえある──それは菜々那が、父と母から受け継いだ血の才能ギフト。風の女神が怒っていると、やがて嵐が吹き荒れて、空の女神が泣く時は、やがて雨になる前ぜん兆ちよう──その姿をはっきりと、菜々那は見る事ができるのだ。もっとも、石の中にどんなに素敵な姿が見えてもそれを掘り出す腕がなければ彫刻家にはなれない。だから菜々那も天気予報士にはなれても芸術家にはなれないだろう。だが、この《インヴィジブルエア》があれば話は別だ。物を消すという事は石の無駄な部分を削るのと同じ事──そうだろう？　無駄な部分だけを消せれば、石から女神を取り出せる。そして《インヴィジブルエア》に腕前は必要ない、ただイメージするだけで、石から無駄を消し（削り）取れる。これがあれば、父は凄すごい作品が彫れるだろう。そして菜な々な那なが使えば──。

　空を見上げて探す。

　大空に踊る、大気の女神の姿を。

　もはや日本上空から南半球を殆ほとんど覆おおい尽くした《インヴィジブルエア》の見えない大気インヴイジブルエアの中、菜々那は踊る女め神がみの姿を探し、見出した。よし後は、彼女に戦いの舞まいを舞わさせればいい──イメージし、《インヴィジブルエア》に大気の無む駄だな部分を消させて──。

　よし！

　綺き麗れいな発音で叫ぶ。

「《インヴィジブルエア》！」

　誰もが見た。

　上空から一直線に突っ込んで来た光の線は、駐車場に停めてあった海藤のベンツのボンネットを突き破った。高熱に解けたボンネットは次の瞬しゆん間かん爆発、たちまち炎に包まれ、ガソリンに引火して爆ばく裂れつする。ひゅうひゅうがらんゴロゴロポテッと元ベンツが四し散さんし広がっていく中、

「《インヴィジブルエア》ッ！」

　さらに二本、三本と熱ねつ光線が駐車場に降り注ぐ。鉄の溶ける蒸発音とエンジンが吹っ飛ぶ爆発音が、いっそ豪ごう快かいに人ひと里ざと離れた敷地に響いて木霊こだまする。ガソリンの臭い、焼きゴムの悪臭、溶けたアスファルトやさらに正体の分からないなんかちょっと香こうばしい香かおり等、様さま々ざまな臭いが空間に満ちる中、

「──《イィィンヴィッジッブッル・エッア》ァァァ！」

　ちゅごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごっ！

「──やめなさい！」

　もはや止っまっらっない菜々那の勢いに呼応するかのように突き立った光の線が、そのままペンのように工こう房ぼうの裏庭を蹂じゆう躙りんしていくに及んで、ついに舞まい原ばる妹いもうとは叫んだ。

「これをあなたがやっているのは分かりました！　だから少し落ち着きなさい！」

　──光の線が、残ざん像ぞうを残し消えていく。

　真ま嶋じまが呟つぶやく。

「一いつ体たい何？　あの子こ、何をしたの？　《インヴィジブルエア》って、物体を透明にするだけじゃないの？」

「そう、それだけだ」ため息をついて、小鳥遊たかなし。「……どうりで、夕方にしては明るいわけだ。……さすがの私も、これは……」

「どういう事？」

「彼女は、まさに空気を透明にしたのだ」

　小鳥遊はトラックの上で満足げな菜々那を眺ながめた。もう一度、ため息をつく。

「空気を……透明？」

「物体が見えるのは、それに当たった光が反射して目に届くからだ。つまり物体が透明になるという事は、光の反射が目に入らない状態──つまり《インヴィジブルエア》は、光の屈折を自在に操って物体を透明にする《知恵の実》という事になる──少なくとも、今彼女が使っている《インヴィジブルエア》は、な」

　舞まい原ばる妹いもうとが小鳥遊たかなしを見る。

「光の──屈くつ折せつ、じゃあ、あれは」

「そうだ、小学校の時、理科の実験でやったろう？　虫むし眼鏡めがねで火をつける、あれと同じ原理、しかし桁けた外はずれの規模で、朝あさ比ひ奈なは太陽光を屈折させ、集中させ、我々にぶつけて来ている。レーザーに見えるぐらいに自在に操あやつって、な」

「……しかし、そんな事こと本当に可能でしょうか」なおも反論する舞原妹。「昼ならともかく、今は夕方です。……大体、そんな複雑な屈折率りつの計算を、ただの人間である彼女が、一体どうやって……」

「コンピュータは、絵一つ書くにも計算しなければならない。しかしそれで用いられるような膨ぼう大だいな計算を、人の脳が行っているわけではない。ただ、書ける、それだけの事だろう？」

「それは……」

「我々が計算をせずに絵をかけるように、彼女も計算しないで屈折率が」

「……見えているのかも、な」

　小鳥遊の台詞せりふを引き取り、コウは口元を歪ゆがめた。全員が注目する中（しつこいようだがまだ裸）、菜な々な那なに向かって歩き出す。言葉を続けながら。

「彼女の父親は言っていた、石の中に像が見えるって。俺には見えないけど、彼女は見えるのかもしれない。……この大気が、光が……芸術家って凄すごいんだなあ」

　一枚の抽ちゆう象しよう画がを思い出し、笑う。……ひょっとしてピカソには、人間がああいう風ふうに見えていたのかもしれない、なんて。

　最後の最後に、えらい伏ふく兵へいが潜んでいたもんだ。

　菜々那の視線を受け、コウは歩みを止めた。

「……見事だよ、朝比奈菜々那。お前の勝ちだ」

「……え？」

「……負けだよ、俺の。……それで一体、お前の望みは何なんだ？　一いつ体たい俺にどうしろと？」

　菜々那はコウを見た。じっと。

「……負けを認めるの？」

「ああ」

　じっと、コウの目を覗のぞき込んでくる。相手の真意がそこから覗けるとでもいうように。

「……何、考えてるの？」

「負けたくはないが、いくら何でも不ふ可か視しの上空、《空の果てインヴイジブルエア》からの攻こう撃げきには勝てないからなぁ」

　朝あさ比ひ奈な菜な々な那なは首を振った。

「……残念だなぁ。あんただけは、殺しておいた方がいい気がする。……でも、シカタ・ないか。じゃあ言うね、ボクの要求は三つ……まず一つは、ヒグチの解放」

「当然だな」

「んで、次は《マリア・ドール》。運うん搬ぱん車しやこみで」

「仕方ないな……もう一つは？」

「ボクを切ったサムライレディに、サインを貰もらって欲しいナ」

「……そいつはちょっと難しい」コウは首を捻ひねった。

「ま、順に解決していこう」







「何な故ぜ要求に従うんですか？」

　コウに尋たずねる舞まい原ばる妹いもうと。無表情なので憤いきどおっているのか確認しているのか区別できない。

「もうすぐ日没です。それまで時間を稼げれば──」

「それは向こうが一番知ってる」コウの代わりに答える小鳥遊たかなし。「下へ手たすれば人が死ぬ。そして──コウ、イの一番はお前だろうな」

「多分な」

「……しかし、これはテロです。テロに屈するのですか？」

「……いいから、舞原、樋ひ口ぐちを連れて来させろ。大丈夫、大事にはならない」瞳を歪ゆがませ、コウを見、「……もう事件は終わってるんだ。……そうだろ？　コウ」

「多分な」

「そしてあの子もそれを知ってる──」

　二人は声をハモらせた。

『多分な』
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「……驚い・た？」

　少女の得意そうな口調に、思わず微笑ほほえむ樋口。

「はい。……でも、朝比奈さんならなんか、当然って感じもします」

　樋口は……どこか穏おだやかな顔をしていた。

　それが菜々那にはイヤだった。

　コウ達を遠くに離し、相談を始める。

「……で、ドウする？」

「どうするって、何がです？」

「《マリア・ドール》を持ってい・く？　置いてい・く？　それはヒグチ、ヒグチが決めなきゃ」

「……僕が」

「ドッチデモいいよ。大丈夫、何とかなる。でも急いで、あと十分もしないうちに夕日は──沈む」

　──夕日。

（もし君が、本気でそれを望むなら）

　あの男は、夕日を連れてやって来た。

（私は君にこれをあげよう──）

「……ヒグチ？　ドウシタ？」

　いいえ、と首を振る。

「──それより本気で、僕と逃げる気なんですか？」

「うん」

　何の屈くつ託たくもなしに、頷うなずく菜な々な那な。

　樋ひ口ぐちの顔に何を読んだか、その肩をどん、と叩たたいて、

「大丈夫、ヒグチ一人ぐらい、ボクが養やしなってあげるから」

　樋口は思わず吹き出した。

「……でも、ご両親とか……」

「ヘーキヘーキ。多分、パパは分かってくれる。ママも──ママは、クショウ、するだろ・な♪」

　樋口はクショウした。二人はまだ会って一日経たってない。なのに菜々那は平然と、樋口と一緒に行くという。家族と離れる事も、犯罪者というレッテルも、彼女を止める事はできないらしい。いや恐らく何者も、彼女を、『赤あか毛げの美しい女』を止める事はできないのだろう。

　多分、と樋口は思う。

　これがきっと、『強さ』なんだ。

《マリア・ドール》の娘、菜々那──。

　小鳥遊たかなしの言葉を思い出す。




（朝あさ比ひ奈な菜々那を好きになれるか？）




（なれるか？　だって？　勿もち論ろんなれる。僕は彼女を愛せるだろう。まず間違いなく確実に。今はまだそこまでいかないけれど、将来は、きっと、確実に──）




（でも）

（俺の、夢は──）




　樋ひ口ぐちは微笑ほほえんで、そっと手を伸ばし、菜な々な那なの頰ほおに触れた。そこから彼女の、赤い、髪へと指を伸ばす。

　さらさらと、さらさらと指に流れる快い感かん触しよく。

　何て優しい髪だろう、と樋口は思った。

　何て優しい髪だろう──と。

「有あり難がとう、朝あさ比ひ奈な菜々那。……《マリア・ドール》の娘……」

「何よ、キュウに」

「あなたはきっと、《マリア・ドール》以上にいい女になるよ」

「……」

「《マリア・ドール》は赤毛じゃないしね」

　何かを腹に押し当てられ、次の瞬しゆん間かん菜々那は痙けい攣れんしていた。彼女が気き絶ぜつしたのを確認し、その指から《インヴィジブルエア》を引き剝はがし、樋口はコウの元に向かった。

　──《マリア・ドール》の隠かくし場所に。

　そこには、コウと、──黒い翼つばさを生やした少女が一人。ちなみにコウは、ちゃんと服を着ている。

「……ばれてたんだな、《マリア・ドール》の隠し場所……」

「大だい元げん先生の言葉がヒントになった。……でもあんたはすげぇよ。俺には絶対無む理りっス」

　樋口は、──微笑んだ。

「……そうだろ？　何たって僕は、君に、──勝ったんだからな」

「ああ。この界かい隈わいならそれ、マジに自慢できる事スよ」

「──でも」

　沈黙。

「……堂どう島じま君、一つ、聞いてもいいかな」

「何です？」

「……君にとって、『悪あく魔まのミカタ』って何？」

　誰から聞いたんです？　それ、とコウは頭を搔かいた。傍かたわらのアトリをみやり、頭を搔き、でも言う。

「『悪は、それ以上の悪でしか倒せない』って言葉があるそうで──原げん典てんは何か忘れましたけど──それが、俺にとっての『悪魔のミカタ』です。……かっこいい、でしょ？」

　沈黙、の後、

　樋ひ口ぐちは言った。

「……『夕日を連れた男』だ」

「へ？」

「彼が傍に来ると、それだけで辺りの空気が赤く染まった。その彼が僕に《インヴィジブルエア》を与え、『悪あく魔まのミカタ』の存在を教えた」

　あっけに取られたコウの顔を見、満足気げな表情をつくる樋口。

　うん、と伸びをし、

「……それじゃ、そろそろ告白しよう。僕はある日《マリア・ドール》に会い、一ひと目め惚ぼれしてしまった。石せき像ぞうに？　と笑うかい？　でも僕の気持ちは本物だったし、これからも僕は望む、それが永遠に変わらない事を。僕は望む。──永遠に彼女を愛し続ける事を。だから僕は《インヴィジブルエア》を使い、魂たましいと引き換えにしても《マリア・ドール》を得たいと望み、──その夢を叶かなえた。……どう？　これでいい？　堂どう島じまコウ」

「……はい」

　アトリに聞き、その羽根を見るまでもない。凄すさまじい『魔力』の奔ほん流りゆうが、コウの中に溢あふれ始めるのが分かる。アトリの魔力は誘い水に過ぎない。それは、樋口満みつ夫おの『魂』即すなわち『可能性』が『魔力』となったもの。たった一つの可能性を叶える為ために殺そぎ落とした他の全すべての可能性、それが今、コウの力に変わっていく。いずれコウの夢を叶えるエネルギーとなる為に。だがそれには、エネルギーを保存する為の容いれ器ものが必要だ。それ自身は全くそのエネルギーを使わない、しかしそのエネルギーがもっともよく馴な染じんでくれる容れ器が──。

「……アトリ」

「はい」

　アトリは黒から白に変わった羽根を二、三度羽ばたかせ、樋口を見た。

　そして、言う。

「あなたの謎なぞは解けました。だから、

　あなたの魂、いただきます」

　──辺りが一気に闇やみに、染まる。

　コウは闇に手を突っ込み、黒いマントを取り出した。身に纏まとう。







　悪魔のミカタの登場だった。
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「……最後に、見なくていいか？　《マリア・ドール》を」

「いや、……いい。彼女の姿はもう十分、思い浮かべられる」

「そうか」

　沈黙。

「……何か、思い残した事とかは？」

「夢が叶かなった、それでいいよ。……随ずい分ぶん親切な悪あく魔まだなぁ」

　沈黙。

「そうだ、あの小鳥遊たかなしとか言う巫み女こさんに伝えてくれないか？　例え君の言う通りだとしても、僕は彼女を選んだ、と」

「ああ」

「……あと、朝あさ比ひ奈なさんの事、頼める？　……ま、誰の助けも要いらないような人だけど……」

「うん」

　沈黙。

　沈黙。

　しばらくして、樋ひ口ぐちが口を開いた。

「……堂どう島じまコウ、最後に一つ」

「何」

「僕は……強かっただろ？」

　……にやりとするコウ。

「ああ。お陰かげ様さまで、俺は初はつ仕事でいきなり黒星だ」

「……でも僕は、結局勝てなかった。最初っから、僕には戦う資格がなかったんだな。……なのに、自分にはあると思い込んで、たくさんの人に迷めい惑わくを掛けてしまった。……たった五つを数えるまで、僕はそれに気づかなかった」

「……」

「だから君は、そうなるな。──堂島コウ。覚悟がないなら、早めに見切りをつけるんだ。──どちらが正しい道なのか、中ちゆう途と半はん端ぱな僕には、言う資格はないけれど──」

　コウは樋口の視線を捉とらえ、そのまましばらく見つめあい──。

「……んじゃ、そろそろいきますか」

　右手に、まるでナイフを持っているような格好をつくる。

　見えないナイフを持ってるような。

「……ふ」

　コウのその格好に、樋口は一いつ瞬しゆん目を見開き、口元を斜めにした。

「……五つ、数えるかい？」

「……いえ」

「……君と戦えてよかった」

　その場にひざまずき──目をつぶる。

　コウは樋ひ口ぐちに近寄り、空からの右手を振り上げた。ナイフを持ってるような形を作った右手を振り上げ、そして。




　──どれぐらい、そうしていたろうか。




　何も持ってない、手を──







　──振り下ろし、刺した。
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　ここは、どこだ──。

　そうだ、僕は──。

　──今、樋口の中にあるのは夢を叶かなえた達たつ成せい感かん、満足感だけだった。そうだ僕は、《マリア・ドール》を手に入れた──永遠に。樋口は『永遠』となり、永遠をその状態のまま過ごす事になる。それ以外の可能性は、もはや彼の物ではないから。それ以外の可能性は『永遠』と化した彼の中に保存され、然しかるべき日にエネルギーに転換される。──その日まで、『永遠』は、永遠をまどろむ。コウの手の中、《そＩれｔ》と名付けられた脈みやく打うつリンゴの模型の中で──。

　コウはゆっくり、右手の中のリンゴを握り締めた。あたかも吸い込まれるように、リンゴはコウの手の中に消えていく。

　纏まとっていたマントが、消え、

　闇やみが──晴れていく。

　聞こえてくる拍手の音。

「やりましたね！」アトリの声。

「……やりましたよ」

　コウは手を叩たたかなかった。自分の右手のひらを眺ながめている。まるでまだそこに心臓のようなリンゴがあるかのように。

　殺しては、いない。

　決して、樋口は死んだわけではない。悪あく魔まが奪う『魂たましい』とは、人が死んだ後身体からだから飛び出すふよふよ浮かぶ光る球形ではない。──ここで言う『魂』とは、『可能性』。樋口は『可能性』を秘め続ける容いれ器ものとなっただけ、死んだわけではない、実際はまさにその逆で、彼は生き続けるのだ、──永遠に。夢の中で生き続けるという可能性以外の、全すべての可能性を放ほう棄きして。

　それは、言わば天国にいるようなもの。

　……あるいは地じ獄ごくと同じ事？

　そのどちらにせよ、

　死んでいるのとどう違う？

　コウは、……口元を歪ゆがめた。

　これはコウが導いた、しかし樋ひ口ぐちの選んだ結けつ末まつだった。樋口は熱い血を持つ菜な々な那なより、冷たい石の《マリア・ドール》を選んだ。自らの魂たましいと引き換えに、樋口はこれを選んだ。そして、

　コウ自身もそれを選んだ。

　──そう、

　これが、俺だ。

　思い出した。

　あの時の、気持ち。

　日ひ奈なを、冬ふゆ月つき日奈を生き返らせると誓ちかった、あの時の──。

　──四カ月。

　落ち込んでいるには長すぎる。なのに俺は、今まで一体、何をやっていたんだ？

「どうしました？」不思議そうに、アトリ。

　コウは微笑ほほえんだ。

「……いや、そう、──初はつ仕事が、いきなり黒星。先が思いやられるなぁ」

「大丈夫です！」

「なんで？」

「あたしがついてます！」

　お前が一番出で番ばんがなかった気がするが──なんてコウは言わなかった。代わりに頭を撫なでてやる。くしゃくしゃと。

「ありがと。……じゃ、いくか」

「え？　どこへですか？」

「決まってるだろ？」

　コウはにやりと唇を歪ゆがめた。

「トリックの──解決編。探たん偵ていさんの醍だい醐ご味み、だろ？」







解決編／『思い入れのある一品』
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　アトリエに行くと、全員──小鳥遊たかなし、真ま嶋じま、舞まい原ばる妹いもうと、そして……菜な々な那な──が待っていた。

　菜々那が言う。

「……ヒグチは？」

「……永遠になりました」

　そう、と俯うつむく。でもすぐ顔を上げ、コウを睨にらみ、

「ボクはここで誓ちかうべき？　いつかアンタをブッコロスって。それとも黙って知らん振りして、フクシュウの時を待つべき？」

「なんて激しいヒトだ」コウは嘆たん息そくした。「そりゃ樋ひ口ぐちも逃げるわ」

「ヒグチはアンタを殺せたのよ？　でも殺さなかった、その事を忘れない・で」

「はい」

「ごめん、って言って」

「ごめん、なさい」

　菜々那はそっぽを向いた。

　その目は涙を浮かべてる。

　小鳥遊が呟つぶやいた。

「……しかしそれは困ったな」

「何が」

　コウの問いに答えず、黙って右手の袂たもとをまくる。

「──！」

　──絶ぜつ句くする、一同。

　代表して真嶋が聞く。

「……その右手……まさか」

　コウ「どこに忘れた？」

「ああ、先日飲のみにいってな、記憶と一緒に置いてきた。なワケあるか」

「どうするのよ！　樋口が消した物は樋口にしか戻せないんでしょ？　その手、ずっとそのままじゃ……」

　そういう事になるな、と頷うなずく小鳥遊。

「舞まい原ばる、何かカモフラージュの方法、考えてくれないか」

「分かりました」

「そんな問題じゃないんじゃ……」

「いや、これはこれで面白い。いいか、例えば……」

「きゃっ？」

　真ま嶋じまが可愛かわいい悲鳴を上げた。

　全員の見ている前で、右胸の膨ふくらみの真ん中が、徐々に、ゆっくりと沈んでいく。

　ぐぐうとめり込んだ形になって、次の瞬間、

　ぽんっ、と戻り──。

「おおぅ！」コウは拳こぶしを握った。「凄すごい！」

「とまぁ、こんな具合だ。中なか々なか面白……なんだ先せん輩ぱい、どうしました？　何でそんな固そうな物持もって……振り上げて──」

「それでは、本題に入りましょうか」

　撲ぼく殺さつ寸すん前ぜんの小鳥遊たかなしと犯罪者寸前の真嶋を無視し、コウを見る舞原妹いもうと。

「それで、……いったいどうやって、樋ひ口ぐちは《マリア・ドール》を大だい理り石せきの柱にすり換えたのですか？」

「種たねを明かせば簡単なんだが……論ろんより証しよう拠こ、見て貰もらおう」

　コウは周囲を見渡し、手近な大理石柱ちゆうを選んで駆け寄った。

「見てろよ」

《インヴィジブルエア》を手に持って、大理石柱を消し始める。

「ナニしてんの？」

「いいから……」

　やけにゆっくりと、石を消していくコウ。大理石柱はだんだんと、緩やかに、外側から小さくなっていき──。

「……あ」

　やがてゆっくりと、それは形になっていく。

「……理解しました」舞原妹。

「……成なる程ほど、その手があったか」と小鳥遊。

「色いろ々いろ使えるんだね……《インヴィジブルエア》って」と真嶋。

「何それ」とふてくされて、菜な々な那な。「おサルさん？」

「失礼な。これは……アトリなら、分かるだろ？」

「分かるというか……あたしって、こんな顔してるんですか？　コウさんの中じゃ」

《インヴィジブルエア》のガスに触れ、ゆっくり透明になっていく表面。解けるように消え、コウのイメージ通りの形にその芯を残していく。とは言っても、そうそうイメージ通りにはいかないが。

「うーん、中々上う手まくいかないなぁ」

　コウは頭を搔かいた。大だい理り石せき柱ちゆうは、いまや立りつ派ぱな彫ちよう像ぞうになっている──多分アトリの。勿もち論ろん、表面だけが消されて芯しんがそういう形に消されず残っているだけで、大理石柱である事に変わりはない。

「まさに石のその中に、像は隠れていたのさ」

「そっか」菜な々な那なが頷うなずいた。

「だからあの時、やけに輝いて見えたんだ。芯が汚れる事はないから」

「そういう事。多分樋ひ口ぐちは前もってこれを作っておき、保護ケースに入れる段階で本物と入れ替えた。本物を消して、消してあったこいつを出すだけだから、すり換えるのは簡単、ケースに入れてしまえば、誰かに触られてばれる心配もない。車に積み込んだ後あと自分も透明になり、《インヴィジブルエア》の缶は多分、保護ケースの上側、エアバッグを入れるところに隠かくしていたんだと思う。後は舞まい原ばる邸に着くまで待ち、寸前で朝あさ比ひ奈なさんを気き絶ぜつさせて透明化、エアバッグの穴からガスを注入、元の大理石柱に戻した。これで二回。後は大体想そう像ぞうできるだろう」

「あ！　だったら、もしかして！」

　真ま嶋じまが声を上げた。

「《マリア・ドール》の隠かくし場所って、朝比奈さんの──」

「そういう事」コウは真嶋に頷うなずいた。

「それじゃ、行ってみようか」
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　菜々那のアトリエ──『サクラハウス』に入った途と端たん、菜々那は吹き出した。

「ナルホド。確かにボクならひと目で分かる」

「でもここが、一番いい隠かくし場所だった。だから《マリア・ドール》を移動するまで、朝あさ比ひ奈なさんをさらっておこうとしたんだ。大だい理り石せき像ぞうよりも人の方が、遥はるかに移動させやすいから」

「……で、どれなんだ？」小鳥遊たかなしの質問に、

「これ」菜々那は一いつ体たいの彫ちよう像ぞうを指差した。

　それは、二頭の犬を彫った像。一頭は天高く頭を突き上げ遠とお吠ぼえしており、もう一頭はその足元に寄り添ってうずくまっている。

「こんなのボク、彫った覚えない」

　小鳥遊「道どう理りで……いや、何でもない」

「……これが、《マリア・ドール》の表面を消して創つくった像だって言うの？」

　信じられない、という風な真嶋の声に、コウは頷いた。

「論ろんより証しよう拠こ、ケースから出して触さわってみればはっきりしますよ。……いい？」

　頷うなずく菜な々な那な。早さつ速そくケースを外してみる。

　全員で、触って確かめる。

　何もないはずの空間に、確かに感じる石の感かん触しよく。

　舞まい原ばる妹いもうとが頷いた。

「確かに、透明の部分に感触があります。……見かけに騙だまされましたね。調べてみるべきでした」

　真ま嶋じま「わぁ、本当だ……。でも、《マリア・ドール》からこんな彫ちよう像ぞうを作るなんて……、あの樋ひ口ぐちってヒト、彫刻家の才能あったんじゃない？」

　コウ「ですね。……でも、何よりも、こうして《マリア・ドール》そっくりの像を複ふく製せいした、というのが凄すごい。……確かに彫るよりも簡単でしかもやり直しが効くとはいえ、作者の子供すら見分けがつかない複製を創つくれるなんて」

「本当に、好きだったのだな、……《マリア・ドール》が……」

　小鳥遊たかなしの呟つぶやきに、頷く。

「ああ。……本当に、好きだったんだ」

「ホントウニ、好きダッタ……」

　菜々那は笑った。

　……やっぱり、まだまだ母には勝てないらしい。こんな石の像にすら、彼女は負けたのだから。

　でもいい。

『赤あか毛げの美しい女』は、こんな程度じゃびくともしないのだ。

「……面白いじゃない」

　菜々那はそう、呟いた。溢あふれてくる涙を止めようともせず、《マリア・ドール》──今や二匹の犬の像──を睨にらみつける。見てなさい、今にもっといい、もっと凄すごい女になって、あんたなんかケチョンケチョンにしてやるんだから。……この日本語、まだ使ってる？

「……どちらにせよ、《マリア・ドール》は戻ってこない、というわけですか」

　珍しく分かるように、舞原妹はため息をついた。

「……何？」

「最初の事件で私達は、いきなり敗北、結局敵てきの情なさけにすがりました。しかも《マリア・ドール》は戻らず……。これでこの先、やっていけるのでしょうか」

　あう。

　コウはうなだれた。真嶋も暗い顔。アトリと小鳥遊は全然平へい気きの顔をしている。でもやっぱり特とく筆ひつすべきは朝あさ比ひ奈な菜々那の顔だろう、彼女は彼女の赤毛も負けるくらい、ぱあっと明るい顔をしていた。この先？　まだ先があるの？　こんな面白い事が、これから先もあるって言うの？




　……面白いじゃない！




　ぱっと咲く満まん面めんの笑えみ。髪が明るい彼女が笑うと、本当に周りが明るくなる──この笑顔を見ていたら、あるいは樋ひ口ぐちも考え直していたかもしれない。朝あさ比ひ奈な菜な々な那な、『赤あか毛げの美しい女』、彼女の笑みに引き込まれ、コウも思わず笑みを浮かべた。

　何にせよ、

　今日という日は乗り切ったのだから。







　こうして『悪あく魔まのミカタ』の最初の事件、

《インヴィジブルエア》は幕を、下ろした。







終／日常から、続く
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　サクラは、見るからに機き嫌げんが悪そうだった。

《マリア・ドール》の事件に加え、『月の日』が来ちゃったのだ。サクラのそれは重い。さすがのイハナもこの時期は、なるたけ刺激しないようしているが、今日は……。

　猫の格好をしたサクラに、そっと近づく。

　口を開くサクラ。

「……イハナ」

　イハナそっくりの、無感情な声──サクラがこういう声を出す時は、もう誰だれ彼かれ構わずケンカを売りたくてたまらない時だ。イハナは感情を表に出さないよう気をつけながら、最さい愛あいの姉にゆっくりと近づいていった。「姉さん」と穏おだやかに呼びかける。息がかかるほどに近づき、そっとその髪を撫なで、

「《マリア・ドール》の事ですが、実は」

「イハナ、あたしはいつ、《マリア・ドール》を遊べるの？」

　──平へい板ばんな声が本当に怖い。

　イハナは、身体からだをなるべくサクラにくっつけた。これはサクラを落ち着かせる為ためであり、そしてイハナ自身も落ち着く為である。双ふた子ごだから、と言う訳でもないだろうが、こうしている時が一番落ち着く。

[image: ]

「サクラ」平へい坦たんを意識した声を出す。

「……すみません、《マリア・ドール》はもう永遠に戻ってきません。失敗してしまって……」

「……失敗？　失敗って──」

　紅こう潮ちようを始めるサクラの顔にほお擦ずりし、急いでその耳に小声で囁ささやきかける。

「その事で、堂どう島じまコウがお詫びしたいと」

　サクラの動きが止まった。

「……コウが？」

「はい。実は彼の落ち度で、《マリア・ドール》を失ったのです。ですから是ぜ非ひそれについて、釈しやく明めいとお詫わびをしたいと──」

「……本当にコウが、そんな事言ったの？」

「はい。《マリア・ドール》は八千万すると教えたら、すぐに……」

　サクラは顔を離し、ジト目にイハナを睨にらんだ。

「……何です？」

「あたし、そういうのキライ」

「……そうですか？　気に障さわったなら、お断りしますけど」

「べ、別に断らなくてもいいよ」慌あわてて手を振り、「……それで、いつ？」

「今度の土日を考えています。お泊まりで」

「お泊まり……」ぽっ、と頰ほおを染めるサクラ。「だったら一いつ杯ぱい、遊べるね」

　……どんな遊びをする気だろう、一瞬、耳を失ったメイドの少女を思い出し、イハナは首を振った。

「……とにかく、それで宜よろしいですか？」

　妹の言葉に、首を傾け、にこっと笑う。

「うん、分かった。じゃあ、それでにゃん♪」

　サクラの手が、猫をイメージしたのだろう、奇き天て烈れつなポーズを取った。招き猫がよく、こんな格好で手て招まねいているが……。

「……何です？　それは」

「ハナちゃんも、にゃん♪」

「…………………………………………………………………………………………いえ、私は」

「にゃん♪」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………にゃん」




　サクラの部屋を辞し、イハナはため息をついた。首を振り、十年くらい歳としを取ったような気分を振り払う。

　……さて。

　次は、コウの了りよう解かいを取らなければ。

　もっとも、こちらの方は簡単だ。コウは基本的に女の子の頼みを断れる人間ではないし、しかもイハナに借りがある。サクラの機き嫌げんを取るくらい、喜んでやってくれるだろう。

　そう、コウは私に借りがある……。

　イハナは無意識に、小指で唇をなぞった。

　──そうそう、もう一つやっておく事がある。

　携帯で秘書室を呼び出す。

「『スタッフ』のジィ・ニーを、私の部屋に寄よ越こして。今すぐに──」

　私は決して誰にも負けない。

　私にはその覚悟が、ある。

　この道を歩く覚悟が──。
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「……何ニヤニヤしてるのよ」

「別に」

　今日きよう子この怒ったような声にも、小鳥遊たかなしのニヤニヤ笑いは消えない。

「……やめてよね」

　気き味み悪く思いながらも、料理を続ける今日子。ちなみに彼女、エプロンをつけてはいるが、不思議な事に後ろ半分は何も着ていない。服は確かに着ているが、その服、後ろ半分は綺き麗れいになくなっていて、後ろから見れば丸きり全ぜん裸らなのである。どうやって前まえ半分を保っているのか不思議な格好──そう、小鳥遊はそれを見てニヤニヤとオヤジックな笑いを浮かべていたのだった。やはり視線を感じるのだろう、たまに、今日子がお尻に手をやるのが可愛かわいい。お尻に手をやり、何の疑問も持たずに戻す。それはそうだろう、彼女はちゃんと服を着ていて、触ればその感かん触しよくもあるのだから。全く《インヴィジブルエア》は、素晴らしく使い勝手のある《知恵の実》だ。

　じっと、自分の右手を見る。

　舞まい原ばる家の科学班が作り出したスキンスプレーでコーティングされたそれは、生なま身みの手とほとんど見分けがつかない。が、この皮を一枚めくれば、そこにはもう何もない。

　それはこの世も同じ事。

　一歩道を誤れば、そこはほら、想そう像ぞうつかない魔法の世界──。

　そしてそこで小鳥遊は、

　大事な人を失った。

　それでも──これからも、そこを歩いていく気なの？

「キョウコさん」小鳥遊はトレードマークの伊だ達てメガネを外し、今日子を見た。

「私はキョウコさんが好きだ。キョウコさんは私が好き？」

「それは」

「簡単でいい、ＹＥＳかＮＯで」

「……ＹＥＳよ。……もう、変な事聞きかないで」

「もう一回」

「……ＹＥＳ」

　そう。

　……でもそれは本当にそう？

「じゃあ、じゃあじゃあ、キョウコさん、ちょっと目をつむっていてくれないか？」

「……一体、何をするつもり？」

「いいから……キョウコさんをびっくりさせたいんだ」

　今日きよう子こが目をつむったのを確認し、小鳥遊たかなしは右手の皮を剝はぎ取って透明の腕を露あらわにした。

　その手をそっと、今日子の頰ほおに当て撫なぜる。

　──一歩外そとに踏み出せば、たちまち広がる闇やみの世界に、

　──ようこそ、キョウコさん。

「さぁ、いいよ、目を開けて？」

　今日子はゆっくり、目を開けた──。
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　床とこ屋やの前で、洋よう平へいはまた真ま嶋じまを見つけた。また突っ立っている──まだ悩んでいるんだろうか、……本当に髪の悩みなのか？　ひょっとして何か別に理由があって、それでああして立っているんじゃ──。

「……葉は切ぎり君」

　真嶋に見つかり、洋平はため息、頭を搔かきながら近づいていった。

「何？　まだあたしを付け回してくれてるの？」

　つっ、付け回してなんていませんよ、偶然ですって！　洋平はそう伝えたかったが、何と言えばいいか考えているうちにタイミングを逃して気が付けば言えなくなっているのだった。ただでさえ誤解されやすいのにこのせいで、洋平は本当に人付き合いが苦にが手てだ。

「……何してるんですか？　まだ、髪で？」

「うん、……ま、ね。あたしもね、なりたいなぁって」

「何に」

「『赤あか毛げの美しい女』に」

　朝あさ比ひ奈な、菜な々な那な。

　好きな人の為ため、あそこまで身体からだを張れる。

　凄すごいと思う。

　それに比べてあたしは──。

「……『赤毛の美しい女』に、なりたい」

「……赤、毛……？」

　女性ってのは本当に髪に拘こだわるなぁ、と洋平はほとんど恐怖さえ覚えた。なんという執しゆう念ねんだろう、でも。

「……俺、先せん輩ぱいに赤毛は似に合あわないと思います。絶対変へんです。いいじゃないスか黒くろ髪かみで」

　言ってからぎょっとする。一体俺おれ、何言ってんだ？　しかもちゃんと言えている。

　どういう事？

「……そんなに変？」

「変です」半なかばヤケクソで断言する。「だいたい赤なんてケバイす。日本人なら黒ス。よくても茶。金とか赤なんて」

　外国人に笑われますよ？　なんて続きは言えなかった。

　真ま嶋じまが、実に素す敵てきな笑顔を見せたから。

「……分かった」笑いをこらえながら、真嶋、「髪を赤くするのはやめる。……だいたい最初から、そんな気ないし」

「……じゃあ、何して」

「通りがけに見ただけよ。十五分も立ってたわけじゃないって」

　一いつ拍ぱく置いて、

「──髪は、伸ばす事にしたから」

「はぇぇ……」

　何て答えればいいか分からず、洋よう平へいは生なま返事を返した。

「そう……ですか」

「……元々、バレーにうっとおしいから切ってただけだしね。もう三年、バレー部も引退、ちょっと気分を変えていくんだ」

「はぁ」

「拳けん銃じゆうとか、撃うてるように」

「……は？」

「冗じよう談だん」

「……冗談」良く分からない人だ。

「ああそうだ、赤あか毛げの嫌いな葉は切ぎり君、来週みークルに行ったら、多分びっくりすると思うよ？」

「……来週？」

「そう、来週」

　じゃあね、と言って、真嶋はさっさと歩いていった。何がなんだかわけも分からないまま、黙って、後ろ姿を見送る洋平。

　……髪を伸ばすって？

　ちょっと想そう像ぞうしてみる。

　……いいなぁ、確かに似に合あうかも。

　何て考えているうちに、真嶋の姿は消えていた。洋平もスポーツショップを目指して歩みを再開する。

　真嶋先せん輩ぱいか。

　……変なヒトだなぁ。

　もう、真ま嶋じまが最後に言った言葉なんて忘れていた。もっとも来週、すぐに思い出す事になる。新たに入部したみークルの新一年生達の一人を見て。正しくはその赤い髪を見て。天てん敵てきの登場──でもそんな事は露つゆ知しらず、洋平は、ああ、付け回してるなんて思われてるのはいやだなぁ、何て考えながらスポーツショップを素す通どおりしてしまうのだった。
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《インヴィジブルエア》事件から四日、アトリはまだ、コウの部屋にいた。

　コウは一人暮らしだから特に支し障しようがあるわけではないし、学校から帰ってきて「ただいま」「お帰りなさい！」というのは中なか々なか気持ち良くて逆に今までの自分が悲しかったりするのだが、夜、気が付くとベッド（セミダブル）から蹴け落おとされてる自分を発見したりすると、こいついつまでここにいる気なんだろう、とか考えてしまう。

　コウは基本的に、一人が好きな性しよう分ぶんなのだ。

　だからその日、意を決して尋たずねた。

「……あのさ、アトリ」

「何です？」

「ええとな、その……なんつーか、お前、いいのか？」

「何がです？」

「いや、だから、こんなに長くここにいて……。前回だって、二日で帰ったのに……」

「だから、それは言ったじゃないですか」

「……何て？」

「あたしはもうアストラル体にはなれないって」

　意味は分からないが急激にいやな予感に襲おそわれて、コウは額ひたいに浮かんだ汗を拭ぬぐった。

「……それは、つまり……」

「もうずっと、この身体からだのままです。ですから、この身体の行ける所にしか行けません」

「それは……つまり、その、はっきり、あ、有あり体ていに言って」

　息を吸い、

「──ここに住む、って事？」

「はい！」

　コウは目の前が暗くなるのを感じた。

「……ですから、ご迷めい惑わくにならないよう、《ゴールデンライトアーム》を持ってきたんです、けど……」

「……ああ、それで……」

　ほら見ろ。

　上う手まい話にゃ裏があるんだ。

「あの」コウの表情に気づき、不安げな声を出すアトリ。

「ひょっとして、迷めい惑わくですか……」

「……え？　それは、まさか、いやそんな……全然、大丈夫だけど」

「ですよね！」たちまち声が弾はずみ飛ぶ。

「……良かった、心配しちゃいましたです。ここを追い出されたら、あたしもう、どうしたらいいか……ああ」

　ぐすっ、と目め元もとを拭ぬぐう。

「……ごめんなさい。想そう像ぞうしたら、涙が……」

　感受性が豊かなのね、と心の中で嘆たん息そくした、その時、

（ピンポーン）

　チャイムが鳴った。同時に声。

「コウ、いるか？」

　今いま一番聞ききたくなかった人間の声に、コウはオッタマガッた。口元から魂たましいが飛び出したような感じ。

「……ああ、あ」どうしよう。

　ピンポーン、と再び聞こえるチャイムと、

「俺だ、開けてくれ」野の太ぶとい男の声。

　コウの驚きよう愕がくに驚き、アトリが小声で尋たずねて来る。

「……誰です？」

「俺の──父ちち上うえだ」

「ちちうえ？」

　何な故ぜその時、父の事を『父上』なんて呼んだのか、未いまだに謎なぞである。

「──そう、親おや父じ。お前にそっくりな娘を未いまだに探し捜けている、俺のＹ遺い伝でん子し提供者だよ」

　父は果たしてアトリを見て、悪あく魔まだと思ってくれるだろうか、いやまさか──コウは取とり敢あえず、少女を隠かくす場所を探した。鳴り続けるチャイム、ドアを叩たたく音、だんだん心配げになる声──。

「おい、コウ？　大丈夫か？　コウ、コウ──？」

　このまま黙っていたら、留る守すだと思って帰ってくれないだろうか。

「──コウ？　寝てるのか？」

「あ、あたし開けて来ます！」

「開けんでいいっ！」

　小声で叫ぶ、という器き用ような事をし、コウは頭を回転させた。さあっ、どうする、考えろ！

　……ああ、《インヴィジブルエア》が今ここに、あったらなぁ……。

　勿もち論ろんアトリを消したって、それはただ見えなくなるだけで、問題の解決にはならない。それでも、先送りにはできる。それでいいじゃん？　誰だっていつだって、覚悟が出来てるわけじゃない。

　大事なのは今この一瞬、

　この危機を乗り越える事、なのだ。

　つってもこれは、ちょっと越えられそうにない──。

　いっそ神かみ頼だのみでもしよーかと思い、いやそれは筋が違うなと、笑う。ならショーガないと悪あく魔まに祈る。「どうかお願い助けてっ！」でも悪魔は意い地じ悪わるで──だからこそ悪魔なのだが──答えてさえくれないのだった。







　こうして、

　それさえも普通に変えて




　また日常が、始まる──。





《インヴィジブルエア　終》









あとがき／見えない部分に







　もう読まれた方、どうでした？

　まだの方、初めまして！

　どうも、うえお久ひさ光みつです。お届けします、悪あく魔まのミカタ・第二作、




『イィィンヴィッジッブッル・エッアァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ！』




　ちゅごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごっ！




「──やめなさい！」




　と、いう訳で『悪魔のミカタ②インヴィジブルエア』です。

《インヴィジブルエア》──いい語感だと思いません？

　何か叫びたくなりません？

《インヴィジブルエア》──直ちよく訳やくすれば《見えない空気》。

　何な故ぜ空気は見えないのでしょう。

　考えてみると不思議です。

　透明だから、ではありません。透明だから、で片付けてしまうとネタにならない。それはそう『見えて』いるだけ。……物を見る時、人間は視覚で捉えられる全すべての情報を認識している訳ではありません。目に入る情報の内必要なものだけを脳が識別して再さい構成したもの、それを我々は『見ている』そうです。なら我々が空気を見る事ができないのは、生きていく上でそれを『見る』必要がないからなのか？　空気がなければ生きていけない我々なのに。……ま、確かに一いち々いち空気が見えていたら、ウットオシイ事ハナハダシイでしょうけれど。……多分、空気が少ない星に住む呼吸する生物には空気が見えるのかもしれません。ああ、見てみたいですね、そういう生物の目には、どんな風景が映るのでしょう。……でも地球には、少なくとも二〇〇二年の時点では、空気は有り余っています。だから逆に、我々には空気が見えない、なんて事考えると──

　……何書いているんだろう僕は。

　閑かん話わ休きゆう題だい、ええと。

　話が逸それてしまいましたが、要するに僕はこう言いたいのです。「小説は行間を読め！」さもなければ物語は成り立たない──何で今さらこんな、当たり前の事を言っているかというと、前作、僕はあとがきやら何やらで「これはミステリーではない」なんて頻しきりに繰り返したのですが、そうしたところ、周囲から「うん、これはミステリーじゃないね」「その通り、確かにこれはミステリーじゃないよ」という同意の反応が多々有りまして──ありがとうございます、うわ、畜ちく生しよう！　だ、誰か一人ぐらい、行間を、空気を読んで、お、お世せ辞じでも「いやこれは立派なミステリーだよ」とか言ってくれたって──。

　うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！

　と、言う訳で、

『悪あく魔まのミカタ②《インヴィジブルエア》』

　ミステリーでお届けします。

　ミステリーです。

　誰が何と言おうと、この物語はミステリーです。繰り返します、ミステリーです。そうは思えない方、譬たとえそうは思えなくても、行間を読んで下さい。この見えない空気を読んで、せめて僕には「ミステリーだ」と言って下さい。

　お願い！

　僕はそれで幸せですし、

　行間を読めばこの物語、ますます面白くなります──よね？　多分。

　絵もあるし。




　……そうそう、

　藤ふじ田た香かおり先生、素す敵てきなイラスト本当にどうもありがとうございます。

　心強いっス。

　いつも楽しみにしております。断言できます。貴方あなたのイラストを最も楽しみにしているのは、間違いなくこの僕です。ハイ。うおお、コウに、アトリに、絵がぁ、顔がぁ！

　……やっぱり見えたほうがいいスねぇ、色々と。楽し！




　ああ、空気が見たいなぁ……。




　徹てつ夜やしてます、ハイです、ハイ。

　あとがきは、強きよう敵てきだ……。







　以上、散さん文ぶん失礼、

　──午前六時、もはや朝を迎えて『自じ業ごう自じ得とく』という言葉が『死亡時刻』に見えてきた──の、うえお久ひさ光みつ、でした。
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うえお久ひさ光みつ

１９７４年、鹿児島に誕生。鹿児島には「泣こかいとぼかい泣こよかひっとべ」という文句がある。「恐れず進め」の意である。そういうのが必要な時って、誰にでもありますよね。今の僕にはまさに必要。さぁ皆さんもご一緒に。掛け声は、チェストです！
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イラスト／藤ふじ田た 香かおり

冬生まれのくせに寒さが苦手なまじめＢ型関西人。仕事中にＣＭを聞くとそのフレーズが頭から離れません。今は『部屋干し～♪』が頭の中をエンドレス。










悪あく魔まのミカタ②




インヴィジブルエア








うえお久ひさ光みつ
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